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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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■プロローグ







　アフリカ東部の山岳地帯に、天に伸びる不思議な光の樹を信仰する民族がいる。

　十数年に一度出現するという不思議な武具に選ばれた神の使いを族長とし、樹きを護まもることを民族の使命としてきた民族だ。

　不思議な樹の正体は樹術式、武具の正体は理パーマネント。ただ、彼かれ等らはそういった呼称を用いておらず、祖先の教えを忠実に守っていただけである。

　古くから伝わる風詠よみの技術を元に、独自に開発した風を詠む機械〈因果観測機エヴエレツト〉を使い、同領域で発生する樹を穢す者の狩りを行う。

　魔術師ウイザードを発見し、退治するという歴史を持つ民族の護樹と狩りの掟おきては、数百年もの間決して破られることなく続いていた。

　──今、この時までは。

　突然発生した扉のようなものから這はい出てくる、多数の理術人形ゴーレムと悪バ魔グ達。

　それらを率いるのは小さな魔術師ウイザード。

　創世の執行者ニーズヘツグ、三魔柱ソフイアの一人、乃の亜あである。

　乃亜の前で呆ぼう然ぜんと佇たたずむのは、矛ほこの理パーマネントを持った褐色の少女だった。

　露出の多い、布を直接肌に巻き付けたような民族衣装を纏まとい、胸や腰回りなど大事な部分のみを隠している。

「……あ……ぁ……」

　理パーマネントに導かれし神の使いにして現族長の少女は、目の前の惨状に思わず言葉を失って狼狽うろたえる。

　深い森の中の集落に建ち並んでいた住居は燃え、かすかな煙を上げている。襲撃に抵抗しようとした者達は為なす術すべ無く倒れ、少女以外にも数人いた武器を持った騎士──先代の長おさ達も、地に膝ひざを突き突然の襲来者に屈していた。

「ここの人達も呆あつ気けないなぁ。ま、でも仕方ないか。いきなりのことで何が起こったかわからなかっただろうしねー」

　長い歴史を持った民族だけあり、その文化レベルに反して、彼女達の狩りと護りの技術は相当なものだ。これまでも何度か〈樹術式〉の占領を企たくらんだ魔術結社を退けている。

　だが、今回ばかりは相手が悪い。まさか何の前触れも無しに、突然集落の中心から敵が湧わき出て襲撃されるなどという状況は想定しようがなかった。

「でも、転移の魔術は大成功で満足、と。今ごろ鷹たか音ねや香か澄すみも頑張ってくれてるのかな」

　乃の亜あは独り言を呟つぶやきながら、骸がい骨こつのデザインがあしらわれた歪いびつな鋸のこぎり〈快・昇天パラダイムチエンソー〉を、地面に突き刺さった矛ほこに向かって振り下ろす。

「……っ！」

　呆ぼう然ぜんとしていた少女がハっと我に返り、言葉にならない声をあげる。

　少女の理パーマネントは民族の長である証あかしだ。そして、彼女だけでなく、民族全体の誇りでもある。

　だが、彼女の懇願は届かず、乃亜の理パーマネントは少女の理パーマネントを呆気なくバラバラにした。

　砕けた理の欠片ミスリルが、虚むなしく地に落ちる。




　──その日、幾つもの因果領域が同時に、〈創世の執行者ニーズヘツグ〉に落とされた。





■第一章　騎士の家系







　柏かしわ木ぎ家は、結むすびヶが原はら高校から徒歩で四十分くらいの位置にある。

　結ヶ原市の隣の笹ささ塚づか市。徒歩で通うにはきついが、自転車を使えばそれほどでもないくらいの距離だ。結ヶ原高校周辺に比べるとやや自然が多く、周囲を見れば田畑も目立つ。

　そんな柏木家へと通じる道を、隼はや人とと琴こと美み、そして花か音のんの三人が歩いていた。

　隼人は白の英字入りのＴシャツにジーンズというラフな格好。琴美は薄い水色のカットソーに黄色のフレアのミニスカート。花音は緑色のＴシャツにホットパンツという格好だ。

「以前も思いましたけど、この辺りって学校周辺に比べると田舎ですよね。日陰も多いし、空気もひんやりとして気持ちいいです。寮もこのくらい涼しいと良いんですけど……」

　隼人は額の汗を拭ぬぐうと、胸元に空気を入れるように、首元をはためかせながら言った。

「あはは、最近本当に暑くてかなわないもんね。冷房が無いのはボク達の代もだったけど、流石さすがにそろそろ付けてやればいいのに。琴美、柏木家のお金でどうにか出来ないの？」

　花音がけたけたと笑って返した。両手を後頭部にあてて、呑のん気きそうに歩いている。

「流石に暑いからって家を頼るのは……。冷房を付けるくらいならお小遣いで何とか出来そうですけど、毎月の電気代は難しいかな……」

　平然とそんなことを言ってのける琴美に、隼人は驚きよう愕がくする。

「ええっと、エアコンは小遣いで買えるんですか？」

「ああ、流石に一ヶ月分じゃ無理ですよ。エアコンなんて買ったら他ほかに何も買えなくなっちゃいますし」

（エアコン一台分くらい毎月貰もらってるのかな……）

　隼人は琴美がお嬢様であることを改めて実感して、ちょっと羨うらやましくなった。




〈逆刻の戯レトロリロード〉の騒動から一週間が過ぎた。

　大規模な魔術を使い、何か良からぬことを企たくらんでいたらしい創世の執行者ニーズヘツグだったが、あれ以降は特に目立った動きも無く沈黙していた。

　だが、だからといって隼人達は、安心しているわけにもいかない。

　先日隼人達が感じた、三魔柱ソフイアとの圧倒的なまでの実力差。

　その差を埋める為ために集団としての結束を高めようと、チーム名も付けて気持ちを新たにした隼人達だったが、気持ちの切り替えですぐに強くなれるほど単純なものでもない。

　もっと、強くなれる手段を──

　そう考えていた隼人に対し、渡りに船の提案を出したのは琴美だった。

『でしたら、いい場所があります。今の私達に足りないチームとしての結束力を補え、理パーマネントとの融因シンクロを深めることの出来る場所です』

　そして今日、隼はや人とは柏かしわ木ぎ家の特訓場とやらを借りるための許可を貰もらいに、琴こと美みの実家に向かっていた。何でもその場所を使うにあたって、琴美の両親が隼人の人となりを確認しておきたいと言い出したのだそうだ。

「久しぶりだなぁ、鷹たか音ねの家に行くの」

　花か音のんが遠い目をしながら呟つぶやく。

　彼女は、琴美の母に久々に挨あい拶さつがしたいらしく、隼人が訪問する話を聞いてボクも行きたいと付いて来た。

「そういえば華はな月つき先輩って昔結構うちに来てましたよね。懐かしい」

　琴美も同じように昔を思い出すかのように答える。

　先日の騒動以降、花音は寮で隼人達と一緒に住むようになっていた。

　最近活発化してきた創世の執行者ニーズヘツグの動きが気になるのと、それに巻き込まれそうな指輪──そしてそれを持つ隼人のことが気になるのだそうだ。

　隼人は、花音が寮に残ると言い出した日のことを思い出す。




　事件のあった翌日、隼人達が今後の方針──つまり、チームで頑張っていく決意を固めた次の日の朝。花音はキザったらしく指でピストルの形を作ってみせると、それを隼人に向けて撃つような仕草をして告げた。

「ボクはキミのことが気になる」

　花音の言葉に、隼人よりも先に驚きを示したのは何な故ぜか玲れい奈なと飛鳥あすかだ。

「……は、隼人、もしかしてもう先輩と奏魂の盟ソウルリンクを!?」

「にーさん、いくら何でもはやすぎない!?」

「ちょっと待て！　何を二人とも勘違いしてるんだ!?　まだ俺は何もしてないからね!?」

　出で逢あったばかりの花音相手に隼人が何か出来る筈はずも無い。隼人は必死に否定する。

「ええっと隼人君、でもその、まだってことは、やっぱりもうやる気満々だったってことでいいですか……？」

「先輩は何もじもじしながら人の言葉の穴を突いてるんですか！　そういうとこは放っておいてくださいよ！」

　すると、花音が面白そうに「たはは」と騎士達を見ながら笑った。

「そんな心配しなくていいよ子猫ちゃん達。少なくとも今のところ、ボクは彼と契約する気はないしさ。他人に縛られる生活ってのが嫌なもんでね」

　花音が、その場でクルっとターンする。

　今自分がいる場所を、舞台の上か何かと勘違いしているかのような仕草である。

「王オーデインとしての夕ゆう霧ぎり君に興味がある、ってだけだよ。キミについてもっと知っておきたいってだけ。予見書に書かれていた伝説の理パーマネントに選ばれた男。──そんなキミが本当にこの世界を救えるかどうか。それを見極めたくて、ね」

「見極めたい……？」

　再び、花か音のんが隼はや人とに向かってバキューンと銃を撃つような仕草をする。

「そう。だってもしキミが世界を救うに値しないような人間だとしたら、この手で始末する必要があるでしょ？」




　かくして、花音は隼人達とともに寮に住むようになった。

「そういえば、花音先輩って昼間どうしてるんですか？　俺達が学校に行ってる間」

　隼人が、鼻歌を歌いながらスキップをするようにして歩く花音に向かって質問した。

「ん？　仕事というか、魔術師狩りハンターに出ているだけだけど。この街でも一人捕まえたね。後は隣の町とか、その隣の町とか、隣の因果領域にも一度出たかな」

「え？　俺達が知らない間にそんなに事件が起こってたんですか？」

　少なくとも隼人は、〈因果観測機エヴエレツト〉に反応があったという話は聞いていない。花音が勝手に魔術反応を処理していたのだろうか？

　そう疑問に思っていると、花音が「驚くのも無理はない」と言った風に笑う。

「ああ、〈因果観測機エヴエレツト〉ではなくて、独自で調べた情報を元に魔術師ウイザードを捕まえているんだ。過去、魔術を使ったにもかかわらず上う手まく逃げた魔術師ウイザードもいるからね。そういう魔術師ウイザードを捕まえて勝手に罰しているのがボク」

　花音が、今度はバイクのハンドルを握って運転するような仕草をする。彼女はバイクで寮に来ているのだが、つまりそのバイクを使って魔術師ウイザードを捕まえていたということなのだろう。

「個人で捕まえるって、そんなこと出来るんですか？」

「こう見えても捜査ごっこは得意なんだよ、父親が警察だからその真ま似ねをしててね」

　今度は手錠をかけるような動作をした。

「あら、先輩は父親が警察だから得意なんじゃなくて、母親が某有名歌劇団の劇団員だからじゃありませんか？　しかも超有名な男役。なりきるのは得意なんでしょう？」

「あはは、そうだね。でも、強いて言うならその両方かな～」

「母親が劇団員……なるほど。確かに先輩、そんな感じですよね」

　隼人は花音の芝居がかった仕草に納得した。

「もしかして、男装趣味も母親の影響で？」

　花音が弱ったような笑みを浮かべる。

「お母さんがボクに色んな服を着せるのが好きで、特によく男の子の格好をさせられてたんだよね。でも、別にボクも嫌ってわけでもなかったし……。まぁ、あれだよ。子供って家庭の影響を受けるものだからね」

「確かに、家庭の影響って露骨に受けますよね。良くも悪くも」

　隼はや人とは琴こと美みの顔を見て、すぐに彼女の言っている家庭が代々悠久騎士フレースヴエルグである自分の家を指しているのだということに気付く。

（家庭の影響、か……）

　生まれながらにして、悠久騎士フレースヴエルグであることを運命付けられた柏かしわ木ぎ家。それは明らかに特殊な家庭だ。

（一体、どんな家なんだろう……）





　　　◆






　敷地面積は４００坪くらいだろうか。

　木造の和風の門を抜けると美しい和風の庭園が広がり、大きな日本家屋の玄関へと石畳の路みちが続く。

　路の脇わきには松の木やつつじが植樹され、神社等で見かける春かす日が型の灯とう籠ろうや、鯉こいの泳ぐ小さな池にししおどしといった、和を感じるオブジェクトが綺き麗れいに配置されていて、まるで武家屋敷のようであった。

　隼人は家の敷地内を見回しながら呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「凄すごいな。うちが10個くらい入りそうだ」

　この付近は比較的田舎で、結むすびヶが原はらに比べると土地の使い方に余裕があるように思える。だが、それでもここまでの面積を持った家は他ほかに無いだろう。

　隼人は、改めて琴美が良家のお嬢様なのだということを実感した。

「久々だなぁ鷹たか音ねの家」

　花か音のんがきょろきょろと周囲を見回しながら、懐かしむように言った。

　その口調からは、鷹音を恨んだり嫌っている雰囲気は感じられない。

　それどころか、しばらく逢あっていない友人を懐かしむような優しい声にさえ聞こえた。

（そういえば、結局知らないままなんだよな）

　何故、鷹音が悠久騎士を辞めたのか。そしてこの家を出て行ったのか。

　──あんなに真面目まじめそうだった彼女が、どうして。

　隼人が琴美に案内されて屋敷に入ると、玄関にはメイド服姿の女性が立っていた。

　驚いた隼人達に向かって、彼女は頭を下げる。

「お帰りなさいませ、お嬢様」

「ただいま」

　琴美が挨あい拶さつを返したので、隼人達もお辞儀をする。

「靴は下げ駄た箱ばこに入れておきますのでそのままお上がりください。スリッパはございませんので、素足のままで」

　隼はや人と達は靴を脱ぎ、屋敷にあがる。

「使用人の方ですよね？　……どうしてメイド服なんですか？」

「お祖じ父い様が言っていました。『使用人はメイド服に限る』と」

「……また柏かしわ木ぎ先輩のお祖父さんですか」

　隼人は、ちょっとだけ呆あきれ気味に呟つぶやいた。

　琴こと美みが突拍子の無い知識を口にする時、いつもその元凶が琴美の祖父にあるからだ。

「まぁでも、案外使用人の間で受けはいいんですよ？　メイド服。可愛かわいいし他ほかでは着る機会ほとんど無いしー、って」

「そりゃ、普通にしてればメイド服なんて着ないでしょうしね」

　隼人は呆れたように言いつつ、琴美に付いて歩いていく。

　やがて、板張りの渡り廊下に出ると、庭に植えられた柏かしわの木が目に入った。

　すると、隼人が柏の木を見ていることに気付いた琴美が、説明を始めた。

「我が家に縁のある木です。実は、柏木家の祖先が管理している神社のご神木が、柏の木なんです。柏木という姓の由来でもあります」

「先輩の家って神社だったんですか？」

「父が宮司をやっています。もっとも、近くにあるいくつかの土地やアパート管理をやりながらの兼業ではありますけどね。神社やアパートは元々柏木家が持っていたものですから、婿入りして宮司と大家に就職、という形でしょうか」

「そ、それって凄すごくお金持ちじゃないですか……？」

「あはは、そうでもないですよ。一般家庭よりちょっとお金があるくらいです」

（ちょっとどころでないことは、家を見るだけでわかるけどな……）

　隼人は琴美が謙けん遜そんするのを聞いて、思わず苦笑いを浮かべる。これがちょっとなら、一般家庭は生活が出来ないレベルで困窮していることになるだろう。

「キミも鷹たか音ねも難儀なものだよね。生まれた時から騎士であることを決定付けられ、柏の神木様に仕えることが決まっていたわけだ。キミ達とは無関係な、先祖の決め事によって」

　憐あわれみを帯びた花か音のんの言葉に、琴美は明るい声で答えた。

「大丈夫ですよ、華はな月つき先輩。この家のおかげで今の自分がある、私は本当にそう思っていますから」

「そう。だったらいいけど」

　花音は琴美の表情を見て、安あん堵どするように笑みを浮かべる。

　そのまましばらく廊下を進むと、琴美は障子戸で閉められた和室の前で足を止めた。

「ここです」

　琴こと美みが障子戸を開き、隼はや人と達を先導するように中へと入る。

　部屋は、い草の匂においのする八畳間くらいの和室だった。

　そこで、着物を身に纏まとった美麗な女性が正座をして、隼人達を待ち構えていた。

「ようこそおいでくださいました」

　女性が、来客である隼人達に向かって頭を下げる。

　二十代前半くらいだろうか。線の細いシャープな顔立ちだが、おっとりとした雰囲気がどことなく琴美に似ている。

　隼人はすぐに、女性が琴美と血縁関係にあると悟った。

（……お姉さん？　鷹たか音ねさん以外にいるのかな。それとも親しん戚せき？）

　隼人が、目の前の女性の正体について色々と考えていると──

「琴美の母の響ひびきと申します」

「……えっ!?」

　思わず隼人が声に出して驚く。

　琴美の母親となると、若くても歳としは三十代だろう。だが、響は決してそんな年齢には見えない。肌も綺き麗れいで、皺しわ一つ無いように見える。

　大学生どころか、高校生でも通ってしまいそうなくらいである。

「どうしました？　そんなに驚かれて」

「あ、いや、思ってたより若いなって……」

「うふふ、もうすぐ四十のおばさんにお世辞はいいですよ」

「えっ!?」

　もう四十手前と知り、隼人は更に驚く。

「ま、驚くのも無理ないよね。ボクも最初逢あった時は高校生と勘違いしたし……」

　花か音のんが呆あきれながら言うと、響が恥ずかしそうに笑った。

「まぁまぁそうやって、あまりおばさんをからかうもんじゃないですよー？」

「そうよ隼人君。あまり言うとお母さまが調子に乗るから控えて」

（いや、からかってるわけじゃないんだが……）

　本音のつもりだったので、響の反応に困ってしまう隼人。

「ひとまず、お座りになってください」

　隼人達は、響に言われて対面するように正座した。

　すると響が、誰だれかを呼ぶようにポンポンと手を叩たたいて音を鳴らす。障子戸が開いて、先程のメイド服姿の使用人が湯飲みの載ったお盆を持って現れた。

　使用人がお茶とお茶請けを隼人達の前に置いて、礼をして部屋から出て行く。

　お茶請けは最も中なかと羊よう羹かんだった。

「どうぞ、お茶も遠慮なさらず」

「あ、はい」

　隼はや人とは使用人が持ってきてくれた湯飲みを口に付けた。

「──美お味いしい」

　思わず隼人はそう漏らした。

「これ、お茶っ葉が高いんですかね……」

　響ひびきが上品に笑って返した。

「ちょっと高いだけで普通のお茶っ葉ですよ。葉に合わせて正しく淹いれることで、うんと美味しくなるんです。適切な量の葉や水を使うことは勿もち論ろん、使う水で味や香りも決まります。知ってます？　海外の水で日本のお茶を淹れると美味しくなかったりするんですよ？」

「へぇ、そうなんですか」

「ええ。日本茶を淹れるのに硬い水は合わないらしいです」

　隼人が感心しながら、もう一度お茶をすすってみる。

　確かに、そう言われてみればどことなくお湯自体も舌触りが軟らかく感じた。

「まぁ、淹れてるのは使用人さんですし、今の話は全部お父様の受け売りなんですけどね」

　琴こと美みの母の父──ということは、琴美がいつも口にしている祖父のことである。

（真面目まじめなことも言うんだなぁ）

　失礼ながら、隼人はそんなことを思ってしまう。

「華はな月つきさん、お久しぶりです。お元気にしておりますか？」

「ええ、おかげさまで。そちらこそどうです？」

「ぼちぼちですね。そういえば最近、リピちゃんとも逢あってませんね。リピちゃんも元気してるのかしら……」

（リピちゃん……？）

　隼人は少し考えた末、それがリピカのことを指しているのだと気付く。

　琴美が隼人の方を向いて言う。

「今更ですが、我が家系は理事長と付き合いが長くて、お母さまもとても懇意にさせて貰もらってるんです」

　響がにっこりと笑いながら頷うなずく。

「ええ。もともと我が家の先祖は、リピちゃんと一緒に騎士活動をしていた時期もあってですね……」

「理事長が騎士、ですか？」

　そういえば、リピカが昔何をしていたのか、どうしてこの地にやってきたのか、そもそもどうして樹術式の巫み女こをやっているのかなど、隼人はまったく知らなかった。

　だがよく考えてみれば、リピカがかつて理パーマネント使いであり、悠久騎士フレースヴエルグでもあったという話は意外でもなんでもない。むしろ当然のことのように思える。

「当時のことを私も詳しく存じているわけではないですが、リピちゃんはこの地で魔術の危険性について啓けい蒙もうを始めた最初の騎士だという話は聞いています。それから色々あったみたいで、今は騎士の力を失っているみたいですが……」

「……なるほど」

　隼はや人とが納得する。

「ま、理事長にも色々あるってことだよ。ボクも詳しい話までは聞かされなかったし、知ってる人はほとんどいないんじゃないかな。一番知ってるのは柏かしわ木ぎの家の人間かもね」

（そういえば、理事長ってあんまり自分のことを話さないよな……）

　ふと、隼人はリピカのことが気になった。

　不老不死ともなると、人との出会いと別れも多いだろう。

　何せ、彼女が生きている間に周囲の人間はどんどん入れ替わっていくのである。

　──もしかすると、だからあまり人と仲良くしようとしないのかもしれない。

「ところで……華はな月つきさんは、今日はどうしてご一緒に？」

　響ひびきが花か音のんに優しく尋ねる。

「久々にこの家に遊びに来たくなったんです。先日、鷹たか音ねと出で逢あったもので」

　響の表情が寂しそうなものになる。

「存じてます。あの子はどうでしたか？」

「相変わらずでしたよ。この家を出てからの、ね」

「そうですか……」

　響が難しい声を出して黙り込む。彼女にとって鷹音は実の娘だ。家を出て行ったことに何かしら思うことはあるだろう。

　隼人にはそれが、愛する娘に離反された哀かなしみなのか、騎士に属するものとしての怒りなのかはわからなかったが、良い感情でないことには違いない。

　琴こと美みもまた、響と同じように複雑そうな表情をしていた。

　花音は、琴美と響の顔を見た後に視線を隼人に移す。

「それと、ボクも確認したかったからです。──彼が、どう答えるのか」

「……俺が？」

　隼人は思わず聞き返す。

（『どう答えるか』って……）

　今日隼人がこの家に来た理由。

　それは柏木家が、特訓に使う為ための洞どう窟くつを貸し出すにあたって、隼人の人となりを確かめることのはずである。

　響ひびきが、何やら納得したように花か音のんに言う。

「なるほど。華はな月つきさんも王オーデインのことが気になってるってことですね」

「そりゃあ、予見書にあんな大おお袈げ裟さなことを書かれてたら気になるってもんだよ。当然じゃないかな。……味方とも限らないわけだし」

　花音の発言に、周囲の空気が張り詰める。

　隼はや人とも薄々は理解していたが、何な故ぜこの場に自分が呼ばれたのかを確信した。要は、敵か味方かもわからない存在に協力は出来ないから、それを見極めたいということだろう。

　元々花音だって似たような考えのもと、寮にやって来たのかも知れない。

　響は真まっ直すぐに──睨にらみ付けるような視線で隼人を射貫ぬく。

「隼人さん」

　強い口調。

「はい」

　隼人は響の強い態度に気後おくれしないよう、声を絞り出してはっきりと答えた。

「夕ゆう霧ぎり隼人さん、単刀直入に聞きます。あなたは、その指輪を使ってどうしたいですか」

「ど、どうしたいっていうのは……」

「王オーデインの理パーマネントを使って、隼人さんが何を成し遂げたいのかということです。そもそも、考えてもみてください。わけのわからない指輪を託されて、いつの間にか戦いに巻き込まれ、わざわざ命をかけて戦うなんて所業──普通の人には到底無理です。怖いですし、不安もあるでしょう。スリルと新世界に憧あこがれながらも、心の奥底では安定と平穏を望むのが人間です。だけどあなたは、それらをいとも簡単に受け入れてみせた。それは何故か」

「……何故って、言われても……」

　自分がやらなきゃ、他ほかにやれる人間がいないらしいから。魔術師ウイザードにより罪の無い人々が危険にさらされているという状況が放ってはおけなかったから。

「あなたが理パーマネントを持つに至った理由が気になります。あなたの、人間としての本質が。何故あなたは、そこまでお人好しなのか」

「それは……」

　それはだから、正義感で。

　──いや違う。そうじゃない。

　隼人は、夢で見た荒廃した世界での映像を思い出す。いつの間にか隼人に刷り込まれていた不思議な記憶だ。

　滅びた街で一人佇たたずみ、空に向かい指輪を掲げ、自らを魔ロ王キと名乗り復ふく讐しゆうを叫ぶ隼人。

　指輪との融因シンクロが理由で見えている指輪の過去なのだとは思うが、であるならば何故、そこに隼人が存在しているのかがわからない。

　しかし隼人は何となく気付いていた。あの夢の中の男は間違いなく隼人であり、自分が過去に指輪を持っていたことがあるのだと。

　そしてその復讐したいという気持ちこそが、隼はや人とが王オーデインという立場をすんなりと受け入れることが出来た、理由であるのだと。

（……でも、あの夢が一体何なのか自分でもよくわからないんだよな）

　どうして自分が復ふく讐しゆうしようとしているのか。

　そもそも誰だれに対して復讐しようと思っているのか。

　と、隼人が考え込んでいると、琴こと美みが心配そうに聞く。

「隼人君。……大丈夫ですか？」

「え？　あ、は、はい。大丈夫です」

「その、もし答えにくい内容だったとしたら、無理に答えて頂かなくても……」

　理パーマネントの発生理由には、所持者のプライベートが大きく関かかわる。

　個々人の持つ、変えたいという意思。そう思うに至った理由。

　繋つながりを深めなければならない隼人が、他ほかの悠久騎士フレースヴエルグの面々に何を変えたいと思っているのか直接聞かなかった理由は、その質問が極めてデリケートで──迂う闊かつに聞いていいものでもないと考えていたからである。

　だから琴美も、隼人に気を遣っているのだろう。

「……大丈夫ですよ。ただ、どう答えればいいのか困ってただけです」

　響ひびきが、隼人の言葉に眉まゆを顰ひそめた。

「というと？」

「世界を救いたい、みんなを助けたい。そのためにこの指輪を使いたいと思っているのは本当です。でもそれ以外にも何か──いや、みんなを助けたいと思う理由みたいなのがあるような気がしてるんです。ただ、その理由が自分でも良くわかってないというか……」

　隼人は、素直に思っていることを話した。まとまりの無い言葉ではあったが、思っていることをそのままにである。

「でも、魔術師ウイザードにはなりませんよ。創世の執行者ニーズヘツグは敵です。あのやり方に俺が賛同することはありません」

　響が疑うように聞く。

「どうして確信出来るんです？」

　隼人は、響を説得するようにハッキリとした口調で答える。

「だって、俺はこの世界に不満を持ったりしてませんから。俺が成し遂げたいのは、この世界をこのままの形で救うことです」

　その言葉は、隼人の本心だった。

　隼人にとって、今の世界は十分に愛すべきものだ。

　何かしら凄すさまじい宿命でも背負って生まれてきたのでもあればともかく、普段の隼人はどこまでも普通の男子高校生で、今の世界の是非を考えることもまず無かった。

　花か音のんが面白そうに頷うなずき、響ひびきは手を顎あごにあてて考え込んだ。

「ううん……」

　隼はや人との返答を聞いて、試練の洞どう窟くつを使わせるか否かを悩んでいるのだろう。

　一同も黙って、響の次の言葉を待つ。静かになった部屋に、庭から聞こえるししおどしの音だけが響いていた。

　そうして、二～三分が経たっただろうか。

　ゆっくりと響が瞼まぶたを開き、難しい表情にくすりと笑みを浮かべる。

「……わかりました。認めましょう。あなたの意思は確認出来ましたし」

「本当ですか？」

　隼人が驚き気味に、そして嬉うれしそうに聞き返す。

　琴こと美みと花音も笑みを浮かべた。

「ただし、くれぐれも気をつけてください。試練の洞窟は、自分の心に巣くう願望を見つめ直す場所です。もし、隼人さんが魔王になることを少しでも望んでいるのであれば──その時は」

　響は、何かを決心するように小さく息を吸うと、脅すように隼人に告げる。

「もしかすると、隼人さんは魔術師ウイザードとなってしまうかもしれません」

「……え!?」

「試練の洞窟とは、そういう場所なのです」

　隼人が琴美の方を見ると、彼女は険しい顔付きで小さく頷く。

　花音もまた、先程までの温和な表情から一転、真面目まじめな表情になって頷いた。

（人の願望を見つめ直す場所……）

　──そうした結果、魔術師ウイザードになってしまうかもしれない場所。

　なるほど、と隼人は納得する。

　だから響は、隼人の人となりを確認しようとしたのだ。

　隼人が、魔術師ウイザードとなってしまわないか。

　それを確かめる為ために。

（しかし、騎士が魔術師ウイザードになる可能性があるって、もしかして……）

　ふと、鷹たか音ねのことを思い出した。

　柏かしわ木ぎ家の長女であり、もともとは優秀な悠久騎士フレースヴエルグであった琴美の姉。

　そんな彼女が、どうして魔術師ウイザードになったのか。

「それはそうと、隼人さん。もう一つ質問があるのですが」

　と、そんなことを考えていると、響が再び真剣な表情で隼人に問いかけた。

「はい？　何でしょう」

　隼はや人とは響ひびきの質問に身構える。

　響はまだ隼人の人間性を測ろうとしているのかもしれない。

　試練の洞どう窟くつを貸し出しても問題のない人物か、見極める為ために。

　だが、響の質問はまるでそうではなく、

「琴こと美みとは、一体どこまで進んだのですか？」

「……は？」

　隼人は、予想外の質問に思わず間の抜けた声を返した。

「琴美とは、どこまでいったんですか？」

「お、お母さま!?　ど、どうしてそんなことをいきなり！」

　琴美も、響の意外な質問に驚きの声をあげる。

「だって、騎士の指輪って王オーデインと騎士が互いに親しん睦ぼくを深め、繋がることによって力を強くするんでしょう？　親としても、柏かしわ木ぎ家の主としても、二人がどこまで進んだかは気になりますよ」

　隼人が狼狽うろたえながら聞き返す。

「ど、どこまでって……」

「関係の深度のことです。手を繋いだとか、もうキスをしてしまったとか、もしくは……もっと先まで、とか」

「そ、それは、まだ何も……」

　困惑しつつ隼人が答えると、響が残念そうに「はぁ」と大きく溜ため息いきをつく。

「琴美。私は情けないです。お父さまも言ってましたよ？『女の身体からだは使うためにある。それが巨乳ならば尚なお更さらだ』、と」

「お、お母さま！　私の胸のサイズのことは関係ないでしょ！」

　琴美が叫ぶように反論する。

「特訓で強くなりたいのもわかりますが、指輪の力を引き出すのも大切だと思いますよ？　聞けば、寮の他ほかの悠久騎士フレースヴエルグの皆さんは、既に隼人さんと奏魂の盟ソウルリンクを結ばれているそうじゃないですか」

「そ、それは、はい……」

　琴美が申し訳なさそうに頷うなずいた。

「琴美、騎士の家系である柏木家が、他の皆さんに遅れを取るなんてちょっとした恥ですよ。それに、これはチャンスですよ？　男なのに理パーマネントを扱えるなんて特殊な資質を持った人間、柏木家に相応ふさわしい婿候補だとは思いませんか？」

（え？　そ、それって──）

　琴美の顔がますます真っ赤になる。

「今日、隼人さんと話し、人となりを確認して、私は確信しました。是非、柏木家の為にも、琴こと美みと隼はや人とさんには別の契約も結んでいただかねば」

「お母さま！」

「わざわざ呼んだ甲か斐いがあったってものです。ご足労頂き、ありがとうございますね。隼人さん」

「そっちを確認したかったんですか!?」

　琴美だけでなく、思わず隼人まで突っ込んでしまう。

　すると、隣にいた花か音のんがニヤニヤと笑いながら呟つぶやく。

「ここのお母さんは相変わらずだな～」

　隼人は思わず花音に聞く。

「……えっと、響ひびきさんっていつもあんななんですか？」

「うん。昔から明るくて面白い人だよ。それに優しい。昔、この家に遊びに来てた時、よく手作りのお菓子なんかを振る舞ってくれてね。良い母親だよ」

「からかわれてる身としては、素直に賛同しにくいですが……」

「でも、面白い人だってのはわかるだろう？」

「まぁ……それはそうですね」

　善い人だってことは、隼人にもなんとなくわかる。琴美との様子を見ていても、随分と仲の良い親子のようだ。

　と、突然響が立ち上がって、隼人の前までやって来た。

「……隼人さん」

「え？　は、はい」

「これ、触ってみてくれますか？」

　──ぷにょん。

　隼人の手を取った響は、ゆっくりと自分の胸に近付けて──着物の上から触らせた。

「なっ……!?」

　いきなりの出来事と、着物の布越しに伝わる柔らかい弾力に、隼人は思わず言葉を失ってしまう。

　──ぷにょん。ぷにょぷにょん。

（え……え……？）

　隼人は状況が呑のみ込めずに、ただ呆ぼう然ぜんと響にされるがままになっている。

　──どうして俺は、響さんの胸を？

「お、お母さま！　何をやってるんですか！」

　琴美も狼狽うろたえ、思わず立ち上がる。

「何って、琴美がわかってないようだから教えてあげてるんです。いいですか？　気持ちなんて後からついてきます。まずは胸でも何でも触らせて、互いの距離を近付けなさい。あなたの二つの大きな胸は、何のためについてるんですか」

「え、いや、べ、別に隼はや人と君に触らせる為ためについてるわけじゃ……」

「でも、今のあなたは強くなりたいわけでしょう？　それとも、琴こと美み的に隼人さんは男として魅力的ではないのですか？」

「い、いや、決してそんなことは──むしろ、魅力的だけど……」

「琴美、だったら遠慮しちゃ駄目よ？　早くしないと、ライバルに持って行かれちゃうかもしれない。ね？　柏かしわ木ぎ家の為にも頑張って？」

「う、ううう～。あう～」

　顔を再び真っ赤にしたまま、恥ずかしさで声にならない声をあげる琴美。

　花か音のんが感心するように頷うなずく。

「相変わらず、教育熱心なママだなぁ」

「これ教育なんですか!?　ちょっとズレてません？」

「隼人さん」

　響ひびきが真まっ直すぐに、再び隼人を見て言う。

「孫の顔を楽しみにしています」





　　　◆






　翌日の放課後、隼人は琴美に連れられて繁華街に来ていた。スーパーで買い物をして帰るので、手伝って欲しいと琴美に言われたのだ。

　隼人は、両手に大量のレジ袋を抱えると、琴美に連れ添って寮を目指した。

　琴美もまた、隼人と同じように両手に沢山のレジ袋を抱えている。

「ごめんなさい、買い物に付き合わせちゃって」

　琴美が隼人に頭を下げる。

「とんでもないです。うちの食事はいつも先輩が用意してくれてますし、それに比べたらお安いご用ですよ」

「今日は生徒会が無かったので、週末の分の買い物も済ませておこうかと思ったから」

　琴美がにっこりと嬉うれしそうに笑みを浮かべる。

　週末、隼人達は例の試練の洞どう窟くつへと出向く予定だった。

　試練の洞窟は、学園から電車で揺られること二時間、下車駅から徒歩で頑張ること二時間ほどの山の中にあるらしく、日帰りで行くには厳しすぎる距離だ。

　ちなみに山は、柏木家の私有地らしい。

　往復するだけでも半日が潰つぶれるし、肝心の試練の洞窟の特訓で、どのくらいの時間を使うのかもわからない。山奥に着いたころには体力も消耗しているだろう。

　悩んだ末に、隼はや人と達は直近の連休を使って泊まりがけで行くことにした。試練の洞どう窟くつの近くにはキャンプが出来るスペースがあるらしいので、そこを使おうという話になったのだ。

　切っ掛けは、玲れい奈なの一言だった。

『だったら泊まりがけで行きましょうよ。そ、その、私、友達とキャンプやるのに、凄すごく憧あこがれてたし……』

　最初、隼人は遊びに行くわけでもないのにと呆あきれたが、他ほかの皆は案外乗り気だった。

　特に詩し愛あは、寮のみんなで山に行くということに随分と心惹ひかれた様子で、誰だれよりも真っ先に玲奈に同調していた。普段はあまり自分を主張しないあの詩愛がである。

　思えば玲奈と詩愛はこれまで友達を作らなかったから、友達と遊びに行くということに憧れていたのかも知れない。

（まぁでも、みんなで一緒に遊びに出る機会も無かったし、親しん睦ぼくを深める意味でも丁度良いのかもな）

　──いやまぁ、遊びに行くわけじゃないんだけども。

「そういえば、先日は申し訳ありませんでした」

　隼人がキャンプをすることが決まった経緯を思い出していると、琴こと美みが突然謝ってきた。

「……先日？　何の話ですか？」

　琴美の言っている話が何を指しているのか理解出来ず、思わず隼人は聞き返す。

「うちに来てくれた時の話です。お母さまが失礼をしたというか。な、なんだかごめんなさい。私のことで、変なからかいを……」

「あ、ああ。別に気にしてないから大丈夫ですよ」

　隼人は別に、何かしら被害を被ったわけではない。

　ただ、少しこそばゆく──恥ずかしかっただけだ。

「その、確かに早く力をってのはわかるんですけど、無理なものは無理ですし。頑張ってどうにかなるものでもないじゃないですか」

「……で、でも、この間、あかりちゃんは結構頑張ってたわけじゃない？　隼人君と一緒にお風ふ呂ろに入ってたりしてたみたいだし……」

「って、そのことどうして知ってるんですか？」

「飛鳥あすかちゃんから聞いたの。この寮は油断出来ないって言ってたわ」

「あはは……」

　最近の飛鳥はヤキモチが凄く、怒りっぽい。

　隼人は、飛鳥が「ぐぬぬ」と歯を噛かみしめている様子を思い浮かべた。

「私はそれが出来ていません。本当は誰よりも、そうする必要と義務があるはずなのに。騎士の家系として、その務めを果たすべきなのに」

　ふと、琴こと美みの表情が憂いを帯びたものになる。

「まだ、私の中に迷いみたいなものがあるのかもしれません」

「……迷い？」

　琴美はゆっくりと頷うなずいた。

「お母さまの言っていたことは本当。多分、騎士として生きていく覚悟みたいなものが足りてないんだと思います。だから、肝心なところで迷いが出てしまう。どこか隼はや人と君との契約を──怖がってる」

　隼人は、琴美の言っていることの意味が分からなかった。少なくとも隼人から見れば、琴美は立派に悠久騎士フレースヴエルグとしての務めを果たしているように見える。

　だが、本人はそうは思っていないらしい。

「……俺には、先輩は立派に思えますけどね」

　隼人は、琴美に対する素直な感想を伝える。

　悠久騎士フレースヴエルグとしてだけでなく、琴美は立派だ。

　勉強運動ともに優秀で、その上生徒会長までこなしており、料理も上う手まく、家事能力も学生とは思えないほどに高い。

　琴美を立派と言わずして、どんな学生を立派というのか。

「それに、先輩が何をどう迷っているのかわかりませんが、迷うのは人としても、学生としても、当然なことだと思います。普通に生きていれば当たり前にあることというか……だから、別に迷ったからって悪いわけでもないんじゃないかと」

　隼人がそう答えると、琴美の顔がきょとんとなる。

「やっぱり、隼人君は立派です」

「え？」

「だから、私も迷ってしまうのかもしれません」

　そして、琴美はそう言いながら、嬉うれしそうに笑った。

「え？　な、何ですかそれ」

「内緒です。強いて言うなら、私が困ってるのは隼人君のせいでもあるかもしれない、ということくらいです。あー、そっか。隼人君のせいかも」

　琴美はうんうんと頷きながら隼人を責めた。

（俺のせいって……どうして……？）

　隼人は、琴美に何な故ぜ自分のせいにされるのかわからず困惑する。

「ねぇ、隼人君。手を、貸して貰もらえますか？」

　と、琴美は持っていたレジ袋を地面に置くと、隼人にもレジ袋を置くように促す。

　そして隼人の右手を取り、周囲を見回して人がいないことを確認すると、昨日琴美の母である響ひびきがそうしたように、手を自分の胸へと持って行き──

　──ぷにょん。

　隼はや人との掌てのひらで巨大な琴こと美みのおっぱいの感触が揺れる。

「な、なにするんですか先輩!?」

　隼人は琴美の手を振り払い、慌てて引っ込めた。

　すると琴美は、何な故ぜか顔を真っ赤にする。

「……や、やっぱり無理だ、うん」

「な、何の話ですか!?」

「き、気にしないでください。私が迷ってるってだけの話です」

「気になりますよ、そんなことされたら！」

　可愛かわいい女の子に胸を押しつけられて、気にならない男はいないだろう。

　だが、琴美は地面に置いたレジ袋を拾うと、再び歩き出して隼人に早口で言う。

「ほ、ほら、帰りましょう。隼人君」

（なんなんだ一体……）

　隼人も地面に置いていたレジ袋を拾うと、琴美の行動を不思議に思いながら、寮への帰路に就いた。












■第二章　キャンプ







　隼はや人と、玲れい奈な、詩し愛あ、琴こと美み、あかり、飛鳥あすか──越因騎士団イクシードの六人は、額から滲にじみ出る汗を首にかけたタオルで何度も拭ぬぐいながら、目的地である洞どう窟くつ近くの広がりを目指していた。

　皆、服装は制服だ。理術具アーテイフアクトである鎧よろいの召還などは〈赤気結界オーロラフイールド〉を通じて可能になったものの、万が一の時のためにエーテル耐性のある理術具アーテイフアクトを着ていくことにしたのである。背中には、キャンプ用の荷物をつめたリュックを背負っていた。

　ぜいぜいと息をあげる詩愛に向かって、隼人が心配そうに訊たずねる。

「大丈夫か？　辛つらそうだけど。休憩する？」

「う、ううん……大丈夫。ごめん、心配させて」

「いや、仕方ないよ。俺もちょっとバテてきてるし……」

　試練の洞窟のある山奥までは駅から徒歩で二時間ほどかかり、そのうち一時間半は傾斜のある山道だ。山道は日陰が多く、高度が上がるにつれて徐々に涼しくなってきているとはいえ、猛暑の中の登山は過酷である。しかも時刻は昼過ぎと、一番暑い時間帯である。

　おまけに洞窟までの道は整備されておらず荒れ放題で、隼人達の体力を激しく奪った。「……今、どのくらいまで来てるんだろう……」

　飛鳥が弱った声で呟つぶやくと、琴美が涼しい顔で答えた。

「目的地まで、あと四分の一くらいだと思います。もう一息ってところですね」

　あかりも平然とした表情で続く。

「頑張ろう」

　そんな余裕のある琴美とあかりの様子を見て、玲奈が呆あきれた。

「二人は本当に元気いいわよね。全然疲れた素振りも見せないし……」

「あら、そういう玲奈ちゃんだって平気そうじゃない？」

「私も結構へとへとですよ。まぁでも、普段鍛えてますし、先輩より先にバテてたら格好悪いじゃないですか」

「うふふ。でも、それは私も一緒ね。玲奈ちゃんより先にヘバってたら先輩として格好悪いでしょう？」

（こんな話を横でされると、男の俺は弱音を言えなくなってしまうな……）

　タフな玲奈と琴美の会話を聞きながら、隼人が思わず苦笑いしていると、隣を歩いていたあかりが心配してきた。

「……隼人、無理はしなくてもいい」

「あ、ううん。大丈夫だよあかりちゃん。まだ余裕はあるから」

「……本当？」

「ほんとほんと」

　隼はや人とはそう言って、あかりに笑いかける。

　すると、あかりが突然、隼人の制服の裾すそを掴つかんだ。

「隼人、ジっとしてて」

「うん？」

　あかりが自分の首にかけていたタオルで、隼人の額を拭ふいた。

「汗、出てたから」

「あ、ありがとう。でも、自分でやるから大丈夫だったのに」

　隼人が恥ずかしそうにすると、あかりも頬ほおを赤らめて返す。

「……隼人のタオルもう汗でびしょびしょに見えたから。私のはまだそんなに濡ぬれてない」

　確かに、隼人は人一倍汗かきなため、軽い雨にでも打たれたようにタオルが濡れてしまっていた。

「いやでも、俺の汗なんて拭いたら汚いよ」

「大丈夫。隼人の汗は別に汚くない。……あ」

　と、そこであかりが何かに気付いたようにハっとなる。

「……ごめんなさい、私の汗が汚いかも」

「いやいや、それはないよ！　あかりちゃんの汗が汚いなんて、そんなことはないから！」

　申し訳なさそうなあかりに隼人は慌てて言った。

　あかりのタオルが汚いなんて思うはずもない。ただ、一緒のタオルを使ったことを、ほんの少し気恥ずかしく思っていただけだ。

「そう？」

「う、うん！」

　あかりがホっと安あん堵どの息を漏らした。

　そんな二人の様子を見て、勝手に憤慨していたのは飛鳥あすかと玲れい奈なだ。

「にーさん、汗を拭きたいんだったらあたしのタオルがあるのに」「ふ、ふん！　何よ隼人の奴やつ、使うなら私のタオルを……」

　詩し愛あと琴こと美みが、ジト目で隼人を睨にらむ飛鳥と玲奈を見て苦笑いする。

「……どんどん大変になってる気がする」

「あの二人はヤキモチ妬やきですよね。それに引き替え、詩愛ちゃんは落ち着いてます」

「ひ、引き替えって、私は別に何も」

「もしかして、まだ素直じゃないだけかも？」

「そ、そういうのじゃないです！」

「うふふ」




　それから歩くこと三十分。隼はや人と達は目的地に到着した。

「ようやく到着ですよ、皆さん」

　琴こと美みの言葉とともに、飛鳥あすかと詩し愛あがその場にくずおれる。

「はぁ、疲れた」

「もうくたくた……」

　そこは、斜面の中継ぎのようになっている木々に囲まれた平地だった。

　結構な広さがあり、テントが六つくらいは張れそうである。

　以前も人が利用したことがあるようで、石で出来た手作りのかまども設置されていた。

　少し距離を置いた坂の下には小さな川も流れていて、水を使用するのにも便利なようだ。

　玲れい奈なが、くずおれた飛鳥と詩愛の二人に向かって言う。

「二人とも大おお袈げ裟さねぇ。普段から鍛えていれば、このくらい何ともないわよ」

「あたしは先輩と違って女の子っぽいんです。がさつじゃないから山道も辛つらいんですよ」

「……なにか言ったかしら、小娘」

　売り言葉に買い言葉で、玲奈が飛鳥に思い切り怒った。

「別に何も言ってませんよ？　ただ、風かざ見み先輩ってもしかして、余計なところに筋肉付けすぎたせいで大切な部分に肉が足りてないんじゃないかなぁって思っただけです」

「な……な……!?」

　玲奈がふるふると震える。

「ああもう、二人とも目的地に着くなり何をやってるんだ。飛鳥は玲奈をからかわない。玲奈もいちいち挑発に乗るな」

「べ、別に私はからかわれてなんてないわよ！」

「そうですにーさん。あたしはからかってるんじゃなくて、本当のことを言ってあげてるだけです」

「ああもう、めんどくさいなお前等……」

　隼人が困ったようにぼやく。

「……熊くまが出そう」

　あかりが周囲を見回しながら、ボソリと呟つぶやいた。

　広がりの周囲に広がる森林は深く、奥まで行けば確かに何かが出そうな雰囲気である。

「熊は流石さすがに出ないと思いますけど、猪いのししは出ると聞いてます。食用の茸きのこも採れるらしいので、夕食には困らないと思いますが……」

　琴美がびしいっと鞭むちを振るう仕草をして見せた。

「先輩は猪を狩る気なんですか？」

「食べ物はあまり持って来てませんから、採れなかった場合は缶詰とご飯だけの食事になっちゃいますね。頑張って狩りましょう」

　どうやら本気らしい。

（夕食は可能なら現地でとるって言ってたけど、店があるわけじゃなくて狩る気だったのか……）

「とりあえず、休憩してからキャンプの準備を始めましょうか。予あらかじめ決めていた通り、今日は早めに寝て、明日の早朝から試練の洞どう窟くつに入るという流れで」

　試練の洞窟での試練は、基本的には一日あれば終わる程度のものであるらしいのだが、長くなる場合は丸一日はみておいた方が良いとのことらしい。

　よって隼はや人と達は、前日のうちにキャンプ場で準備を済ませておき、二日目の早朝に洞窟に向かうことにしたのである。

「キャンプの準備って、誰だれが何をするんですか？」

　詩し愛あが琴こと美みに尋ねる。

「えーっと、一応分担としては、テントを張ったり竈かまの準備をしたりして料理の下ごしらえをする係と、山で茸きのこを採る係。あとは釣りをする係ですかね。それぞれ二人ずつにしようと思っているんですが……」

　琴美はそう言いながら、リュックからティッシュの空き箱を取り出した。

「誰がどれをやるかで揉もめそうな気がしたので、くじを持ってきました。ですので、皆さんでこれを引いて決めてください」

　琴美の言葉に、詩愛が困惑した顔で返す。

「でも、私、どれもやり方が……」

「大丈夫。私がどれになってもいいように、きちんとマニュアルを作ってきてますから。じゃじゃーん！」

　琴美がリュックから旅行の栞しおりのようなものを取り出した。

『テント設営＆料理下準備マニュアル』と書かれた栞と、『魚釣りマニュアル』、それに『山菜採取マニュアル』と書かれた三冊の小冊子だ。

「じゅ、準備がいいですね」

　詩愛がおののく。

「だって、みんなでキャンプに行こうって話になってたわけでしょう？　そりゃあ楽しみに準備しますよ。というわけで、誰がどこになっても大丈夫ですから」

（流石さすが生徒会長……）

　琴美の仕切りの上う手まさに、隼人は感心する。

「はい、じゃあまずは隼人君から」

　琴美がティッシュ箱を差し出してきたので、隼人は手を突っ込んで折り畳んだ状態で放り込まれていたノートの切れ端を一枚引いた。そしてくじを開くと、そこには──

「──設営ですね。どうやら俺は居残り組みたいです」

「はい。じゃあ隼はや人と君は設営と。じゃあ次、玲れい奈なちゃん」

　琴こと美みが玲奈にティッシュ箱を差し出す。

　すると、玲奈が突然慌て出した。

「え、わ、私ですか？」

「ええ。どうしたの？」

「い、いえ、大丈夫です」

　玲奈はぎこちなく頷うなずくと、ティッシュ箱に手を突っ込み、なにやらぼそぼそと呟つぶやき出す。

「ええっと……設営設営……いやいやそうじゃなくて、設営以外で……い、いや、じゃなくて、設営……」

「あ、ちょ、ちょっと、ペッタン先輩が最初に引くのってズルくないですか？　ここで設営引かれたら、にーさんと一緒にいる権利がペッタン先輩に……」

「誰だれがペッタン先輩よ！　だいたい、最初に引いたからって当たるとは限らないでしょ！」

　玲奈が、ティッシュ箱に手を突っ込んだまま憤慨する。

　あかりが淡々と、無表情のまま続く。

「……残り物には福がある」

「そ、そっか。そういう考え方もあるか」

　飛鳥あすかが納得したように大きく頷いた。そして、目を瞑つぶって祈り始める。

「風かざ見み先輩が設営を引きませんように風見先輩が設営を引きませんように……」

「ア、アンタねぇ！　なに酷ひどいこと祈ってるのよ！」

「だって、先輩がにーさんと設営なんてやったら、何を設けて営むのかわかったもんじゃないじゃないですか！」

「何の話をしてんのよ!?」

　玲奈が顔を赤くして叫んだ。

「ところで詩し愛あちゃんは、さっきから何を必死に祈ってるの？」

「え？　い、いえ、なんでもないですけど……」

「……設営以外」

（もう面倒だから設営は俺一人でもいいんじゃないかな）

　きゃーきゃーとくじを巡ってあれこれ言い合う女子の面々を見ながら、隼人は一人困ったように溜ため息いきを吐ついた。





　　　◆






　テントのシートを広げながら、申し訳なさそうに琴美が言う。

「なんだか悪い気がしますね。私が隼はや人と君と一緒に作業する権利を取っちゃって……」

「先輩が申し訳なく思う必要はないですよ。そもそも、俺と一緒にやることをありがたがるのも意味がわかりませんし」

「え？　隼人君それ本気で言ってるの？」

　唖あ然ぜんとした様子の琴こと美みに、隼人が不思議そうに返す。

「ん？　何がです？」

「……い、いえ、いいです。隼人君はそういう人でした」

　正直なところ、隼人は玲れい奈なや詩し愛あ、それに飛鳥あすかにあかりが隼人のことをどういう目で見ているか、薄々察してはいた。

　そもそも隼人は、先日あかりに対して「好きになってくれ」と告げてしまってもいる。

（でも、もしも俺の勘違いというわけではなく本当にみんなが俺のことを恋愛的な意味で好きだったとして、それでどうするんだって感じだよな……）

　仮に相手が一人だけだったとしても、王オーデインとしての活動に精一杯な隼人に、恋愛のことを考える余裕なんて無いし、恋愛という行為が指輪の力の障害になるようにしか思えない。

　恋をするというのは誰だれかを選ぶことでそれ以外を選ばないということだ。

　指輪の力を引き出す為ため、多くの騎士と仲を深める必要がある隼人にとって、誰か一人を選んで他ほかの人間との繋つながりを薄くするなんて、あり得ないことである。

（……難しいよな）

　隼人は大きく溜ため息いきを吐ついた。

　騎士団結成以降、隼人を大きく悩ませている問題の一つ。

　──自分に向けられている（ような気がする）好意をどうするか。

　見ない振りをするにも限度がある。そもそも倫理的にも問題な気がした。

（まぁ、今考えても一緒か）

　なるようになるだろう。そのうち答えも見えるのかも知れない。

　隼人は強引に問題を楽観視すると、琴美に訊たずねる。

「まずは、この蚊か帳やみたいなやつを張ればいいんですか？」

「はい。インナーテントと呼ばれるものです。隼人君はそちら側を掴つかんでください、一緒に引っ張りましょう」

　琴美に言われて、隼人はインナーテントの生地を掴んだ。

　隼人は琴美に指示を受けていく。琴美が一緒にいるので栞しおりを確認するまでもなく、作業はスムーズに進んだ。

　ふと隼人は、琴美の手際が随分と良いことに気づいて質問する。

「先輩って、キャンプ経験が豊富だったりします？」

「どうして？」

「いえ、テントの組立てが随分と手慣れてるなぁって。まぁ、わざわざ作業工程の栞しおりを作れてる時点でそうなんですが」

　すると、琴こと美みが茶目っ気のある笑みを浮かべる。

「実はその栞って、華はな月つき先輩から色々と教えてもらって作ったものだったりするんです。私のキャンプ経験なんて、子供の頃ころに一度くらいのものですし」

「花か音のん先輩が？」

「ええ。先輩、あちこち野宿して回ることが多かったみたいで。だから、野営の知識は十分にあるみたいですね」

「野宿ですか……」

（どんな生活だったんだろう……）

　花音はこれまで、全国各地をバイクで走り回りながら、魔術師ウイザードを見つけては狩るという生活をしていたと隼はや人と達に説明していた。

　お金は魔術師ウイザードを狩った際に手に入る理の欠片ミスリルを理術鍛冶ラタトスクに売りさばいたり、その都度地方の店でアルバイトをしていたそうである。

　収入がどのくらいだったのか隼人は聞いていないが、定住することなく毎日フラフラと旅を続けるのは旅費がかさむだろう。野宿だって多かったのかもしれない。

「野営の技術以外にも色々教えてもらいましたよ？　人のいない家の見分け方とか、鍵かぎの開け方とか」

「魔術師ウイザードの前にまずは花音先輩を逮捕すべきでは？」

「魔術師ウイザードを狩るのに必要だっただけだと思います。……多分」

　一応は正義の味方のはずの悠久騎士フレースヴエルグが泥棒なんてはたらいていたら笑い事ではすまない。

「でも、それにしても先輩、知識を教えてもらっただけにしては手慣れてません？」

「私がテントの設営に手慣れているのは、事前に何度か寮で練習していたからってだけです。実はこっそりやってました」

　悪戯いたずらっぽく笑う琴美。実に琴美らしい優等生っぷりだ。

「一応私はみんなの先輩ですし。まぁ、仕切りたがりなのは、生徒会長をやってるせいもあるかもしれませんね」

「そういえば、どうして先輩は生徒会長になったんですか？」

　隼人の質問に、琴美は困ったような笑みで返す。

「実は、柏かしわ木ぎ家の娘はあの学校の生徒会長になることに決まってるんです。そちらの方が悠久騎士フレースヴエルグの活動を進める上で、色々と都合がいいでしょう？　昔からずっと続いてきた伝統みたいなものです」

「伝統……家でそんなことが決まってるんですか」

「決まり事が多いんですよ、柏木の家は。やっちゃ駄目なこと。やらなきゃいけないこと。何より騎士として、上を目指すこと。柏かしわ木ぎ家には沢山の決まり事があり、家の人間はそれに従って生きていくことになります」

「ええっと……窮屈じゃないんですか？」

　琴こと美みが笑顔で答える。

「好きとか嫌いとか、考えるだけ無粋とは思いませんか？　私が家のことを好きでも嫌いでも、私が柏木家に生まれた騎士だという事実は変わりません。だから、私はそのことを受け入れ、与えられた責務をこなすだけです。……それこそ、姉さんの分まで」

「……そうですか」

　隼はや人とは頷うなずいた。

（無粋な質問だったかな）

　琴美が納得している以上、部外者──とまでは言わないが、家族ではない隼人があれこれ言って良い問題であるようにも思えない。

「ええっと、すみません。家のことをずけずけと聞いちゃって」

　隼人が謝ると、琴美が「とんでもない」という風に首を横に振った。

「いいえ、気にかけてくれて嬉うれしいです」

　そうこうしながら、やがて二人はテントの設営を終えた。

「これでよし、と」

　隼人は完成したポール型のテントを確認する。

　白い蚊帳のようなインナーテントの外側に、ブルーのカバー。野外に作られた三角形の仮住まいは、季節柄虫が多いことにさえ気をつければ過ごしやすそうに見えた。

　──隼人達の人数が六人で、どう見てもテントの中で寝られそうなのがその半分程度にしか見えないことを除けば。

　隼人が遠慮がちに聞いてみる。

「作ってる時からちょっと気になってたんですが、先輩、これ狭くないですか？」

「三人用らしいですから、六人で使うには狭いと思います」

「え……？」

　テントはどうも隼人達の半数が定員らしい。

「華はな月つき先輩がこれしか持っていなかったんです。先輩はいつも余裕のある大きなテントって説明してたんですが……」

「そりゃあ、三人用を一人で使ってたんなら随分と余裕があるでしょう」

　一人と六人とでは、必要な面積がまるで違う。

「で、でも、みんなくっついて眠ればこの面積でもいけるかと」

　琴美が頬ほおを赤らめた。

「ええっと、男と女が一緒のテントってだけで問題なのに流石さすがにそれは……。というか、言ってくれれば俺が買いに行きましたよ？」

　みんなというのは、隼はや人とと他ほかの騎士──つまり女性陣だ。

　流石に一緒に眠るのには抵抗がある。

　琴こと美みは頬ほおを赤くしたまま続ける。

「お願いしようとも思ったんですが、それを知った理事長が『わざわざ買うのは勿もつ体たいないから我慢して使え』と」

「いや、それ絶対面白がってるだけでしょ！」

　狭いテントで隼人が他の皆に囲まれて寝るのを想像して、面白がっているに違いない。

「そ、それに、隼人君の場合女の子に囲まれて眠るのは慣れっこじゃないですか。今更恥ずかしがる理由がわかりません」

「いや、それはその通りですけど……」

　もう既に、キスだって複数人としてきた。

　今更この程度の状況に動揺しても仕方がないが、慣れている時点で大問題な気もする。

「……まぁ、そうですね。わかりました」

　隼人は溜ため息いきを吐つきながら納得した。

「あはは、ごめんなさい隼人君。隼人君の意見も聞いておくと良かったかもしれませんね」

「いえいえ、どうせ俺に拒否権は無いでしょうし。で、次の準備は何をしましょうか？」

「ええっと、かまどで火を起こすための枯れ木をですね──」





　　　◆






　山奥で食べられそうなものを採取する役割を引いたのは玲れい奈なと飛鳥あすかだ。

「はぁ、なんでアンタと二人きりなの……」

「それはこちらの台詞せりふです。なんでよりによって風かざ見み先輩なんですか」

　水と油のような関係の二人は、互いに何度も顔を見合わせては、ゲンナリと大きな溜息を漏らしながら、山菜や茸きのこの類たぐいを集めていた。

「こっそり毒茸でも採とって先輩の食事に入れちゃおうかな」

「本人がいる前でそんなこと言うか……」

「本当は今ごろにーさんと二人でラブラブ。あたしは……そ、その、にーさんの茸を採ってたかもしれないのに……」

「アンタさ、前から思ってたけど発言が汚いわよ」

　玲奈が、げんなりとした口調で飛鳥に告げる。

「風見先輩は不安じゃないんですか？　にーさんが柏かしわ木ぎ先輩と二人きりでテントを設営してるって状況。もしかしたら、ほ、他ほかの、にーさんについてる、テ、テントを設営している可能性だってあるのに……！」

「だからアンタ何かの病気じゃない!?　一度病院に行った方が良いわよ!?　隼はや人とについてるテントって何よ！」

「状況に応じて傘の立つ──」

「説明しなくていいから！」

　玲れい奈なは再び大きな溜ため息いきを吐ついた。

　飛鳥あすかほど露骨に態度に出したりすることはないが、玲奈だって隼人と一緒になれなかったのが不満だし、他の女の子と二人きりでいられるのが嫌なのだ。

　だが、だからといって隼人が自分以外の誰だれかと一緒にいることにいちいち憤慨していたってキリがない。

　王オーデインの力は、悠久騎士フレースヴエルグとの繋つながりを強くすることで強力になる。

　繋がりとは親密度。そして騎士は、玲奈を含む女の子達。

　つまり、隼人が王オーデインであり、その力を引き出そうとしている以上、必然的に他の女の子とも仲良くなっていく必要がある。

　玲奈にとって、最初は『自分と隼人が仲良くなること』が嫌で嫌で仕方がなかった。

　そもそも玲奈は隼人のことを一方的に嫌っていたし、隼人が指輪に選ばれたからというだけの理由で必要以上に仲良くすることは、無理だと考えていた。

　──はぁ、何でこいつが王オーデインなのよ。

　そんな風にさえ思ってもいた。

　でも、いつの間にか玲奈は、『他の騎士と隼人が仲良くすること』を嫌に思うようになっていた。

　契約の為ために仲良くなり、奏魂の盟ソウルリンクを結ぶため、隼人は他の女の子とキスをする。

　その事実を考えただけで、玲奈の胸の奥がちくちくと棘とげで締め付けられるような痛みを覚えてしまうのだ。

　間違って茨いばらでも呑のみ込んでしまったかのような、そんな感覚。

　胸の奥で、ちくちくと、ちくちくと──

「どうしました？　先輩。急に黙り込んじゃって」

　考え込んでいると、飛鳥が珍しく心配そうな顔で玲奈を見た。

　きっと、難しい顔をしてしまっていたのだろう。

「え、えっと大丈夫よ。何ともない」

「ならいいですけど。さっさと沢山収穫して素早く戻って柏木先輩との二人きりを阻止しようと思ってますから、先輩も足を引っ張らないように頑張ってください」

「わ、わかってるわよ！」

　玲れい奈なは、悪態をついた飛鳥あすかを見ながら思う。

　一応隼はや人とに気持ちは隠してはいるものの、飛鳥は自分の気持ちに素直だ。

　隼人のことが好きで好きで仕方が無いから、他ほかの女子が手を出そうとするのを必死に止めるし、大おお袈げ裟さに嫌がる。

　まだ隼人には気持ちを伝えてないのかもしれないが、自分の気持ちには素直なのである。

　──それに引き替え、自分は。

　隼人を前にしても素直になれず、自分の気持ちもいまだに上う手まく整理が付かない。

　──本当のところはわかっていた。私はどうしようもなく隼人が好きだ。

　でも、それを完全に認めてしまうのが怖い。

　何な故ぜなら隼人の周囲には女の子が沢山いる。それも自分なんかと違って可愛かわいく、胸だって大きく魅力的な女の子が沢山だ。

　それこそ目の前の飛鳥は、玲奈の何倍ものサイズの胸を持っている。

「本当にどうかしました？　眉み間けんに皺しわが寄ってますよ」

「あ！　え、えっと何でもないから」

　──それに。

　それに、もし自分が他の女の子達に勝てるとしても、その時は一緒の寮に住んでいる別の子達の気持ちを傷付けてしまうことになるかもしれない。

　詩し愛あやあかりの態度を見るに、あの二人も隼人のことを、王オーデインや騎士としての関係ではなく、それ以上の段階で好きになってしまっているだろう。

（私は、どうしたいんだろう。それと……）

　──隼人は、どうしたいんだろう。

　玲奈は、時折くしゃくしゃと髪をかきむしりながら、悶もん々もんと悩み続けた。





　　　◆






　釣り担当のあかりと詩愛は、テントを張っていたキャンプ場から下りた先にある河原で釣りをしていた。

　程よい岩場に腰かけた二人は、水流に向かって寮から持って来た釣つり竿ざおの糸を垂らした。この日のために、琴こと美みが準備しておいた釣り具である。

「本当にここで釣れるのかな」

　そう詩愛が不安そうに呟つぶやくと、隣に座るあかりが答える。

「……一応、柏かしわ木ぎ家の昔の人達は、ここで魚を釣ったことがあるみたい」

　もう釣りをはじめて三十分ほどだろうか。

　釣った魚を入れる為ためにと持ってきたバケツは空のまま。まだ一度もヒットはなく、二人はジっと魚がかかるのを待っていた。

　その間、二人の間にはほとんど会話が無い。

　元々、あかりも詩し愛あも口数があまり多くないタイプだし、なにより二人はいまだに互いの距離を掴つかみかねている。

　先日の模擬戦では、あかりは詩愛のことを苦手だとも言っていた。

　詩愛は、あの時のことを思い出す。

（一度私と戦えば、気持ちの整理は付けるとは言ってたけど──）

　そうは言っても、簡単に変われないのが人間というものだろう。

　あれ以降も、詩愛とあかりのどことなくぎこちない関係は続いている。

（復ふく讐しゆう、か）

　先日の過去の一件でみんなが知ることになったあかりの抱える事情。あかりは他ほかの世界の人間であり、復讐の為にこの世界にやって来たのだという、にわかには信じがたい話。

　スケールがてんで違ったが、詩愛だって何かに復讐したいという恨みの気持ちは持ったことがあるし、だからあかりの気持ちは理解出来た。元はといえば、この世界や周囲に対して、似たような気持ちを持っていたのだから。

　──空に浮かぶ、自分にとっての毒を消したいと思って。

　考えて見れば、あかりだって似たようなものかもしれない。彼女の場合は、過去に因縁として背負ってしまった恨みこそが毒だ。あかりは復讐を果たすことで、背負ってしまった毒を消し去ろうとしているのだ。

「……私の顔に何かついてる？」

　詩愛は無意識のうちに、あかりを見詰めながら考え込んでしまっていたようだった。

「え？　あ、ううん、なんでもないわ」

「……そう」

　あかりが再び自分の釣つり竿ざおの方を向く。

　詩愛も再び釣り糸の先の揺れる水面へと視線を移す。

　そして、うっすらとこんなことを思う。

（なんだか嬉うれしいかも）

　最近詩愛は、周囲の人間と自分との共通項を見つけて嬉しくなることがあった。

　以前までの詩愛は、周囲の人間と自分はまるで違うと思っていたが、隼はや人とや玲れい奈な、寮の仲間やクラスメイトと打ち解ける度に、案外似ている部分もあることがわかってきた。

　そして詩愛はこう考えたのだ。自分だけが何もかも特別だなんて、思い上がりだったと。

　昔は、人と自分の違うところばかり探しては苦しんでいた。それが今じゃ、誰だれかと同じところを探して嬉しくなれる。

　きっとこれは、詩愛の心が少しだけでも変わったということなのだろう。

　そしてそれを確認する度に、また一つなりたい私に近付いた気がして、嬉うれしくなる。

　そうして詩し愛あがぐるぐると思考を巡らせていると、

「……聞いてみたいことがある」

　あかりが突然尋ねてきた。

「うん？」

「詩愛って、隼はや人とのことが好き？」

「え……!?」

　不意打ちのようなあかりの質問に、詩愛は戸惑う。

「ど、どうして？」

「気になっただけ」

　動じることなく平然と続けるあかりとは対照的に詩愛はあからさまに動揺する。

「え、えっと……」

　好きか──というのは、ライクではなくラブの意味だろう。

「ど、どうしてそんなことを？」

「……どうもしない。ただ、確認しておきたかっただけ」

「え、えっと……」

　詩愛はあかりの質問に戸惑い、どう返そうか悩んだ。でも、それは自分の気持ちが分からないからじゃない。

　自分の気持ちはもうわかっていた。

　詩愛はおそらく──いや、間違いなく隼人のことが好きである。

　自分を変える切っ掛けをくれた大切な人であり初恋の人。

　それが詩愛にとっての隼人だ。

　だが、同時に詩愛は、自分の気持ちをどうすべきか悩んでいた。

　隼人は玲れい奈なをはじめ、隼人を慕う可愛かわいらしい女の子に囲まれている。自分なんかがそこに割って入っても勝ち目はないだろうし、それにそういう恋のいざこざで玲奈とぎくしゃくするのも嫌だった。

　詩愛にとって玲奈は、絶対に失いたくない大切な友達だからである。

　詩愛が、どう答えたものか悩んでいると、

「私は好き」

　あかりが先に、呆あつ気けなく言った。

「そ、そっか」

「……（こくり）」

　詩愛は思わず驚いたが、あかりが隼人のことを好きというのは、以前からなんとなくわかっていた。

　あかりだけでない。玲れい奈なや飛鳥あすかだって隼はや人とのことが好きだろう。それは同じ寮で暮らしていて何となくわかる。

　そしてきっと、自分が玲奈や飛鳥、それにあかりの気持ちについて何となくわかるように、あかりだってまた詩し愛あの気持ちになんとはなしに気付いているのかも知れない。

「詩愛は、どう？」

「え、えっと……」

　詩愛の気持ちが隼人や玲奈の耳に入って、関係がぎこちなくなってしまうのは嫌だ。

　でも、自分や同じ寮の友達に嘘うそをつくのはもっと嫌だ。

　何より、自分の気持ちを告げた相手に、誤魔化して返答をするのは抵抗がある。

　だから詩愛は、

「……秘密にしてくれる？」

「……（こくり）」

「えっとね……私も、好きかもしれない」

　自分のことなのに自信なさげに、詩愛が答えた。

　曖あい昧まいだがきちんと意思は伝わる、詩愛の言葉。

　あかりは、詩愛の言葉に平然と頷うなずく。

「……そう」

　詩愛は、不思議と気分が軽くなった。

　もしかすると、ずっと自分の気持ちについて誰だれかに話したがっていたのかも知れない。

「……じゃあ一緒だ」

　あかりが、詩愛の方を向くことなく、ちょっとだけ嬉うれしそうな声で続けた。

「え？」

「……だって、隼人が好きだから」

　そこで詩愛は気付いた。

　自分との距離を縮めるために、あかりはこのような話題を振ったのだ。

　同じ部分を探して、相手のことを好きになるために。

　詩愛は一瞬ポカンとした後、すぐにあかりの言葉が可お笑かしくなり、くすくすと笑う。

「でも、普通は同じ人が好きなら、仲良くなれないんじゃないかな」

「喧けん嘩かするほど仲が良いっていう」

「えー、喧嘩する気なの？」

（……そっか、そういう考え方もあるんだ）

　詩愛はまた一人、友達が増えた気がした。







　陽ひが落ちた後の山中は、周囲に灯りが無いため何も見えないくらいに暗い。

　そんな中、薪たきぎを囲むようにして、隼はや人と達は食事を摂とっていた。

　弘こう法ぼう筆を選ばず。琴こと美みの料理もまた然しかり。

　琴美の料理の腕は、碌ろくに調理環境が無い筈はずの野外でも存分に発揮された。

　玲れい奈なと飛鳥あすかが採ってきた山菜はスープと焼き物に、詩し愛あとあかりが獲とってきた川魚は焼き物にして、持ってきた紙皿についで並べる。

　寮から持ってきた米を飯ごうで炊き、山の幸をおかずにして一緒に頂く。

「すっごく美お味いしい。先輩って本当に料理上手ですよね」

　あまりの美味しさに感動したのか、飛鳥は目を瞑つぶってぶるっと震えると、うっとりとした声色で嬉うれしそうに叫んだ。

「うふふ、そう言ってもらえて本当に嬉しいです。それなり以上には頑張りましたから」

　玲奈が茸きのこ汁をスプーンですすりながら嬉しそうにする。

「茸汁も美味しい。苦労して採った甲か斐いがあったってもんよね」

「魚もちゃんと釣れて良かった。……最初は全然釣れなくて焦ってたけど」

「……ご飯も美味しい」

　隼人も心底感心して言う。

「川魚まで捌さばけちゃうんですね。俺にはよくわかりませんが、大変じゃないですか？」

　隼人は、鮎あゆの塩焼きに箸はしを入れた。バリっと音を立てながらくずれる皮の中から、食べ応ごたえがありそうなほくほくの白身が現れる。口に入れると、ぷりぷりとした身から、確かで見事な白身魚の味がふわっと広がった。

　あまりの美味しさに、思わず涙が零こぼれそうにもなった。

「うふふ。料理も柏かしわ木ぎ家のスパルタ教育の賜たまものです」

　玲奈が納得したように頷うなずく。

「ああ、なるほど。もしかして先輩、昔自分が教えられたことがあるから、私に料理を教えるのがあんなに上手だったんですか？」

「あはは、バレちゃいましたか。そうです。昔、お母さまに教えられて料理を覚えたんですけど、それを参考にしていた感じですね」

「でも、騎士の家系なのに料理まで教えるって……」

　隼人が不思議に思って呟つぶやくと、琴美が弱々しく笑う。

「柏木家は騎士としての家系を残す必要がありますから。そのためには、良妻としての技術も学ぶことになるのですよ。家に相応ふさわしい男性を、婿として迎え入れる必要がありますから」

「あ……」

　隼人は先日、琴美の母である響ひびきが柏木家の婿になるよう、やや強引に説得してきたことを思い出した。

（……なるほど。確かに、唯一の男の騎士である俺は、あの家の婿候補としては有りなわけか）

　しかしそう考えると、柏かしわ木ぎ家というのはますます大変である。

（結婚する相手も自由に選べないようなものか……）

　やがて隼はや人と達は食事を終え、紙の食器の類たぐいをゴミ袋に纏まとめた。

　軽く後片付けを済ませて、琴こと美みがみんなに尋ねる。

「さて、ひとまず腹ごしらえも終わったことですが。これからどうしましょう」

「あたし、汗を流したいなぁ。さっき釣りをしてた川って、水浴び出来ないのかな。どうでした？　藍あい田だ先輩」

「ええっと……浅かったけど多分出来ると思う。ただ、水浴びって言っても、何も道具を持ってきてなかったような……」

　今日持って来た荷物の中に、水着の類は無かった。

　近くに川があるのは知っていたが、水深は浅く着替えるのにも困りそうだからと、持ってこなかったのだ。宿泊とはいっても所しよ詮せん一日、長くて二日だ。年とし頃ごろの女の子達には酷だろうが、騎士の活動と考えればそのくらいは我慢できるだろう。

　琴美がちょっと恥ずかしそうに、両手の人差し指をもじもじとさせながら皆に提案する。

「ええっと、水着が無いならそのまま入るというのはどうでしょう」

「え？　そのままって、裸ですか？」

「こ、こんな時間帯の山奥に人なんて来ないでしょうし、大丈夫ですよ。居るとしても動物くらいです。それに、いざとなれば隼人君がいますしっ！」

「いや、俺はいますけど……」

　流石さすがにみんなが裸になっているのを監視するわけにはいかないし、そもそも戦闘力という意味では隼人よりも強い面めん子つだ。隼人がいたところで、何か力になれるとも思えない。せいぜいテントに残って荷物を見張るくらいしか出来ないだろう。

　すると、突然玲れい奈なが顔を真っ赤にして両手を振りながら慌てだした。

「ちょ、ちょっと待ってください先輩！　隼人と一緒に水浴びなんて無理です！」

「え、何を言ってるの玲奈ちゃん。別に隼人君と一緒に入るって話じゃないわよ？　流石に裸は、私もちょっと恥ずかしいですし……。ただ、ちょっと見張ってもらおうかなと思っていただけです。荷物も見てもらえるし、何かあった時に駆け付けてくれるでしょう？」

　すると、早とちりして勘違いしてしまった玲奈が謝る。

「え？　あ、あはは……そ、そういう意味ですよね。すみません」

「そ、それとも、一緒に入りたいんですか？」

「そんなことはないですから！」

　すかさず玲れい奈なが否定する。

「あたしは別に一緒でもいいけどなぁ」

　あかりも、頬ほおをほのかに赤くして飛鳥あすかに続く。

「……私も別に一緒でも」

「わ、私は流石さすがに裸はちょっと……」

　詩し愛あは一瞬、隼はや人との裸を想像して慌ててかぶりを振る。

　隼人もまたみんなの様子に恥ずかしくなったが、すぐに忘れるように頭を振ると、狼狽うろたえながらみんなに告げる。

「と、とにかく、俺はテントにいるから。何かあったら呼んでくれ」




（やれやれ、何をするにも一苦労だな）

　女子達が水浴びをしに川に行った後、隼人はテントの前の地べたに寝転がり、空を見上げていた。流石に山奥とあって遮しや蔽へい物もなく空が近く星がよく見える。隼人の好きな月も良く出ていた。今日は半月だ。

　手を伸ばせば届きそうな距離にも思える。

（綺き麗れいだな）

　月を掴つかもうと空に向かって手を伸ばす。

　隼人は夜に浮かぶ月が好きだ。

　見えない道を照らしてくれて、見ているだけで迷いが消えるように思える。

　迷いというか、毒というか。

　そう、隼人の心のずっと奥にある、誰だれかを助けなきゃいけないという──そんな、強迫観念にも似た思いを──

「きゃあああああああああああああ！」

　と、隼人がボーっと空を見ていると、突然聞き覚えのある悲鳴が響いた。

「……玲奈!?」

　隼人は駆け出し、声のした川の方へと向かった。

　細い山道を駆け抜け、１００メートルほど先の河原までやって来る。

　すると、そこには──

「しゃああああああああああ！」

　裸で川に入っていた玲奈達の前に両手を広げて立っている、巨大な熊くまの姿があった。

（野生の熊!?）

『いるとしても動物くらい』と琴こと美みが言っていたが、まさか野生の熊が飛び出てくるとは誰も思わないだろう。

　隼人はすかさず〈律因の環ニーベルゲン〉を呼び出すと、体内のエーテルを漲みなぎらせ川へと降りる。水深は浅く、隼はや人との太ふと股ももくらいまでの深さしかない。

　隼人はそのまま、一気に熊くまへと殴りかかった。

　制服のまま水に飛び込んだので思うように動けなかったが、エーテルの力で水を弾はじき、川を走る。熊は、飛びかかってくる隼人に一瞬怖おじ気け付くも、すぐに両手を振り上げて隼人を襲おうとする。隼人を敵だと判断したのだろう。

　並の人間であれば、熊の猛襲など防ぎようがなく、一撃で吹っ飛ばされてしまっていただろう。だが、隼人は違う。

　熊から獰どう猛もうな爪つめを受ける前に隼人は、右腕でボディーブローをお見舞いした。

　隼人が拳こぶしに感じたのは、筋肉質な熊の腹と毛。

　──バシャア！

　熊はそのまま川に向かって大の字になって倒れ、小さな水柱を立てた。

　いくら熊とはいえ、所しよ詮せんはただの動物だ。理パーマネントの力の前には敵ではない。

　通常時であれば熊程度玲れい奈な達でも対処出来ただろうが、川で水浴び中だったのだ。

　突然襲われて混乱してしまっても無理はない。

「大丈夫か？」

　隼人は慌てて、怯ひるんでいた玲奈達の方を振り返る。

　するとそこには……、

（──えっ!?）

　一糸纏まとわぬ、裸の玲奈達の姿があった。

　困ったことに川の水深が浅いため、女子達の裸体はほぼ丸見えになっている。

　玲奈は真まっ直すぐ隼人の方を向き、仁王立ちで怒りに震えていた。控え目な胸は勿もち論ろんのこと、引き締まったウエストや大事な部分までもが一切隠れず隼人の目に映る。目には涙が溜たまっており、当然のように表情は憤ふん怒ぬに染まっていた。

　飛鳥あすかはキョトンとしていた。突然隼人が飛び込んで来たことをいまだによく理解出来ていないのだろう。豊満な胸は勿論、大事な部分すらも隠すことを忘れている。

　琴こと美みは恥ずかしそうに身体からだをくねらせ、下半身を隠そうと手を伸ばしていた。だが、上半身には気が回らなかったらしく、溢あふれんばかりの巨乳が何ものにも遮られることなく存在をアピールしている。

　詩し愛あとあかりはといえば、隼人が振り向いた瞬間、とっさに身体を隠そうと後ろを向いたようだ。だが、前隠して尻しり隠さず。二人の美しい背中は当然のこと、引き締まったヒップのラインと割れ目が隼人に向けられている。

（え、ええっと……これは）

　隼人はその光景に、どう反応していいものかと困った。

　困りながらも、そのような光景を見せられては見ないわけにはいかなかった。

　隼はや人とだって健全な男子なのだ。魅力的な女の子の裸体が山ほど差し出されて、目を背けることなんて出来るはずがない。目の前に広がったおっぱいやらお尻しりやらの楽園に、思わず目が釘くぎ付づけになってしまう。

　だが、当然ながらその状況を、玲れい奈なが良しとする筈はずなんてなかった。

「ア、ア、アンタは……。アンタは……！」

　いつの間にか、玲奈は〈天翔覇者エリアルブレイド〉を出現させて、隼人に向かって振り上げていた。

（これはアレだ。いつものアレだ。俺が殴られるアカン奴やつだ）

　隼人は玲奈に弁明しようとする。

「ちょ、ちょっと待て玲奈。俺は悲鳴が聞こえたから来たわけで、そもそもお前を助けようとしてだな」

「──も、問答無用！」

　玲奈は、無慈悲に隼人に剣を叩たたき下ろした。





　　　◆






　同時刻、寮にて。

　リビングの木製の机に着き、談笑する花か音のんとリピカの姿があった。












「ヌシは行かなくても良かったのか？」

「だって、ボクまでここを出ると何かあった時に対処出来ないじゃん。先日の〈逆刻の戯レトロリロード〉の件を含めて、ボクがここに戻って来てたのは都合が良かったのかもね」

　花か音のんがティーカップに入った紅茶をすする。

「まぁ、ボクが昔行った時のノウハウは琴こと美みに渡してあるし、役立ててくれてるんじゃないかな。──過去、鷹たか音ねと一緒に行った時のね」

「心配じゃないのか？　魔術師ウイザードになってしまわぬか」

　リピカの質問に、花音がくすりと笑う。

「琴美が？　それとも隼はや人と君かな？　どちらもそれは無いと思うよ。理事長が一番それはわかってるでしょ」

「そう、信じたいものじゃがの」

　花音が持つ花柄のティーカップは、かつて彼女が寮にいた時に愛用していたものだ。

「まぁ、確かに今、創世の執行者ニーズヘツグに動かれると厄介じゃしのう。ヌシがいるだけでも、下手なことは出来まいし」

「……だといいけどね」

　花音は瞼まぶたを閉じ、肩を竦すくめる。最近の創世の執行者ニーズヘツグの動向を見るに、あまり呑のん気きに構えていられる状況ではないと花音は思っていた。

　ここ数日間、毎日のように起こっているらしい世界各地の因果領域の占拠。

　今までは滅多なことがない限りは手を出されると考えていなかった僻へき地ちの領域までもが、次々に落とされているらしい。どのような手段を用いているのかはわからないが、担当の悠久騎士フレースヴエルグが護まもっているはずの各地の樹術式が呆あつ気けなくやられているということは、創世の執行者ニーズヘツグの戦力がますます増強しているということになる。

「しかし、ヌシはこれからどうするのじゃ？　隼人がどのような人間か確認したとして──」

「困ったことに、何も決めていないんだよね。また今までのような生活に戻るには状況が変わり過ぎているし、出来るならしばらくはここに厄介になろうかなと思っているけど」

「ふむ。じゃあ騎士として活動するということか？」

　リピカの質問に、花音はかぶりを振った。

「ボクはボクで勝手にやるよ。ここにいる間も、ね。悪いけど、護樹議会ヴアルキユリアには協力しない」

　以前から花音は護樹議会ヴアルキユリアのやり方に疑問を持っていた。その疑問は、鷹音が魔術師となったことを切っ掛けに大きくなり、やがて花音も寮を離脱するに至ったわけである。

「ボクは縛られるのが嫌いだからね。だから色んな自分を演じるし、色んな服だって着る」

　リピカが花か音のんの返答を聞いて、くすりと笑う。

「ヌシらしいの。じゃが勝手にとなると、流石さすがに宿泊費くらいは払ってもらうぞ？」

「えー。ボクは理事長達に協力するって言ってるんだし、そのくらい援助してよ」

「それはそれ、これはこれじゃ。ワシから頼んだわけじゃないし、勝手に出すわけにはいかぬじゃろう」

「理事長のケチー」

「ふふふ、何とでも言うがいい」

　頬ほおを膨らませて文句を言う花音を、微笑ほほえみながら受け流すリピカ。

　寮を出ることになったとはいえ、花音はリピカのことが嫌いになったわけではないし、リピカだってそうだ。

　二人とも、互いを信頼し合っていた。

「ヌシがいてくれると多少は安心出来る。何かあった時にはよろしく頼んだぞ？」

「ボク一人居たところで駄目な時は駄目だと思うけどね。これから、創世の執行者ニーズヘツグの動きもますます激しくなるだろうし……。そういえば、今朝、一かず葉はと双ふた葉ばがまた何か持ってきてたけど、あれは何だったの？」

　今朝寮に届けられた、布にくるまれた細長い荷物のことを花音は思い出す。

　リピカは花音の質問に真剣な表情で返す。

「ワシはワシで、万が一の時の準備というとこじゃよ」





■第三章　試練の洞どう窟くつ







　翌朝の早朝。

　隼はや人と達は、テントを張った場所から再び山道を歩いて試練の洞窟に向かった。

　道中、隼人が琴こと美みの方を見て感心するように言う。

「まさか先輩が熊くままで捌さばけるとは思いませんでしたよ」

「うううう、本当に美お味いしかった。また作ってくださいねっ！　先輩っ！」

　飛鳥あすかが目を輝かせながら、琴美に懇願する。

「昔、動物肉の捌き方もお母さまに教えて貰もらったので。熊肉はそのまま食べると脂が凄すごくて調理が難しいんですけど、鍋なべにしてやると美味しいんですよね」

「しかし、まさか朝から熊鍋を食べるとは思わなかったわ。美味しかったから文句なんて無いけど」

「……朝からヘビーだったのは確か」

　苦笑いを浮かべる玲れい奈なとあかりを、詩し愛あがフォローする。

「で、でもほら。今日は身体からだ動かさなきゃいけないし」

　そうして、木々に囲まれた山道を二十分ほど歩くと、隼人達は絶壁に突き当たり、それ以上進めなくなった。

　琴美が足を止めて他ほかのみんなの方を振り向く。

「ここのはずですね」

　だが、そこには洞窟らしき入口など存在しない。

　何な故ぜ琴美がここで止まったのか、隼人達は疑問に思って顔を見合わせる。

「ええっと、ここから入れるんですか……？」

「はい。鍵かぎを使えば入口が出来る筈はずです」

　琴美が胸元から小さな鍵を取り出し、絶壁へと突き刺す。すると、壁にめり込むように刺さった鍵からエーテルが溢あふれ出し、車一台が楽に通れるほどの穴が形成された。

「これは……」

「この鍵が、試練の洞窟に入るための理術具アーテイフアクトなんです。普段は一般人が入ってしまわないように隠してあるんですよ」

「なるほど」

　穴の向こうは、随分と奥まで続いているように見えた。

　琴美が胸元に鍵を仕舞うと、穴の中へと入っていく。

「さて、じゃあ行きましょうか。昨日の山道なんかとは違って、ここからは危険です。気を引き締めてくださいね」

　ごくりと一同が喉のどを鳴らすと、琴こと美みに従い中に入った。

　洞どう窟くつの中は不思議と明るく、うっすらとした緑色の光のおかげで周囲を見渡すことが出来た。

　飛鳥あすかと玲れい奈なが、周囲の光を見ながら感心するように言う。

「テレビで見る鍾しよう乳にゆう洞どうみたいだね」

「学園の地下にも似てるわね。光は天井や壁から出てるみたいだけど……」

　あかりと詩し愛あも、周囲を見回しながら続く。

「……〈理の欠片ミスリル〉が含有されてる？」

「まるで、この洞窟自体が一種の理術具アーテイフアクトみたい」

　その言葉に琴美が頷うなずく。

「その通りです詩愛ちゃん。この洞窟はそれ自体が一種の理術具アーテイフアクトなのです。かつては柏かしわ木ぎ家の騎士を育てあげるため、そしていつからかはこの因果領域を護まもる悠久騎士フレースヴエルグ達を強くするための訓練用の理術具アーテイフアクトとして、この山に建設されました」

　次いで飛鳥が訊きく。

「えっと、この洞窟自体が人工物ってことですか？」

「元々あったものを利用したようですが、掘り進めた部分もあるみたいですね。洞窟内部は訪れた悠久騎士フレースヴエルグの実力だけでなく、知恵や仲間とのチームワークを試すものも多いらしいです」

（洞窟自体が理術具アーテイフアクト、か）

　壁から漏れる緑色の光は、おそらく埋め込まれた理の欠片ミスリルが発しているのだろう。

「能力を高めるには実戦が一番ですが、実戦は都合の良い機会ばかりを与えてくれるわけではありません。トレーニングが実戦に勝っている点は機会を選べることです。そして向上のために大切な機会をこの洞窟は与えてくれると、お祖じ父い様が説明していました」

　琴美の説明を聞きながら入口からしばらく歩くと、洞窟の通路はますます広くなる。

　いつの間にか、天井は五メートルほど、道の広さは十メートルほどまで広がっていた。

　だが、いつまで経たっても危険なことが起こらない道中に、隼はや人とが不思議そうに呟つぶやく。

「でも、何も出て来ませんね。今のところ普通の洞窟のような……」

「油断しないでください。きっとそろそろ──」

　と、琴美が言いかけた時だった。

　──カチリ。

　玲奈の足下で、何かスイッチを踏むような音が聞こえる。

「……え？」

　玲奈が呆ぼう然ぜんと呟いた。

　そして、

　ズドオオオオオオオオオオン！

　突然、地雷でも踏んだかのように、玲れい奈なの足下で激しいエーテルの爆発が起こる。

「きゃああああああああああああああっ！」

「玲奈！」

　隼はや人とは、とっさに玲奈のもとへと駆け付けようとする。

「隼人君、駄目！」

　琴こと美みがそれを見て、すかさず隼人を止めようと叫ぶ。

　しかし、隼人はもう玲奈に向かって足を踏み出していた。

　カチリッ。

　隼人の足下でも小気味の良いスイッチの音が聞こえた。

（これはまずいっ──）

　刹せつ那な、隼人は足下で、高密度のエーテルが膨らんでいくのを感じる。

　そして──

　ズドオオオオオオオオオオオン！

　エーテルによる爆発が全身を襲い、爆風と熱量が四肢に痛みと熱を走らせる。

　隼人はすかさず、〈律因の環ニーベルゲン〉を呼び出して爆発によるダメージを最小限に抑えた。強化制服は爆風であちこちが焼け落ちたものの、意識を奪われることもなく何とかその場に踏みとどまる。

　玲奈を見ると、彼女もとっさに理パーマネントを展開したらしく、〈天翔覇者エリアルブレイド〉を持っていた。

　制服は爆発のせいで、ところどころ焼け落ちている。

　琴美が二人に問いかける。

「ふ、二人とも、大丈夫？」

「ええ、何とか」

　玲奈が身体からだの汚れを払いながら聞く。

「ひょっとしてこれが試練なんですか？」

「……ええ、間違いなく。洞どう窟くつ内には悠久騎士フレースヴエルグを試す仕掛けが盛りだくさんと聞いています。騎士のチームワークや能力を試すために」

　飛鳥あすかが呆あつ気けに取られる。

「な、なかなか派手なんですね……。油断すると死んじゃいそうな勢いじゃないですか」

「私も知りませんでした。詳細は聞けなかったので……でも、これだと先に理パーマネントと鎧よろいを呼び出して進まないと危ないですね」

　琴美の言葉に全員が頷うなずくと、その場で理パーマネントと鎧を呼び出した。

　隼人と琴美は、今自分達が歩いてきた道を通って玲奈達のもとまで戻り、ひとまずこれからどうするかを話し合うことにする。

「あのダメージを受けながら進むのは無理ですね。何とか避よけていかないと」

　詩し愛あがボソリと。

「この地雷、どのくらい続いてるのかな」

　あかりが答える。

「……なんとなく気配でわかる。たぶん、この先１００メートルくらいはずっとこんな感じ」

（歩くのは無理そうだな）

　先程の爆発を自分の身で受けた隼はや人とは、あの地雷がどの程度の威力があるのかわかる。

　少なくとも、生身で踏みながら先に進むなんてことは考えない方が良い威力だ。渡りきった頃ころには、爆発のダメージに耐えるためにエーテルを消耗しきっているだろう。

（だったら）

　隼人は玲れい奈なと詩愛の方を見る。

　二人もどうやらわかっていたらしく、隼人と視線を合わせて頷うなずいた。

「玲奈と詩愛に、みんなを安全な場所まで運んでもらおう」




　洞どう窟くつの中には多種多様なトラップが待ち構えていた。

　のろのろ歩いていると迫ってきて隼人達を押し潰つぶそうとする壁、進み方を間違えると何度も同じ道に出る迷路、天井から落ちてきて隼人達に襲いかかるエーテルの氷柱。

　そして、ビームが絶え間なく飛んでくる通路など。

　琴こと美みが通路奥から飛んでくるビームを防ぐため、隼人達を生み出した防御泡で護まもる。

「絶対防御泡ウオーターカプセル！」

　隼人がお礼を言う。

「すみません先輩！」

「ビームに合わせて防御泡を出しますから、それで進みましょう」

　ビーム一発一発は通路全体を覆うほどに大きく強力で、近付くことが出来なければ避よけることも出来ない。

　隼人達は、琴美の〈絶対防御泡ウオーターカプセル〉だけを頼りに少しずつ通路を奥へと進んだ。

　すると、通路の奥にビームを撃ち出している固定砲台を発見する。

「あれはっ！」

「……任せて。咆哮する土龍エーテルボム！」

　すかさず、あかりが砲台に向かってエーテル弾を撃ち込んだ。

　ドカアアアアアアアアアアン！

　あかりの放ったエーテルの弾は、見事砲台を四散させる。

〈絶対防御泡ウオーターカプセル〉の連発に疲れていたらしい琴美が、小さく息を吐いた。

「ふぅ」

　隼はや人とが琴こと美みとあかりにお礼を言う。

「ありがとうございます、先輩、あかりちゃん」

「いえいえ。ここは私の出番だと思っただけですから」

「……（こくり）」

　一同は、再び洞どう窟くつを奥へと進み始めた。

「しかし本当に色んなトラップが仕掛けられてますね。バリエーション豊かというか……」

「元々は単純な造りだったらしいですけどね。柏かしわ木ぎ家以外の騎士も一緒に入ることが多くなって、どんどんトラップを複雑化させていったとか」

　飛鳥あすかがちょっとだけ呆あきれるようにぼやく。

「こ、ここまでやらなくても……」

「でも、おかげで特訓になってる気がするわ。状況に応じて誰だれが何をするか、少しずつ判断が早くなってきてる気がする」

「集団戦の基本は誰かに頼ることですからね。今の場面を誰に頼るか──それを迅速にジャッジ出来るようになれば、チームとしての能力が上がったと言えるでしょう。たとえ力を持った能力者が一人いても、適した役割の仲間に協力を仰げるかどうかで、状況が大いに変わって来ます」

　琴美の説明に隼人は、三魔柱ソフイアを圧倒してみせた対魔騎士団デイスマジカルの動きを思い出した。

　それに、玲れい奈なのチームが詩し愛あのチームにバレーで負けていた時のことも。

（あの時の玲奈はワンマンだったから……）

　玲奈が隼人の視線に気付く。

「な、なによ！　なんで憐あわれむような目で見るの！」

「あ、ご、ごめん。何でもないから」

「……ふん！　どうせ、私は人に頼るのが下手だとか思ってるんでしょ？　わ、わかってるわよ！　でも仕方ないじゃない！」

（まぁでも、戦闘中はきちんと玲奈は周囲を頼ってるし、後はそれこそ──判断力だったり、互いの出来ることをどれだけ知ってるかって話だよな）

　そう考えると、互いの長所や短所がわかりやすいこのトラップ地獄は、とても効果があるように思える。

「しかし、こんな迷宮みたいなものが作れるなんて驚きよね。理術具アーテイフアクトって理パーマネント使いが使ってあげないと、効力なんて出ないんじゃなかったっけ」

　玲奈が感心するように呟つぶやくと、琴美が難しい顔をして返した。

「そうですね。でも、この洞窟の場合は──」

「この洞窟の場合は？」

　玲れい奈なが聞き返すと、琴こと美みが何な故ぜか目を伏せる。

「……いいえ、今私が言わなくとも、奥に行けばわかることです」

　そうして暫しばらく洞どう窟くつを奥に歩くと、隼はや人と達は不思議な円形の空間に出た。

　周囲を見回すと、壁に配水管のようなパイプが数本付いているのが目に付く。

　どうやら何らかの仕掛けらしい。

　隼人が隣の琴美に注意を促す。

「ここ、また何かありそうですね」

「ええ。みんな、気をつけましょう」

　するとその時、隼人達がやって来た広がりに入る通路と、そこから出る為ための出口に、突然エーテルの結界が出現した。

　すぐに隼人は理解した。

「閉じこめられた!?」

「にーさん、あれ！」

　飛鳥あすかに言われてパイプを見ると、どばどばと青い液体が流れ出ていた。

「水攻め……!?」

　琴美が慌てて〈自在の水衣フエイズドレス〉を使い、パイプの入口に水の蓋ふたを作る。

　だが、水の蓋は勢い良くパイプから溢あふれ出した液状のものに押され、呆あつ気けなく剥はがれ落ちてしまった。

「なっ──!?」

　琴美の〈自在の水衣フエイズドレス〉の防壁を壊したのだ。パイプから溢れ出ているものがただの水ではないことがわかる。

　液状の何かからは、濃いエーテルの気配も匂におってきた。

（逃げ場を確保しないと──！）

「玲奈、出口を頼む！」

「ええ！」

　隼人の指示を受けて、玲奈が洞窟の奥の出口に向かって一気に飛んだ。

　一方隼人は入口に向かって走る。

　隼人は〈救世機巧グラムグリーム〉から刃を生み出すと、入口を塞ふさぐ結界に斬きりかかる。

　だが、カキンという音とともに刃は弾はじかれてしまう。

（っ！　硬いっ！）

「駄目だ！　玲奈、そっちは!?」

「こっちも駄目！」

（他ほかのみんなの力も合わせて、一斉に攻撃してみるか？）

　洞どう窟くつが完全に浸水するまではまだ猶予があるだろう。硬いとは言っても理術具アーテイフアクトであり、誰だれかが造った結界だ。壊れないわけはない。

（玲れい奈なのいる出口を一斉に全力で攻撃して逃げれば──）

　隼はや人とが皆に提案しようとした時、飛鳥あすかが叫んだ。

「にーさん！　この水、様子がおかしい！」

「え!?」

　隼人が足下で溜たまり始めた液体を見ると、うようよと蠢うごめき始めていた。

（……これは!?）

　琴こと美みが叫ぶ。

「みんな気をつけて！　この液体生きてる！」

　パイプから流れ出た液体は、隼人達の身体からだを伝うように登り始め、全身に絡み付いていく。それは粘性と硬度を持ち、液体というよりはゼリーのようだ。

「なっ……!?」

　意思を持ったゼリーは、隼人の身体を駆け上がっていくと、そのまま全身を這はい回った。

　足先から太ふと股ももへ、そして胴体から首筋へと。

　鎧よろいの脇わきから隼人の身体へと入り込むと、服や下着を溶解液で溶かし、肌に吸い付いてくる。

　痛みはないが、ゼリーに吸い付かれる度、隼人は全身の力が抜けるような感覚を覚えた。

　身体の奥のエネルギーを失うような感覚。

　すぐに隼人は、ゼリーが隼人のエーテルを吸い取っているのだと気付く。

（なっ……これは、エーテルが吸い取られてる……？）

　玲奈が、身体をビクビクと震わせながら喘あえぐ。

「やっ、こ、これ、気をつけてみんな！　吸い付いてくっ……ちょ、太股はやっ……どこに吸い付いてるのよ……ふああぁっ！」

　玲奈の鎧の隙すき間まに入ったゼリーは、制服やタイツを溶かし、露出した肌の上からエーテルを蛭ひるのように吸い取っていた。

　肉付きの良い玲奈の太股にぶっかけられたように張り付く、粘り気のある青いゼリー。

　足先から侵しん蝕しよくしたゼリーは、脇の間やうなじ、股またの付け根を舐なめるように這う。玲奈は目を瞑つぶり、必死にゼリーを払いのけようとするが、べとりとくっついていて離れない。

「やっ、取れなっ、あぁぁぁっ！　しかも熱ぃ……」

　しかも、ゼリーの吐き出す溶解液は生温かく、それがまた気持ちが悪かった。

　飛鳥と琴美も、身体の上を動き回るゼリーの感触に悲鳴をあげる。

「きゃあああ！　やっ、んっ……ふあ、ちょ、おっぱいの間はやめっ……！　あたしのおっぱい吸っても、美お味いしくないからっ……ふぁっ！」

「や、やめてくださっ！　ちょ、ちょっと！　なんだか……熱ぃですし……」

　制服とブラが乱暴に溶かされ、護まもる物がなくなった二人の胸の谷間をゼリーが這はい回る。

　飛鳥あすかは一生懸命身体からだを揺らして振り落とそうとするが、ゼリーはしっかりと肌にくっついていて落ちることはない。

　琴こと美みもまた胸の谷間に手を突っ込んで落とそうとするが、ゼリーはもぞもぞと逃げるように動き回り、上う手まく剥はがせなかった。

　その近くで、お尻しりの上を良いようにやられていたのは詩し愛あとあかりだ。

「きゃっ、ちょ、そんなっ……！」

「……やめっ、てっ！　お尻っ！　吸わないでっ」

　ゼリーが重点的にお尻の上を這っているせいか、二人は自分のお尻を押さえながら仰のけ反ぞるようにして悶もだえた。

　詩愛は立ったままお尻を浮かせており、あかりはゼリーの攻撃に思わず膝ひざを折ってしまったらしく、四よつん這ばいになってお尻を突き上げている。

　隼はや人とは他ほかのみんなのあられもない姿にしばらく呆ぼう然ぜんとすると、

（って、見てる場合じゃないっ！）

　すぐに我に返って、鎧よろいから生み出した刃で右足に張り付くゼリーを斬きった。

　真っ二つに割れたゼリーは弾はじけながら地面に落ちたが、すぐに再び隼人の足を這い上がってきて、同じ場所に絡み付く。

（これじゃキリがない）

　パイプからはゼリーがどんどんとフロアに投下され続けている。隼人達の全身を蝕むしばむゼリーの量は、先程よりも明らかに増えていた。

　このままでは、ゼリーに全身を吸い尽くされ、エーテルが枯渇してしまいかねない。

　隼人はみんなの状況を確認するが、ゼリーにいいようにやられており、身動きが取れていない。

（だったら……！）

　隼人は指輪を飛鳥に向かって構えた。

「飛鳥、任せた！」

「え？」

　戸惑う飛鳥に説明するより先に、隼人は指輪の力を起動する。

「騎士覚醒アウエイク！」

　指輪から放出されたエーテルが飛鳥にぶつかる。

　隼人のエーテルを受け取り、飛鳥の全身が仄ほのかにエーテル色に発光を始めた。

「お前の力だったら、何とか出来るんじゃないかって思ってさ」

「……っ！　わ、わかった！」

　飛鳥あすかはすぐに、両手に持った二本の斧おの──〈守護双斧ガーデイアクス〉を合体させると、棍こん状の一本の斧にした。

　合体した双そう斧ふから多大なエーテルが溢あふれて、稲妻となって周囲のゼリーを喰くらった。

　飛雷陣ライトニングサークル。持ち主やその仲間を護まもる為ための守護の力だ。

　通常の武器で相手をするにはキリがないし、一気に片を付けようにもゼリーはみんなの全身に張り付いている。

　そこで、飛鳥の出番である。

　飛鳥の飛雷陣ライトニングサークルには、飛鳥が敵と認識した対象のみを選んで排除するという、味方を判別する性質があった。

　これは最近行ったトレーニングで判明したことであるが、その時から隼はや人とは、きっと敵に四方を囲まれるような場面──

　まさに、このような事態で使えるのではないかと考えていたのである。

「……行っけえええええええええええええええ！」

〈守護双斧ガーデイアクス〉から生まれた龍りゆうの如ごとき稲妻が、隼人達の身体からだをまさぐっていたゼリーと、浸水するように広がっていた足下のゼリーを焼き払った。

　広がりに溢れていたゼリー状の脅威が、一瞬にして消滅する。

「飛鳥、そのまま出口を！」












　隼はや人とはすかさず飛鳥あすかに指示を出した。

　パイプからは、依然としてゼリーが流出している。

　このままここに留とどまっていてはキリがない。

「うん！」

　隼人に指示され、飛鳥が出口の結界に向かって跳躍し、〈守護双斧ガーデイアクス〉で斬きり付ける。

　すると、先程まで隼人や玲れい奈なが斬り付けても微動だにしなかった結界にヒビが入った。

　元々〈守護双斧ガーデイアクス〉は、越因騎士団イクシードのメンバーの中でもトップクラスに威力の高い理パーマネントである。そこに〈騎士覚醒アウエイク〉まで加わっているので、隼人や玲奈の攻撃が通用しなかった結界にダメージを与えられているのだろう。

「もう一回！」

　再び飛鳥が斧おのを振り下ろすと、今度はパリンと音を立てて結界が割れる。

「良しっ！」

　飛鳥がガッツポーズを決める。

　が、その刹せつ那な、ゼリーを噴出していたパイプから聞こえていた放水音が強くなる。

　隼人達が一斉にパイプを見ると、再び激しくゼリーが溢あふれ出していた。

　飛鳥がガッツポーズを崩して悲鳴をあげる。

「まだ出てくるの!?」

（いや、これは──）

　琴こと美みが飛鳥の言葉を否定する。

「いいえ違うわ。これはさっきのゼリーの怪物じゃない」

　そう、今飛び出しているのはゼリーではなくただの水だ。

　この液体からは、先程対たい峙じしたゼリーから感じられたエーテルの気配が一切しない。

　隼人はすかさず、唖あ然ぜんとしているみんなに言い聞かせるように叫ぶ。

「みんな、外へ！」

　隼人達は怒ど濤とうの勢いで流れてくる水から逃げるように洞どう窟くつの奥へと駆ける。ただの水とはいえ、その勢いは滝のようである。流れに呑のまれたらたまったものじゃない。

　玲奈が怒りながらぼやいた。

「ちょ、もう何なのよ!?」

　琴美が冷静に答える。

「結界を割ることが次のトラップの発動条件になっていたのかもしれませんね。二重トラップという奴やつでしょうか」

　あかりが背後を見て呟つぶやく。

「……このままじゃ追いつかれる」

　どうやら出口側が下りになるように傾いているらしく、水は隼人達に向かって水流を作る。

　このままでは間違いなく追いつかれてしまうだろう。

「玲れい奈な！　藍あい田だ！　またお願いしてもいい!?」

「任せて！」「うん！」

　玲奈は隼はや人とと飛鳥あすかを、詩し愛あは琴こと美みとあかりを掴つかみ、洞どう窟くつの奥へと飛行する。このまま振り切ってしまおう、隼人はそう考えていた。

　だがその時、手前からいくつかの巨大な影がこちらに飛んでくるのが見えた。

　玲奈が声高に叫ぶ。

「前から何か来る!?」

　影が隼人達の近くまで来ると、飛来物の正体が人間ほどの大きさの五匹の蝙蝠こうもりであることがわかった。

　玲奈が唖あ然ぜんとする。

「こ、蝙蝠……？」

　蝙蝠の視線は真まっ直すぐに玲奈や詩愛の方を向いている。

　詩愛がみんなに危険を報しらせるように叫ぶ。

「こっちに来る！」

　すると、玲奈の手に掴つかまる飛鳥が、〈守護双斧ガーデイアクス〉を掲げた。

「あたしに任せて！」

　飛雷陣ライトニングサークルで蝙蝠を撃ち落とそうとするが、斧おのは反応しない。

「……あれ？」

　その様子を見て琴美が言う。

「エーテル切れみたいですね。さっき、凄すごい勢いでゼリーを全滅させてましたし……」

「そ、そんな……！」

「玲奈！　俺達を一度下ろすんだ！　この蝙蝠の怪物、お前達を狙ねらって来てる！　そのままじゃ戦えない！」

「そ、それはわかるんだけど」

　玲奈が後ろを振り返ると、相変わらず先程の水は怒ど濤とうの勢いで通路を流れてきているらしく、そう遠くない位置から水流の音が聞こえる。

　今隼人達を地上に下ろせば、間違いなく巻き込まれてしまうだろう。

「無理よ！　振り切るしかないわ！」

　玲奈と詩愛は高度を下げると、蝙蝠の攻撃を上う手まく避よけながら擦れ違って進もうとする。

　蝙蝠の狙いの一段下、少し下段から上手く敵をかいくぐろうと試みるが、蝙蝠がそれを逃すまいと強烈なタックルを仕掛けてくる。

「っ……！」

　玲れい奈なが空中で大きく体勢を崩したのと同時、蝙蝠こうもりは玲奈の手を掴つかむ隼はや人との手を狙ねらい、思い切り噛かみついてきた。

「ぬぁっ……！」

　隼人は痛みに表情を歪ゆがめ、玲奈と繋つないでいた右手を離してしまう。

「にーさん！」「隼人君！」

（やばっ、このままじゃ──）

　玲奈は腰に下げていた剣を抜いて蝙蝠を退けると、すぐに地上に落ちる隼人へと手を伸ばす。だが、ほんの僅わずか間に合わずに隼人は地上に落ちた。

　と同時に、どんどんと足音が大きくなっていた水流が洞どう窟くつの地上を埋め尽くし、転がっていた隼人を呑のみ込もうとする。

（やばっ、このままじゃ！）

「──絶対防御泡ウオーターカプセル！」

　その時、すぐ傍そばで聞き覚えのある声が聞こえ、同時に隼人の身体からだを水の膜が覆った。

「え？　先輩……？」

　どうやら琴こと美みは、隼人を追いかけて落ちてきたらしい。

　刹せつ那な、絶対防御泡ウオーターカプセルに包まれる隼人と琴美を、水の海が呑み込む。

「隼人！　先輩！」「にーさん！　柏かしわ木ぎ先輩！」「隼人！　琴美！」「夕ゆう霧ぎり君！　柏木先輩！」

　隼人の頭上で四人が叫ぶ。玲奈と詩し愛あは、流される隼人と琴美を助けようとするが、蝙蝠に阻まれて助けられない。

　隼人と琴美は、雨の日の川に浮かぶ木の葉のように、猛スピードで通路を流された。浸水もなく、泡は水面に浮いており、まるでボートにでも乗っているような感覚だ。

「せ、先輩、どうして」

「隼人君を見捨てるわけにはいかないでしょう？」

「でも、先輩まで危険になっちゃいますよ!?　自己犠牲は感心しません」

「えーっと……それを隼人君が言うんですか？」

　琴美が苦笑しながら呆あきれる。他ほかの人間ならともかく、すぐに自己犠牲に走ろうとする隼人に言われるのは心外であるからだ。

「とにかく、こうしていれば暫しばらくは保もちます。もっとも、私もかなり消耗してますし、そう長くはなさそうなんですけどね……」

　絶対防御泡ウオーターカプセルを使用している琴美のエーテルは、どんどん消耗しているはずである。

　このままでは途中でエーテルが尽き、水没してしまう可能性もある。

　隼人は周囲を見回した。

　洞窟の壁面は薄緑色に光っており、その光が水流を煌きらめかせる。

　深刻な状況に不釣り合いなほど幻想的な光景だった。

　その水路の上をぷかぷかと浮かび、流されているのが琴こと美みと隼はや人とを包む泡だ。

「……これ、いつまで流されるんでしょうね」

「私にもわかりません」

　二人は、水流に流されて洞どう窟くつをどんどん奥へと進んだ。途中、何度か分かれ道があったので玲れい奈な達が追いかけてきたとしても、隼人達に辿たどり着くのは難しいかもしれない。

（弱ったな……）

　この状況をどうにかしたいのだがどうにも出来ない。

　ただ流れに身を任せるのみ、だ。

「しかし本当に、多種多彩なトラップが一杯仕掛けられてますよね。そもそもさっきのゼリーってなんなんです？　あれも理術具アーテイフアクトなんですか？」

「あの手の怪物は、過去、柏かしわ木ぎ家が儀式をしていた時の産物だとも聞いています。おおかた、動物を理の欠片ミスリルに見立てて作り出されたものでしょう」

　隼人は、琴美の発言を不思議に思う。

「動物を理の欠片ミスリルに、ですか？」

「そういう方法もあるんです。……最さい奥おうまで行けば、わかりやすい例を見ることも出来ると思います」

　言いながら、琴美は何か嫌なことでも思い出したかのように目を伏せた。

「奥まで行ければ、ですか……」

（本当に、どこまで行ってしまうんだこれは）

　相変わらず玲奈達は追って来ない。隼人達を見失ってしまった可能性も高い。

　そんな中、琴美が苦しそうな息を漏らす。

「ふぅ……っ……」

「……大丈夫ですか？」

「は、はい。ちょっとくらくらしただけです、まだいけます」

「先輩。本当にキツくなってきたら、俺だけ捨ててください。先輩一人だったら多少は時間が稼げるでしょうし……」

　隼人を含めて絶対防御泡ウオーターカプセルを使うより、琴美一人だけの方がエーテルの消費量は少ないはずだ。

　だが、琴美は隼人の言葉に怒ったように返す。

「隼人君を助けるために私は来たんですから、見捨てるなんて出来るはずがないでしょう。なんのために私は一緒に流されてるんですか」

「それはそうなんですけど……」

「本当に隼人君はお人好よしですよね」

　琴こと美みが呆あきれるように言った。

　だが、そうは言うものの、このままでは二人揃そろって溺おぼれてしまうかもしれない。

　──何か策は。

　いや、何も策が思いつかないわけではない。

　状況の解決にはならないのかもしれないが、少なくとも琴美のエーテルが尽きるのを回避する延命策なら、すぐに思いついた。

　無くなっているのなら回復させればいいだけの話だ。

　だが、その策を実行するには、琴美もそれを心の底から強く望んでないといけない。

　そして琴美はまだ、おそらくその段階ではなかった。

「あの、隼はや人と君。こんな時になんですが」

「はい？」

「隼人君って、奏魂の盟ソウルリンクを結ぶことに、抵抗があったりしないんですか？」

「……え？」

　隼人が間の抜けた返事をする。

　きっと、琴美も隼人と同じ奏魂の盟ソウルリンクについて考えていたのだろう。

　だが琴美の問いは、隼人が予想していた方向と少し違った。

「え、ええっと、それってどういう意味ですか？」

　琴美が慌てながら答える。

「そ、その～……だって、キスをするわけじゃないですか。キスって誰だれとでもすることでもなく、大切な相手としたいものだと思うんです。それについて、隼人君は何か思うことはないのかな、って。だって、一人で沢山の女の子とキスをしているわけじゃないですか」

「ええ、俺も契約の方法に関しては抵抗があったりしますよ。それで悩んだりもしてます。いやもう、それはもの凄すごく悩んでます」

「あはは……ですよね」

　色んな女の子と心を通わせて、キスをする。

　王オーデインの力の為ためとはいえ、隼人だって抵抗のある行為だ。

　だが──

「でも、俺は王オーデインの力を使うと決めたし、みんなを助けるとも決めました。その為にみんなと奏魂の盟ソウルリンクを結ぶ必要があるなら、俺の迷いは忘れるべきでしょう」

「隼人君の迷いは忘れる、ですか」

「答えの無い迷路で立ち止まって時間をかけるくらいなら、正解がわからなくても動いた方がいい。昔からそう思ってますから」

「……なるほど」

　琴美が納得したように頷うなずいた。

（本当は凄すごく悩んでるし、迷ってはいるんだけどな……）

　すると琴こと美みが、何な故ぜか嘆きが含まれた表情で笑った。

「私も、そのくらい割り切ってしまった方がいいんですかね」

「……え？」

「私、最近わかったことがあるんです。わかったというよりは知ったこと、ですかね。家の都合で、ずっと持つことを許されなかったもの。もしかしたら気のせいかもしれないんですが、多分これはそうじゃないかな、って」

「わかったこと？」

　要領を得ない琴美の言葉に、隼はや人とが聞き返す。

「ええ。普通のことですよ。周りのみんなは当たり前のように持っているもの。でも私は持てなかったもの。どう持つのかも、わからなかったもの。それを手に入れてから、私は迷っていました。自分はどうすればいいのか、どう考えるのが正しいのか」

　琴美が、隼人の顔を見てくすりと笑った。

「最近実は、隼人君が指輪の主であるという運命を凄く恨んでたんです。もし隼人君が指輪の主じゃなかったら、こんなに苦しむこともなかったのにって。でも今、隼人君の話を聞いて、少しだけ前向きになれて──踏ん切りがついたのかもしれません」

「ええっと……？」

　ますますわからない琴美の話に混乱する隼人。

　琴美は笑顔のまま、満足そうに頷うなずく。

「内緒です」

　そう言うと琴美は、何故か「うふふ」と恥ずかしそうに微笑する。

　隼人は琴美の照れる仕草になんとなく恥ずかしくなり、慌てて別の話題を振った。

「……で、どこまで流されるんですかね。もう随分流されたような気がしますけど。そもそもこの洞どう窟くつって、どこまで続いてるんです？」

「山の麓ふもとまで続いてるってお母さまが言ってたような──」

　と、話していた時──二人は、突如前方に巨大なエーテルの気配を感じた。

　突如というと語弊があるかもしれない。

　水に流される隼人と琴美が、試練の洞窟のギミックの一つとして予あらかじめ設置されていたであろう何かに、近付いただけなのだろうから。

「隼人君！」

「ええ……何かいますね！」

　刹せつ那な、隼人と琴美目掛けて前方から何か巨大なものが振り下ろされた。

　白い柔らかい皮膚のようなものを持った、よくわからないもの。

（なっ──!?）

　巨大な何かは、隼はや人と達を護まもる絶対防御泡ウオーターカプセルを鞭むちのように頭上から打った。

（っ！）

「きゃっ！」

　絶対防御泡ウオーターカプセルがたたき落とされるように水の中に沈む。膜で防がれているのでダメージはないが、琴こと美みのエーテルはダメージ分だけ削られたことだろう。

　隼人は水の中で、前方に何がいるのかを確認した。

　するとそこに、浮力を持った、何本もの足が生えた巨大な生物がいることを確認する。

（あれはなんだ……？）

　絶対防御泡ウオーターカプセルの浮力で、再び隼人達が水面に浮かぶ。

　巨大な生物はもうすぐそこまで来ており、その正体が判明する。

　頭ず巾きんのような形をした細長い頭部に、十本に分かれて長く伸びた腕。眼めは顔と思わしき部分の両横に離れた形でついており、黒目がギョロギョロと動いている。

　天井ぎりぎりのサイズ──おそらく、全長十メートルくらいはある巨大な軟体動物。

（──イカ!?）

　琴美は、海の悪バ魔グを見上げて表情を強こわ張ばらせると、ごくりと喉のどを鳴らして呟つぶやく。

「クラーケン、って奴やつですかね」

　隼人達を襲っていたのは、巨大なイカの怪物だった。





■第四章　咎とがとしきたり







　時刻は昼下がり。

　試練の洞どう窟くつの入口に、特徴的な縦ロールの髪をした女が立っていた。

　黒いボンデージのような露出の高い鎧よろいを纏まとい、肩や腕部には甲かつ冑ちゆうのパーツが付いている。

　創世の執行者ニーズヘツグに所属する三魔柱ソフイアの一人、柏かしわ木ぎ鷹たか音ねである。

「……懐かしいですわね」

　数年前、この洞窟を訪れた時のことを思い出しながら呟く。

　鷹音がこの洞窟を訪れたのは、当然ながらまだ寮に住んでいた時のことだ。

　一かず葉はに双ふた葉ば、それに花か音のんと一緒にやって来たのを覚えている。

　既に揺らいではいたものの、ここに来るまで鷹音はまだ騎士の一人だった。

　──ここで、あれを見るまでは。

　洞窟の奥にある、柏木家の負の遺産。

　あれに見せられた夢によって、鷹音は自分の心の闇やみを覗のぞいてしまった。

（……まぁ、昔のことはどうでもいいですわ）

　鷹音は、胸元から洞窟の鍵かぎを取り出すと、絶壁にあてて入口を開いた。

「わたくしはやるべきことをやるだけ」

　言って、中へと入ろうとしたその時、鷹たか音ねはまだ出来たばかりの足跡に気付く。

　足跡は三人分。サイズは小さく歩幅は狭く、全すべて女性のものだと推測出来る。

　その足跡には微量のエーテルの気配が付着しており、普通の人間ではないことがわかった。

「あいつらですわね」

　鷹音は足跡に心当たりがあるらしく、神妙な顔で頷うなずいた。

「そろそろあちらも始まっていることでしょうし、急ぎませんと」





　　　◆






　隼はや人とと琴こと美みがイカの化け物と遭遇した頃ころ、玲れい奈なと飛鳥あすか、そして詩し愛あとあかりは、二人を捜索しながら空を飛び、洞どう窟くつを奥へと進んでいた。

　蝙蝠こうもりを倒した後、四人は隼人と琴美を捜すために後を追おうとしたのだが、度重なる怪物との交戦や分かれ道によって、完全に二人を見失ってしまっていた。

　飛鳥が、隼人達がいないか必死に川を見ながら弱ったように言う。

「うう、にーさん達どこまで流されちゃったんだろう。全然見つからないし」

　詩愛が、隼人と琴美が見つからないことを不安に思いながら、沈んだ顔で続く。

「やっぱり、分かれ道で二手に分かれていた方が良かったんじゃないかな」

　冷静にあかりが突っ込む。

「……でも、分かれ道は一度じゃなかった。あそこで分かれたからといって見つけられたとは限らない」

　玲奈も困ったように続けた。

「そうそう。それに、蝙蝠の後も怪物に遭遇してるわけだし、もし二手に分かれてたら危険だったと思うわ」

「でも、あたし達が無事でもにーさん達が見つからなかったら意味無いじゃないですか」

「それはわかるけど、私達がやられちゃったら元も子もないでしょ？　……まぁ、そこまで心配しなくてもあの二人のことだからきっと大丈夫よ」

　飛鳥が頬ほおを膨らませる。

「むー、無責任ですね」

「信用してんの。アンタだってきっと大丈夫と思ってるから、余裕があるんでしょ？」

「まぁ、にーさんが川に流されたくらいでどうにかなるとは思ってませんよ。でも、水で濡ぬれ濡れの中、柏かしわ木ぎ先輩と一緒にいるんですよ？　全身が濡れ、体温の下がってしまった柏木先輩が、『身体からだが寒いから温めて欲しい』とにーさんに言い寄らない保証がどこにあるって言うんですか」

「そ、それはっ！　早く見つけないといけないわね！」

　玲れい奈なと飛鳥あすかの馬ば鹿かな会話を聞いて、あかりが呆あきれる。

「……この二人の想像力の逞たくましさには感心する」

　詩し愛あが苦笑いする。

「あはは……」

「しかしちょっと意外だったわ。アンタ、案外冷静なのね」

　玲奈が、玲奈の腕にぶら下がった飛鳥を見ながら言う。

「何の話です？」

「いや、だって隼はや人とが流されちゃったから。もう少しわぁわぁ騒ぐものだと思ってたわ」

　玲奈の言葉に、飛鳥が不機嫌そうに返す。

「見くびらないでください。あたしはこう見えてもにーさんのことわかってますから。にーさんは、あのくらいではどうにかなったりしません」

「……そのわりには、以前隼人のことが心配だーって慌てて寮まで押しかけて来てたじゃない」

「あ、あれはあれです！　とにかく、にーさんが平気かそうでないかくらいわかるんです。妹ですから、離れていても兄の安否くらい把握出来て当たり前ですっ！」

　詩愛が苦笑いを浮かべながら突っ込む。

「……ええっと、それ予知能力のレベルじゃないかな」

　玲奈が困り果てた顔で言う。

「それにしたって、この洞どう窟くつえらく長くないかしら。もうずいぶん洞窟を奥に向かって飛んでる気がするんだけど」

　玲奈達は、蝙蝠こうもりとの戦闘後も、何度か突然現れた怪物と交戦していた。

　そして、当然戦闘の度エーテルを使うことになりかなり消耗してしまっている。

　空を飛ぶのだってエーテルを使うのだ。このままいつ辿たどり着くかわからない洞窟の最さい奥おうを目指すのは、体力的にも精神的にもきつい。

　それにあまり道みち程のりが長いと、琴こと美みと隼人も心配だった。おそらく琴美だって、絶対防御泡ウオーターカプセルを使うためのエーテルが不足しているだろう。

　詩愛が飛行疲れで「ふぅ」と溜ため息いきを吐つくと、少し疲れた様子で呟つぶやく。

「そうだね。そろそろゴールくらい見えてくれてもいいような……」

　すると、あかりが詩愛と繋つないだ手をくいくいと引っ張る。

　他ほかの三人は、あかりの視線の先、通路の奥を見た。

　奥から、強い緑色の光──エーテルの光が漏れていることがわかる。

「──噂うわさをすれば何とやら」

　あかりが通路の奥を見ながら言った。

　通路の先にうっすらと見える光。その空間は、それこそ樹術式のある学園地下のように、エーテル色で激しく発光していた。また、その空間からは異質なエーテルの気配も感じられ、なにかしら特殊な部屋であることが一目でわかる。

　玲れい奈なは、一同と顔を見合わせて言う。

「行ってみましょう」
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　クラーケンが、容赦なく腕を振り回して隼はや人とと琴こと美みを襲う。

　鞭むちのようにしなりながら振り下ろされる腕の内側には、吸盤から伸びた棘とげのような突起があり、隼人達にそれを突き刺してくる。

　怪物の攻撃は絶対防御泡ウオーターカプセルが防ぐものの、攻撃の衝撃で泡は大きく揺らされ、中にいる隼人と琴美は体勢を崩した。

「きゃっ！」

　琴美が倒れかかってきたので、隼人は慌てて抱き抱えるように支えた。

「大丈夫ですか？」

「え、ええ……でも、これは困りましたね」

　確かに、この状況はとても困った。

　なにせ隼人と琴美は戦うための力の源となるエーテルが尽きているのである。

　反撃も出来ずに、防御泡でただ水の上に浮いている状態の隼人達は格好の的だ。

　それに──

「先輩、あと何回くらい攻撃されても大丈夫そうですか？」

「わかりませんが……そう長くはないですね。今の一撃だけでも、随分とエーテルが削られたのがわかりますから」

「あはは、本格的にやばいですね……」

　このままでは琴美のエーテルも尽きてしまう。

　そうなってしまうと、隼人も琴美も川に流されてしまって終わりだ。

　絶体絶命。この状況を覆す手段など存在しない──

（いや、ある）

　というわけでもない。状況をひっくり返す手段ならあった。

　エーテルが無くて困っているのなら、回復させればいいだけの話だ。

　そして隼人は、琴美の──そして自身のエーテルを回復させる手段を持っている。

　琴美もそのことは承知しているのだろう。

　だから、ジっと真剣な表情で隼はや人との眼めを見ているのだ。

　隼人と琴こと美みの入った絶対防御泡ウオーターカプセルが川に流され、どんどんクラーケンへと近付いていく。

「……先輩、とりあえず泡が流されるのを防ぐことって出来ますか？」

「ちょっとの間なら、ね」

　琴美は、絶対防御泡ウオーターカプセルの底から棘とげを作って地面に突き刺し、川に流されるのを止める。

　琴美と隼人を包み込む泡が静止して、そこから動かなくなった。

　怪物との距離は一時的に確保出来たものの、殴られ放題でもある。

（どうすればいい？）

　隼人は、自分に問いかけた。琴美が契約を望んでいるのであれば、奏因予兆フラグを感じているはずだ。だが、それが無い。

　つまり、現状琴美には隼人と契約を結ぶ意思がないということである。

『まだ、私の中に迷いみたいなものがあるのかもしれません』

　先日、琴美がこんなことを言っていたのを思い出す。

『やっぱり、隼人君は立派です。だから、私も迷ってしまうのかもしれません』

　──迷い。

　琴美は何かを迷っていて、だから隼人と契約を結ぶ気になれずにいる。

（なんだ……？　先輩は、何を迷っている……？）

　隼人は必死に考える。

　配下である騎士の悩みを晴らすのも、そして惚れてもらうこともまた、王の役目。

　王として強くなるためにも、隼人は琴美の迷いを断ち切らなければならない。

『隼人君って、奏魂の盟ソウルリンクを結ぶことに、抵抗があったりしないんですか？』

　──琴美は抵抗を持っている。何か理由があって、隼人と契約することを拒んでいる。

『私、最近わかったことがあるんです。わかったというよりは知ったこと、ですかね。家の都合で、ずっと持つことを許されなかったもの。もしかしたら気のせいかもしれないんですが、多分これはそうじゃないかな、って』

　──琴美は何かを最近知った。それが抵抗の理由だ。

『周りのみんなは当たり前のように持っているもの。でも私は持てなかったもの。どう持つのかも、わからなかったもの。それを手に入れてから、私は迷っていました。自分はどうすればいいのか、どう考えるのが正しいのか』

　──それは、他ほかのみんなが当然のように手に入れるもので。

『最近実は、隼人君が指輪の主であるという運命を凄すごく恨んでたんです。もし隼人君が指輪の主じゃなかったら、こんなに苦しむこともなかったのにって』

　──俺に、関係する。

『内緒です』

（あ……）

　隼はや人とは気付いた。

　琴こと美みが、何を迷っているのか。躊躇ためらっているのか。

　それはおそらく、隼人があまり見ようとしなかった琴美の気持ちだ。

　そして、それに気付けなかった理由は、おそらく隼人がその気持ちを無自覚に避けていたからだろう。

　──自分に向けられている（ような気がする）好意をどうするか。

　隼人もまた悩み、迷っていたから。

（だったら──）

　隼人は、琴美の気持ちを確かめるために、意を決して口を開く。

「あ、あの、先輩」「隼人君、お願いがあります」

　すると、琴美と言葉がかぶった。

　琴美が申し訳無さそうに言う。

「あ、さ、先にどうぞ。先輩」

　聞こうとしていたこともあって、隼人は気まずくなって先を促す。

　すると、琴美も気まずげに返した。

「い、いえ、隼人君の方から先に」

　そして、二人黙って互いの言葉を待つ。

　と、しばらくじっとしていると、ズシンと〈絶対防御泡ウオーターカプセル〉が揺れる。再び怪物が腕を動かし、隼人達の入った泡を何度も横殴りにしてきたのだ。

　両手で抱き留めるように支えていた琴美が姿勢を崩し、ますます隼人に密着する。

（こ、このままじゃやばい……）

　──早く先輩と契約しないと。

「ええっと、先輩。その、俺は先輩と契約が結びたいです！」

「え？」

「ど、どうですかね……」

　すると琴美は、顔を真っ赤にして俯うつむいた。

　先日胸を触らせてきた人間とは思えない仕草である。

「ど、どうっていうか……その」

　そして、琴美はしばらく考えるようにした後、

「……私、悩んでたんです。隼人君と契約としてキスをすると、自分の中にある初めての気持ちが、消えてしまう気がして」

　語り始める。

「だ、大事にしたかったんです。騎士じゃなくて、一人の女の子としてキスがしたいっていうか……。だ、だから、お願いがあります！」

「お、お願い、ですか？」

　琴こと美みがこくりと、深く頷うなずく。

「に、二回キスをください。普通の女の子の分と、騎士としての契約の分と。だ、駄目でしょうか」

「え、い、いえ、それは別に構いませんが……」

「だ、だったら……！」

　琴美が身体からだをグイっと隼はや人とに押しつけ、顔を近付けた。

　むにゅっと、琴美の大きな胸が隼人の胸に押しつけられる。

　二人の顔がますます接近し、息が触れ合う距離となる。

　隼人は、胸の鼓動が加速していくのがわかった。

　琴美が、震える手で隼人の手を掴つかんだ。

「……わかりました」

　隼人は頷き、琴美を強く抱きしめる。

「あっ……」

　琴美の吐息が隼人の唇にかかる。

　そして、隼人は琴美に顔を近付け──

　──そっと、唇を重ねた。

　瑞みず々みずしく温かい、琴美の唇。

　すると、琴美の方から顔を寄せて、自らの唇を強く押しつけてくる。

（んっ……）

　琴美が隼人を求めてくる。

　心の底から熱い何かが溢あふれてくるのはわかった。

　この時点で、もう二人の気持ちは繋がっていたのだろう。

　だが、一度ここで、隼人は琴美から唇を離す。

　琴美がわたわたとしながら恥ずかしそうに告げる。

「こ、これが私のファーストキスです」

「……そ、そうですか」

　隼人は以前、琴美が恋をしたことがないと言っていたことを思い出す。

　詩し愛あと同じクラスの椎しい子こが、縁結びの魔術を使っていた時のことだ。

『恋に……憧あこがれは、あるんですけどね』

　琴美はそんなことを言っていた。

　だったらまさしく、これは琴美にとってのファーストキスなのだろう。

　琴美が、潤んだ瞳ひとみで上目遣いに隼人に囁ささやく。

「一人の女の子として、隼はや人と君に奪ってもらえて嬉うれしかったです」

　琴こと美みがそう言った瞬間、隼人は心の奥で何かが、琴美と繋つながるような感覚を覚えた。

　間違いない。奏因予兆フラグの成立である。

「隼人君。これって」

　琴美も隼人と繋がったことを感じたらしく、自分の胸に手を当てると、驚いたように言った。

　隼人が首肯する。

「ええ。契約出来ます」

　琴美が再び緊張した面持ちで唇を上げて、ゆっくりと瞳ひとみを閉じた。

　隼人は、キスを待つ琴美へと顔を近付けていく。

　心の奥の琴美との繋がりが、どくんと心音に合わせて大きくはねる。

　琴美が、二度目なのにギュっと目を瞑つぶって身体からだを震わせ、隼人からキスされるのを緊張して待ち構えているのがわかった。

「先輩」

「隼人君……」

　隼人はもう一度、琴美にゆっくりと口付けをする。

　すると、隼人の唇と琴美の唇が重なった瞬間に、二人の身体が眩まばゆい緑色の光に包まれた。












　琴こと美みは初めて感じる契約の力に驚きよう愕がくする。

「凄すごい……まるで自分の身体からだじゃないみたい」

　明らかにそれまでとは違った自分の身体のスペックに感動する琴美だったが、すぐに今が危機的状況であったことを思い出して怪物を睨にらんだ。

　そして、身体に籠こもったエーテルを発散させ、絶対防御泡ウオーターカプセルを変形させる。

「っ！」

　カプセル状だった絶対防御泡ウオーターカプセルから、三百六十度全方位に向けて棘とげが伸びる。

　伸びた棘は泡を縛っていた長い怪物の腕を突き破り、千切れた腕を川に落とす。

　激痛が走ったためか、怪物が声にならない悲鳴をあげた。

「凄い、今までより自由に理パーマネントが扱えるようになってる」

　琴美はそのまま絶対防御泡ウオーターカプセルを巨大化させると、泡からげんこつを握った腕のようなものを作って怪物を殴った。クラーケンは柔らかい表面の皮膚をぐにょりと歪ゆがませると、そのまま壁に叩たたきつけられた。

　激突の衝撃でどかんと洞どう窟くつが派手に揺れ、怪物は意識を失ったのかその場に倒れる。

　琴美が得意気な表情で髪を払う。

「うふふ、ざっとこんなものですね」

「お見事です、先輩」

「いえいえ、凄いのは隼はや人と君の指輪の力です。まさかここまでだなんて……」

　琴美が内側から泡の膜に触る。

　すると泡は形を変えて、小さなボートの形状となって隼人達を上に乗せた。

「でも、これで自由に先に進めそうです」

　ボートはどうやら琴美の意思で自由に動かせるらしく、二人を乗せて川を走り始める。

　琴美と隼人は、ボートに座った。

「こんなことまで出来たんですね」

　水衣で出来たボートだが、手触りは無機質な本物と変わらない。

「水の上を滑っているだけですけどね。ただ、このような細かい変形はエーテルの消費が激しいですし、上う手まくやれないこともあるので、戦闘時なんかは決まった動きしかしないようにしてるんですよ」

「なるほど。それでもやっぱり便利ですよね、琴美先輩の理パーマネント」

「ありがとうございます。お祖じ父い様も言ってました、『男に便利な女と思わせたら勝ち』、と」

「そ、それは違う意味なんじゃないですかね」

　琴美は惚ほうけた顔で、自分の唇に人差し指をあてて何度もその感触を確かめる。

　そして、突然顔を真っ赤にして、隼人から視線を逸そらした。

「でも、と、とうとうしちゃいましたね」

「え？」

「初めて、奪われちゃったな、って」

「え、えっと、そ、そうですね」

「な、なんででしょう、急に恥ずかしくなってきました」

　隼はや人とは、急に照れだした琴こと美みの態度に自分も恥ずかしくなる。琴美の頬ほおは、今まで契約を結んだ誰だれよりも真っ赤だった。どうやら、よほど恥ずかしかったようである。

（ま、まぁ、自分の気持ちを俺に伝えたようなものだしな……）

　──隼人のことを、好きという気持ち。

　だが、困ったことに、今の隼人は琴美の気持ちに対して、何かしらの答えを出すことは出来なかった。

「あ、え、えっと、その、答えとかそういうのは、大丈夫ですから」

　すると、琴美が突然そんなことを言ってくる。

「……え？」

「気持ちへのお返事とか、無くて大丈夫です！　その、隼人君を困らせるために言ったわけじゃないですし、あくまでも今回のは契約のためで、その……」

　琴美があたふたしながら隼人に告げる。

　どうやら、琴美は隼人が他ほかのみんなからも好意を向けられ、そのことで困っていることを気遣ってくれているらしい。

「あ、は、はい」

　隼人も、どぎまぎとしながら琴美にそう答えた。

　今は答えを出せないし、どう出せばいいのかもわからない。正直この申し出は助かる。

　──いや、一人の男としては駄目なんだろうけどな。

　隼人は罪悪感を覚えつつも、王オーデインの活動なのだから仕方ないと、首をぶんぶんと横に振りながら割り切った。

（……しかし、これでみんなと奏魂の盟ソウルリンクを交わしたことになるわけか）

　ようやくメンバーとの契約も全すべて終わった。

　指輪を拾った当初に比べると、随分と力が上がっているのが自分でもわかる。

　さらに今は、更なる力を求めて試練の洞どう窟くつに潜っている。

（少しは戦えるようになるといいんだけど、あの三魔柱ばけもの達と）

　隼人は、先日戦った桁けた違いの強さを持った魔術師ウイザード達のことを思い出すと、握にぎり拳こぶしを作って、あの時歯が立たなかった悔しさを噛かみしめた。
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　それから十分ほどボートに揺られ、洞どう窟くつを奥へと進んでいくと、突然琴こと美みが声をあげた。

「隼はや人と君、この奥」

　琴美に言われて、隼人は洞窟の奥から不思議なエーテルの気配がすることに気付いた。

　生きているような、という表現が適しているだろうか。

　洞窟の奥から感じるエーテルの匂においはどこか生っぽい。たとえるなら血の臭においのような特有の獣臭さといったところだろうか。

「……妙なエーテルの気配ですね。しかも非常に強力だ」

「ええ。きっとこの先が試練の洞窟の最さい奥おう。この洞窟が危険と言われる所以ゆえんの場所です。悠久騎士フレースヴエルグが自分の心を覗のぞき、理パーマネントを持つ理由を再確認する場所」

「響ひびきさんが言っていた場所ですね」

（魔術師ウイザードになってしまう危険性があるとのことだったが……）

　隼人達がそのまま真まっ直すぐ進むと、水に浸つかっていない陸地が見えた。二人はボートから下りて、通路を更に奥へと進む。

　洞窟の壁のエーテルの気配も、次第に濃度を増していた。

　先程までは薄緑色くらいだった壁の色が、深みを帯びた深緑となる。そうして、それまで細い通路だった空間を抜けると、そこには学園の地下で見た青白い水晶が並んでいた。

　円状に並ぶ、人工的に柱の形に切り抜かれた結晶。

　奥には一際大きな柱のような形をした水晶が在り、異質なエーテルを周囲に発していた。

「あれが、試練の間へと通じる柱です」

「……試練の間？」

「はい。ここまでに仕掛けられていた数々のトラップ──そして試練。その最終地点が、柱の向こう側──別空間にある試練らしいです」

「別空間の試練……」

　隼人には、目の前の水晶がただの柱の形をした鉱物にしか見えない。少なくとも、どこかに繋つながる道のようには見えなかった。

「隼人君、ひとまずみんなを呼びませんか？　一度合流しておいた方がいいでしょうし」

「ああ、そうですね」

　隼人は頷うなずくと、騎士召喚サモン・フレースヴエルグを使うために指輪を構える。こうやってバラバラになってしまったとしても、エーテルさえあればすぐに合流出来るのは便利だった。

「──騎士召喚サモン・フレースヴエルグ」

　だが、なにも起こらない。

「……あれ？」

　隼人はもう一度騎士召喚サモン・フレースヴエルグを使う。

「……おかしいな」

　隼はや人とには十分なエーテルが残っているはずなのに、またしても何も起こらない。

「もしかして……もう中に居るのかもしれません」

「中に？」

　琴こと美みは頷うなずくと、部屋の中央の柱に近付いた。

　隼人も琴美を追いかける。

　すると隼人は、柱の中にとんでもないものが入っていることがわかった。

（な……なんだこれは……）

　隼人は愕がく然ぜんとする。柱の中には、埋め込まれるようにして少女がいた。

　長い黒髪と巫み女こ服。大和撫子なでしこ然としたその姿。年齢は中学生か、それとも小学生くらいだろうか、あどけなさの残る顔立ちの少女が、結晶の中で眠るように目を瞑つぶっている。

「先輩、これって……人間、ですか？」

　隼人は少女を、人形か何かだと思った。

　だって、こんなところに人間が入っているはずないのだから。

　だが、琴美はすぐに首を横に振り、哀かなしい顔で否定する。

「ううん、これはれっきとした本物の人間です。そして──」

「そして？」

　琴美がゆっくりと結晶に近付き、撫なでるように触れた。

　すると、途端に琴美の全身が淡く光り始めて、緑色の泡のようになってどこかへ消えてしまう。

「──なっ!?」

　隼人は周囲を見回したが、当然琴美の姿はどこにもない。

（……消えた？　どこへ）

　目の前の結晶に視線を戻すと、ゆっくりとそれに近付いた。

　そして、先程琴美がそうしたように、隼人も手を伸ばして結晶に触れる。

　その瞬間、隼人の視界がホワイトアウトした。

（──えっ!?）




　隼人の視界が戻ると、そこは洞どう窟くつではなかった。

　真っ赤な夕焼け、周囲には半壊したビル群。

　地面を見ると、朽ちた穴ぼこだらけの道路。

「え？　こ、これって……」

　慌てて周囲を見回す。

　これはいつも隼人が夢で見ている、あの滅びかけた街並みだ。どうやら琴美が言っていた通り、あの柱は他ほかのどこかへと続く道だったらしい。

　つまり、この崩壊した街並みこそが、琴こと美みの言っていた試練の間なのだろう。

（だけど、夢の中の景色が試練の間ってどういうことだ？）

　隼はや人とが夢で見ていた景色は、試練の間だったということなのだろうか。

　指輪の過去は、試練の洞どう窟くつにある試練の間に繋つながっていた？

　色々と考えるが、余計にわからなくなる。

（それに、柏かしわ木ぎ先輩はどこへ……？）

　ここが試練の間なのであれば、同じようにやって来た琴美も近くにいるはずである。

　だが、どこにも琴美の姿は無い。

「柏木せんぱーい！」

　隼人は、呼びかけるように大声で琴美の名前を呼んだ。

　けれど、どこからも反応は返ってこない。

　隼人は崩壊した道路を歩きながら、何か手がかりがないか探すことにした。

　荒廃した世界には人どころか生き物の気配がまったく感じられず、ただ崩れた街並みが続いているのみである。

　しかし、道路には自動車が転がっていることや、建物を覗のぞくと少し前まで人の住んでいたような形跡があり、初めから人が存在していない世界だったわけではないようだ。

　──まるで、急に人がいなくなってしまったかのような。

　そうして歩いているうちに、隼人はあることに気付く。

　壊れてはいるが、この街並みや地形に隼人は見覚えがあったのである。

（ええっと、あのビルって昔、子供の頃ころに隠れん坊をした覚えが……）

　右手に見える雑居ビルは、幼い頃に飛鳥あすかと忍び込み、遊んだ覚えのあるビルだった。

　確か、いくつかのオフィスが入っていたはずである。

（で、あそこの屋根が壊れて潰つぶれてしまっている建物。あれは確か、小学生の時に通っていた文房具屋で……）

　と、そこで隼人は気付く。

　この町は隼人にとって、幼い頃から慣れ親しんだ町だ。

　そして、今歩いているこの道は、隼人の家から学園に向かう途中の道である。

　つまり、この景色は──

「……結むすびヶが原はら？」

（いや、そんなまさか……）

　この景色は結ヶ原と酷似していて、そして夢で見る荒廃した街並みとも同じだった。

　つまり、隼人が夢で見ていた崩壊したあの町は、結ヶ原だったということになる。

　隼人はハっとなって自分の姿を見た。

　夢の中と同じように、ボロボロの学生服を着ている。

　そして右手には、〈律因の環ニーベルゲン〉が嵌はめられていた。

（どうしてこんな姿で……）

　隼はや人とはわけがわからなくなり混乱するが、すぐに自分が何故こうしてここを歩いていたのかを思い出してくる。

　この時の隼人が、この世界に対して何を考え、何に怒っていたのか。

　そう、怒っていた。

　──少し前までは人がいたのに、いなくなってしまったからだ。

　だから夢の中の隼人は、空に向かって呪のろいの言葉を叫んでいた。

　隼人は足を止めると、空に指輪を掲げて怨えん嗟さの言葉を吠ほえる。

「俺は魔ロ王キ！　覚えているがいい！　いつかきっと復ふく讐しゆうしてやる！　その時はきっと──」

　──隼人は思い出す。

　胸の底から、ぐつぐつと煮えたぎるマグマのような熱い怒りが沸き上がってくる。

　隼人は周囲を見回した。

　退廃してしまった結むすびヶが原はらの町。失われてしまった隼人の平穏。

（ああそうだ。俺は確か、あの時に復讐を誓った）

　──誰だれに？　そんなの決まっている。

　世界をこんな風にしてしまった奴やつ等らに対してである。

　だから隼人は魔術を使い、世界のシステムに仇成す魔ロ王キとなった。

　隼人が変えたいと思ったこと──それは、この世界の命運だ。

　世界は今のままでは駄目である。放っておくと崩壊してしまうからだ。

　だから、変えなければならない。

　この指輪の力を使って、世界を今のままではなく別の形へと。

　──変えたい。

　隼人の鼓動が大きく跳ねる。

　──変えたい。変えたい。変えたい。

　変えなければいけないのだ。救わなければならないのだ。

（そのために、俺は）

　──魔術師ウイザードになる？

　隼人はふと、世界を変えるために、自分が魔ロ王キになってしまっていたことを思い出す。

　世界の枠組みを護まもる悠久騎士フレースヴエルグではなく、世界の形を変える魔術師ウイザードへと。

　──いいや、違う。

　俺の場合は、そういうわけではない。

　魔術師になればいいというものでもない。

（だから俺は、魔術師ウイザードではなくて──）

　瞬間、隼はや人との視界が再びホワイトアウトする。




　気付くと、元の洞どう窟くつに戻ってきていた。

　先程までの荒廃した街並みはいつの間にか消え去り、夢でも見ていたかのようである。

（あれ……試練って、あれだけ？）

　隼人がきょとんとする。

　琴こと美みが言うには、試練の間における試練は、悠久騎士フレースヴエルグが魔術師ウイザードになってしまいかねないほどに危険なものであったはずだ。自身の理パーマネントの在り方──変えたいについて再確認させられ、心を揺さぶる試練と説明されていた。

（それなのに、こんなにあっさりと）

　きょろきょろと周囲を見回すが琴美の姿は無い。どうやらまだ試練の間から戻って来ていないようである。

（先輩は手間取ってるみたいだけど……）

　隼人はおそるおそる再び柱に触れたが、もう反応しなかった。

　どうやら使えるのは一度だけらしい。

（そもそも、これってどういう仕組みなんだ？　それに──）

　隼人は結晶の中の少女を見つめる。

（この少女は、結局誰だれなんだ？）

　清せい楚そな雰囲気を持ったうら若き少女。

　そもそも、何な故ぜ人が結晶に入っているのか。

　先程、琴美が何かを言いかけていたが、結局聞けずじまいだった。

（まぁ、先輩が戻って来てから聞けばいいか──それはともかく）

　隼人は、玲れい奈な達のことが心配だった。

　ここが洞窟の目的地だというのなら、最終的にここに辿たどり着いていなければいけないわけだが、いまだに玲奈達は来ていない。

（途中分かれ道が沢山あったし、迷っているのかな）

　と、その時、コツコツと足音が聞こえてくる。

（!?　玲奈達か……？）

　隼人が期待して、足音のする方を見る。

　だが、そうしてやって来たのは──

（──え？）

　印象的な縦ロールの髪と、線の細い整った顔立ち。

　ボンデージのような鎧よろいを着たその女に、隼人は見覚えがあった。

　もっとも、隼はや人とが出で逢あったのは七年前の彼女であったのだが。

「あら？　あなた一人だけですの？」

「柏かしわ木ぎ……鷹たか音ね……さん!?」

　隼人は思わず拳こぶしを握って身構える。この時代の鷹音と会うのは初めてだったが、七年前の彼女の面影がそのまま残っていたのですぐにわかった。

「どうしてあなたが……」

「わたくしがいたら不思議かしら。わたくしだって元は柏木家の人間、この洞どう窟くつの鍵かぎは持っていますのよ？」

「そうじゃなくて！　どうしてあなたがここにいるのかって訊きいてるんです」

　澄まし顔の鷹音に、隼人が吠ほえるように問う。隼人達が特訓のために洞窟を訪れたのに合わせて都合良く鷹音が現れたことは、決して偶然ではないだろう。

　しかし鷹音は疑問に答えることなく歩き出し、隼人へと近付く。

　そして、隼人ではなく柱に触れると、遠い目をして呟つぶやく。

「懐かしいですわね」

　隼人は、鷹音から視線を逃さないようにして後ずさる。

　鷹音は三魔柱ソフイアの一人だ。

　単純に考えて、香か澄すみや乃の亜あと同程度の戦闘力を持っていると推測出来る。

　以前とはいえ、隼人達全員がかりで全く歯が立たなかったあの香澄とである。

　そんな相手に、一人で戦うなんてどう考えても無謀だ。

　だが、他ほかの皆を呼ぼうにも、先程は玲れい奈な達を呼び出すことが出来なかった。柱に入る直前の琴こと美みの言動的に、試練の間にいる可能性が高い。

　そしておそらくは、琴美もいまだ柱の中である。

（どうする……？）

　隼人の額にじわりと汗が滲にじむ。

　必死に現状を打破するための方策を模索していると──

「この女の子が誰だれだかわかりまして？」

「え？」

　いきなりの問いに、隼人は呆あつ気けに取られた。

「この少女は柏木家の先祖なのですわ。柏木家が騎士であり続けるため、犠牲となった少女」

「……え？」

（この少女が柏木家の先祖……？）

　鷹音が難しい顔で柱に触れる。

「どうして柏木家には騎士しか生まれないと思います？」

「……え？　それは、そういう因果が根付いたからと聞いた気がしますが」

　──柏かしわ木ぎ家はそういう家系だ。

　隼はや人とはそう説明を受けていた。

　しかし、隼人の答えに鷹たか音ねはかぶりを振る。

「半分正解、半分不正解です。騎士しか生まれない因果を作り上げたのは、柏木家ですから」

「……作り上げた？」

「この試練の間を使ったのですわ。変身願望を覗のぞき込ませることによって、自分の中にある変えたいをより深く強固なものにする。元はといえば、この試練の間は騎士を強くするためではなく、柏木家の家庭から騎士を生み出し、それ以外を選別するためにあったのです」

「……選別？」

　戸惑う隼人に、鷹音が即座に頷うなずく。

　そうして、哀かなしそうに語り始める。

「ええ。かつて柏木家の娘には、十二歳になるとこの洞どう窟くつに来る決まりがあったそうです。そして、親族監視のもと試練の間を使い、理パーマネント使いとして覚かく醒せいした人間はそのままに、そうでない人間はこの洞窟への供物にされました」

「……供物？」

「そうです。試練の間を動かすエネルギーにするため、柏木家の娘達は洞窟の一部とさせられた。知ってました？　人の魂は、理の欠片ミスリルの代わりになりますの」

「え!?」

　隼人は一瞬、鷹音が何を言ったのかわからなかった。

　──人の魂が、理の欠片ミスリルの代わりになる？

（でも、そういえば以前──）

『……なるほど。ヌシの妹ならその手のものを持っておっても不思議ではないし、最悪人を霊媒に使うことも可能じゃからの。可能性の高い話じゃ』

　確か飛鳥あすかが掠さらわれた時に、こんな話をしていたことを思い出す。

「理パーマネントの力の本質は人の魂に近い。もっとも、物理的に解明したわけでも分析したわけでもないのですが、過去の実験例からいくつもそういった結果が出ているのです。ほら、なにかしら大きな奇跡を行おうとする時、うら若き少女を贄にえとして捧ささげる──そんなお話は読んだことはございません？」

　確かに隼人は、そういう本を読んだことがあった。

　だが、それはあくまで本の中の話だ。

「しかも、人の魂を犠牲にした理術具アーテイフアクトは、下手な理の欠片ミスリルを用いた兵器よりも強力。柏木家の先祖は、試練の洞どう窟くつがより強力な力を持つように出来損ないをこの洞窟の養分にし続けました。そうして蓄積されたエネルギーをもとに理術鍛冶ラタトスクが改良を続け、今日の試練の洞窟がありますの」

（え……？）

　隼はや人とは、ますます鷹たか音ねの話がわからなくなった。

　鷹音の話を要約すると、かつて柏かしわ木ぎ家は騎士になれなかった人間を、試練の洞窟という理術具アーテイフアクトの一部にしていたことになる。

「子を贄にえとして捧ささげ続けたのには二重の意味があります。試練の洞窟という理術具アーテイフアクトを稼働させるための霊媒の確保。そして、騎士でない人間を家系から排除することによって、騎士のみの家系と因果を紐ひも付ける意味ですわ。こうして、柏木家には騎士しか生まれないこととなり、また、一度騎士となった血筋だけが子を孕はらむことになります。柏木家が騎士となった背景はこれですわ」

「……ええっと……」

　隼人は、鷹音の話の真偽について考える。

　もしかして鷹音は隼人を動揺させるために、嘘うそをついているのではないかと。

「嘘ではありませんわよ。なんなら琴こと美みに聞いてみるといいですわ。あの子も多分、お母様に聞かされたはずですから」

「で、でも、先輩はそんな話は一度も……」

　鷹音が怖い表情で言い捨てる。

「わざわざ、そんな身内の恥みたいな話はしないでしょう」

（確かに、それもそうだ）

　わざわざ周囲にそんな気分の悪い話をする必要はない。

「でも、どうして柏木家はそんなことまで……」

「正義のため、ですわ」

「……正義のため？」

　鷹音が忌いま々いましそうに頷うなずく。

「誰だれかのため──ましてや世界の役にたてるなんてこれ以上ない悦楽ですわ。柏木家は、正義の悦楽を求める呪のろいにかかってしまいましたの」

　隼人には、鷹音が自じ嘲ちようしているように感じられた。

「その結果生まれたのが、我が子に騎士としての生き方を強いる──自由の無い家系」

　鷹音の表情が、哀かなしそうなものへと変わった。

「……だから、あなたは悠久騎士フレースヴエルグを辞めたんですか？」

　隼人の問いに、鷹音はゆっくりと首を横に振った。

「昔、友人が魔術師ウイザードになったことがありますの。理パーマネントに選ばれて、難病に苦しむ親を救うために魔術を使ってましてね。わたくしが彼女の魔術を阻止したことで、彼女は悲しみました」

　鷹たか音ねが哀かなしげに目を伏せる。

　当時の鷹音の悲しみはいったいどれほどのものだったのだろうか。

　幸いなことに、隼はや人とは今までそのような哀しい魔術師ウイザードと出会ったことがなかったが、言われるまでもなく、魔術を阻止するという行為は、誰だれかの願いを邪魔することに近い。

　長く続けていると、不幸な現場の一つや二つ見ることになるのだろう。

「その事件があってからというもの、わたくしは理パーマネントが上う手まく扱えなくなりました。そこで調子を取り戻すために訪れたのが試練の間です。でも、そこで気付いてしまいましたわ」

　そこで鷹音は一度深呼吸をする。

「自分が変えたいと思っているものの正体に」

　鷹音が変えたいと思っているものの正体。

　つまり──

「……柏かしわ木ぎ家の厳しい制約のことですか？」

　けれど、鷹音はすぐに首を横に振る。

「違いますわ。そうではないのです。制約が問題なのではなく、人に毒を与えてでも実りを得ようとする狂気が問題なのです。だって、それは──」

　鷹音が言いかけた時、隼人は背後に殺気を感じ、慌てて刃を形成しながら振り返った。

（──ナイフ!?）

　飛んできたナイフを、隼人は慌てて刃で叩たたき落とす。

　鈍い金属の衝突音が鳴り響くと、隼人の背中を狙ねらっていたナイフが地面に転がった。

「っ!?　誰だ!?」

　隼人と鷹音を取り囲むようにして、青い甲かつ冑ちゆうを纏まとった三人組が現れる。

　丸みを帯びたフルフェイス式の青い甲冑。肩部には鷹形のレリーフが刻まれている。

「ちっ、外したか。──接続コネクト、〈蘇る刃リバーススラツシユ〉」

　甲冑越しなのでくぐもっていたが、声は少女のものだった。

　少女が再びナイフを生み出して、隼人に向けて構える。

（こいつら、一体……）

　隼人は動揺しながらも自身を取り囲む甲冑の人物達を観察する。

　おそらく全員が理パーマネント使いだと思われるが、何な故ぜこのような場所にいるのかが理解出来ない。

（これも試練の一環か……？）

「あなたを狙ねらってきた刺客ですわ。接続コネクト」

　困惑する隼はや人ととは対照的に、鷹たか音ねは落ち着いたものだった。

　鷹音は〈漆黒の死鎌デスゲイズ〉を生み出すと、隼人と背中合わせになって、周囲の少女達に向かって鎌かまを構えた。

「……刺客？」

　隼人の命を狙いそうな相手に心当たりなどない。

　もしいるとしても、創世の執行者ニーズヘツグくらいのものだろう。

　隼人の疑問を察したのか、鷹音が予想だにしていなかった名前を口にする。

「護樹議会ヴアルキユリアの刺客ですわ。あいつらは悠久騎士フレースヴエルグですわよ」





■第五章　終鎖の水衣







　武器を構えた少女達が隼人と鷹音を取り囲んでいる。

　状況に困惑しながらも、隼人は牽けん制せいのために刃を構えた。

「悠久騎士フレースヴエルグって……どうして騎士が俺を!?」

　確かに、護樹議会ヴアルキユリアであれば試練の洞どう窟くつの鍵かぎを持っている人間がいてもおかしくはない。

　だが、肝心の隼人を襲う動機がわからなかった。

　鷹音が不敵に笑う。

「知れたことですわ。あなたが危険だと思ったからに決まっています」

「……え？」

　隼人は、鷹音の言葉の意味がわからず、思わず聞き返した。

「創世の執行者ニーズヘツグに奪われると大変なことになるかもしれないと思ったのですわ。だから、そうなる前に殺してしまおうとしたのでしょう」

「なっ──!?」

　言葉を詰まらせる隼人。

　正義のために戦っているはずの、悠久騎士フレースヴエルグの行動とは思えない。

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　俺は別に、魔術師ウイザードに味方するつもりも護樹議会ヴアルキユリアに敵対するつもりもないぞ！」

　隼はや人とが抗議するが、少女達は黙ったまま隼人を睨にらんでいる。

　どうやら何も言葉を交わすことなく、戦う気満々のようである。

（なっ……こいつら、本気か……!?）

　護樹議会ヴアルキユリアの情報を隼人はほとんど持っていなかったが、まさかこんな過激な集団だとは思っていなかった。しかも睨み合っただけでわかる。この少女達はかなり強い。おそらく、マトモにぶつかりあえば負けてしまうだろう。

「ここはひとつ、協力するというのはどうでしょう？」

「……協力？」

　鷹たか音ねが隼人の方は振り向かず、前を見たまま頷うなずく。

「ええ、そうです。彼女達が狙ねらっているのはあなたですが、きっとわたくしも狙ってくるでしょう。それにわたくしは、あなたに死なれては困ります。ですので協力です。あなたはしばらくの間、あのナイフを持った騎士のお相手をお願いします」

「……鷹音さんはどうするんです？」

「わたくしは、あとの二人を片付けてまいりますわ。その後、最後の一人も片付けるので、ご安心なさりますよう。せいぜい死なないよう時間を稼いでくださいませ」

　鷹音がそう言うと、息も吐つかぬ間に少女に飛びかかった。

「接続コネクト、〈一貫夜穿イツツボルグ〉」

　少女がとっさに、槍やりの形をした理パーマネントを生み出す。

　少女は鎌かまを持って突進してくる鷹音に対し、槍を下から突き出す。

　だが、少女の繰り出す槍の速度より鷹音の動きの方が圧倒的に速い。

　鷹音は身体からだを横にずらして槍を避よけると、そのまま胴体目掛けて水平に鎌を振り回した。

　少女の回避行動よりも早く、鷹音の鎌は容赦なく脇わき腹ばらを直撃し、甲かつ冑ちゆうを砕いた。

　鈍い金属の衝突音が聞こえたかと思うと、少女の身体はバットで打たれたかのようにふっ飛ばされ、洞どう窟くつの壁に叩たたきつけられた。

　その衝撃で、洞窟が大きく揺れて天井から砂が落ちた。

（流石さすがに強い）

　隼人は鷹音の戦う様をちらちらと眺めながら、彼女の強さに感嘆する。

（だけど──）

　もう一人の騎士が小銃の形をした理パーマネントを生み出す。

「〈理雨ノ銃ガンレイン〉！」

　騎士は小銃を構えて鷹音を狙った。

　鷹音は鎌かまで弾はじこうと刃を振るうが、刹せつ那な、銃弾が弾ける。

　散弾のように弾はじけた弾が、シャワーのように鷹たか音ねの全身を襲った。

「っ……！」

　鷹音は銃弾をかわすことを諦あきらめ、全身にエーテルを纏まとって身体からだで受け止める。ボンデージ姿の鷹音の肌に、かまいたちに刻まれたような切り傷が刻まれる。

　そこに、先程鷹音が壁に叩たたきつけた騎士が、飛び起きるように体勢を戻して突進してきた。

　鷹音はよろめきながら後退して、なんとか追撃を鎌でいなそうとする。

　だが、槍やりの穂先に触れた鎌の一部に、パンチで刳えぐり抜かれたように円形の穴が開いた。

「そういう力を持ってますの!?」

　どうやら騎士の持つ槍は、触れたものに穴を開ける凶悪な特性を持っているらしい。

「流石さすがは護樹議会ヴアルキユリア直属の悠久騎士フレースヴエルグ、少しは楽しめそうですわね……」

　鷹音は鎌にエーテルを注ぐと、鎌の刳り抜かれた部分を再生させる。

　どうやら楽勝とは言えないようだが、鷹音が三魔柱ソフイアの一人であり、でたらめな強さだった香か澄すみや乃の亜あと同格ということを考えると、今対たい峙じしている二人の騎士もかなりの強さだということになる。

（あの騎士達はそこらの騎士とは違う）

　そもそも、あれほどごつい甲かつ冑ちゆうを着ているにもかかわらず、至近距離に迫るまで隼はや人と達に気配を悟らせなかったのだ。そのことからも相当な使い手であることは疑いない。

（せいぜい死なないようにとは言われたけど）

　試練の間とやらは済ませたし、琴こと美みとも奏魂の盟ソウルリンクを結んだ。一人で二人を相手にしている鷹音に遅れを取るようでは、とてもじゃないがこれから三魔柱ソフイアを相手にするなんて出来ない。

（一人くらいなら！）

　そもそも隼人には、指輪の力があるのだ。

　予見書で世界を救うとされているほどの強力な力。

　──普通の騎士相手に負けている場合ではない。

　隼人は残りの騎士と対峙する。

　二人の間に張り詰めた空気が充みち──先に動いたのは騎士の方だった。

　騎士は理パーマネントであるナイフを隼人の胸に向かって投げつける。

　正確に真まっ直すぐ飛んできたナイフだが、だからこそ隼人にはその軌道が読みやすい。

　あっさり刃で弾くと、先程鷹音に弾かれたナイフ同様、虚むなしく地面に転がった。

（様子を窺うかがっているつもりだろうか）

　隼人は自分から仕掛けようか悩んだが、罠わなの可能性もある。

　隼人が躊ちゆう躇ちよしていると、騎士が、今度は両手を使って再びナイフを呼び出した。

「──接続コネクト、〈蘇る刃リバーススラツシユ〉」

　騎士は右手に二本、左手に二本の計四本のナイフを指で挟んで構える。

（あのナイフ、無限に出てくるのか──？）

　次々に現れる騎士のナイフに隼はや人とは戸惑うが、今のところナイフはそれ以外の特性を見せていない。ただそれだけであれば、何本出そうが避よけるなり弾はじくなりすればいいだけの話ではあるのだが──

（相手が何を狙ねらっているのか）

　隼人には、騎士の少女が持つナイフの力がそれだけだとは思えなかった。

　他ほかの二人は二人がかりとはいえ、鷹たか音ねと良い勝負を繰り広げている。

　その二人と一緒にいた彼女が、これだけで終わるはずがない。

　隼人は罠わなを警戒しながら、自ら仕掛けるか悩みつつ、騎士の様子を窺うかがった。

　すると、またも先に騎士が動いて、ナイフを再び放ってくる。

　まずは右手に持っていた二本、続けざまに左手の二本。

（これはチャンスだ！）

　隼人は飛んできたナイフを刃で防ぐと、すぐさま武器の無くなった騎士へと飛びかかった。

　騎士の呼び出せるナイフの数の上限はわからないが、もう一度生み出すのには時間がかかるだろうし、その間のタイムラグが存在するはずだ。

（その隙すきを狙って一気に攻め込めば……！）

　そう隼人が、騎士との距離を詰めようと跳躍した──瞬間。

　バリンと〈救世機巧グラムグリーム〉の割れる音が響いたかと思うと、背中に鋭い刃物が突き刺さったような痛みが隼人を襲った。

（なっ──ぁっ!?）

　しかも、痛みは一回では済まなかった。

　二度、三度、四度、五度、六度と続く。何度も何度も鋭利な何かが突き刺さってくる。

　そのあまりの激痛に、隼人の意識が思わずショートしそうになる。

（っ！　んなっ……！）

　そこで隼人は、自分の背中を突き刺しているものの正体に気付く。

　先程騎士が投げ、地面に落ちていたナイフだ。

（あのナイフ、持ってなくても自由に動かせるのか……！）

　どうやら、遠隔操作が可能らしい。

「……勝負あったな」

　フルフェイス越しのくぐもった声が、得意気に勝利を告げると同時、隼人の背中に刺さっていた六本のナイフが宙に浮かび、頭上に集まり始めた。

　もう一度串くし刺ざしにして、トドメを刺そうとしているのだろう。

「──接続コネクト、〈蘇る刃リバーススラツシユ〉」

　騎士が右手と左手に三本ずつ、もう一度ナイフを出現させる。現在、この場には合計十二本のナイフが存在することになる。

　数を増やして、隼はや人とが逃げられないようにしているのだ。

　騎士が横を向き、鷹たか音ね達の戦いを確認する。

　鷹音は隼人の危機に気付いて助けに入ろうとしていたが、二人の騎士に上う手まく遮られてしまっていた。

　騎士は勝利を確信したらしく、満足そうに頷うなずいた。

「これで終わりだな」

　そう言うと、騎士は持っていた六本のナイフを放った。

　今までは奇を衒てらうことなく真まっ直すぐに隼人に向けて飛んでいたナイフだったが、今回は違った。空中で一度静止すると、隼人を取り囲むようにして四方から襲いかかる。

　同時に、宙に浮いていた六本のナイフも直下する。

（避よけようがない、か）

　朦もう朧ろうとする意識の中で、隼人は絶体絶命を自覚する。

　このままではどう足あ掻がいても、ナイフを避けきれないだろう。

　だが、だからといって隼人は諦あきらめているわけではなかった。

（……こういう状況だからこそ、出来ることだってある！）

「──勇壮不屈リベンジ！」

〈律因の環ニーベルゲン〉に莫ばく大だいなエーテルが収束して、刻まれていた樹きのレリーフがウルズのルーンへと変わった。

　勇壮不屈リベンジ。窮地に追い込まれれば追い込まれるほど隼人の戦闘能力を引き上げる力だ。

　瞬間、隼人は飛んでくるナイフをすべて鎧よろいで受け止めた。

　さきほどは鎧を貫通したナイフが、今度は〈救世機巧グラムグリーム〉の装甲に弾はじかれる。勇壮不屈リベンジの力によって増した隼人の力が、〈救世機巧グラムグリーム〉の防御能力を格段に引き上げたのである。

「なっ……!?」

　護樹議会ヴアルキユリアの騎士が、〈救世機巧グラムグリーム〉にナイフが弾かれる様を見て一驚する。

（今だ！）

　隼人は、驚き戸惑う騎士の隙すきを狙ねらって飛び込んだ。

　当然、騎士は慌てて反応するが、ある程度間合いを詰めさえすれば、隼人の攻撃を避けることはほぼ不可能だ。

「確世歪曲リーデイング！」

　隼人の脳裏に未来が映る。

　これまでの未来映像は三秒先までだったが、試練の間の効果が出ているのか、今の隼はや人とには五秒先まで見えるようになっていた。

（指輪との繋つながりが強まったから、より力が引き出せてる──!?）

　隼人は、さきほど自分の変えたいを再確認したことによって、指輪との繋がりが増していることに気付いた。

（──いける！）

　どうやら騎士は、後ろに下がって隼人の刃を避よけようとしていたようなので、隼人は慌てずに距離を詰めるために踏み込む。

　そして、騎士が無防備になったところを腕わん部から伸びた刃で十字に斬きった。

「っ……ああああっ！」

　不意を突かれ、刃で刻まれた護樹議会ヴアルキユリアの騎士は、小さく呻うめいた後に膝ひざを折って倒れた。

（勝った、のか？）

　少女の出していたナイフが消えていく。どうやら騎士は戦闘能力を失ったらしい。

　一時はどうなるかと思ったが、どうやら上う手まく行ったようだ。

　ホっとした隼人がすぐに鷹たか音ねの方を見ると、そちらも戦闘が終わったらしく、パンパンと両手を払いながら余裕の表情で隼人を見ていた。

　鷹音の足下には意識を失った騎士二人が転がっている。

「どうやら上手く退けたみたいですわね」

　鷹音は「ふう」と大きな溜ため息いきを吐つくと、鎌かまを仕舞って隼人の方へと歩いてくる。

「しかし、よく一人でなんとかなりましたわね。流石さすが、王オーデインと言ったところでしょうか」

「……そちらこそ、よく一人で二人も相手出来ましたね」

　隼人が戦ったのは一人だが、鷹音が相手にしたのは二人だ。

　鷹音に比べれば、隼人の戦いなんて大したことがないだろう。

「それに、俺は全然無事じゃありませんよ。背中をやられちゃいましたし。……と、ってて」

　隼人は座り込み、自分の背中をさする。

　勇壮不屈リベンジの効果で痛みを忘れていたが、背中の傷のダメージは瀕ひん死し級である。それが今、効果が切れたことで、隼人の身体からだに再び激痛が走ったのだ。

　出血も止まらず、このまま放っておくと大変なことになってしまうだろう。

「油断をするからですわ。悠久騎士フレースヴエルグとして、まだまだ場数が足りませんわね」

「ふふ」と、鷹音が笑った。

（悠久騎士フレースヴエルグの先輩に諭されてるみたいだな……って、一応は元先輩になるのか）

「ま、心配なさらないでください。向こうについたら治療をして差し上げますから」

「……向こう？」

「ええ。今からあなたは、わたくしとともに帰りますの。〈創世の執行者ニーズヘツグ〉のところへ」

（──！）

　隼はや人とは身の危険を感じて、とっさに立ち上がって距離を取った。

「そう怖い顔をしないでください」

「するに決まっているでしょ。いきなり何を言い出すんですか！」

　隼人が動揺しながら言うと、鷹たか音ねが事も無げに告げる。

「先程質問されましたわよね。『どうしてわたくしがここにいるのか』と。その解答は至極簡単ですわ。わたくしがここに来た理由。それは、魔ロ王キであるあなたを〈創世の執行者ニーズヘツグ〉のもとへと連れ帰るためですわ」

「なっ──」

　隼人は驚きよう愕がくしたが、考えてみれば一番わかりやすく、当然の理由だった。

　創世の執行者ニーズヘツグが持っているという予見書、〈魔王の詩篇セームンド〉。

　そこに記されているらしい、魔術師ウイザードを救う存在としての指輪。

　だから、創世の執行者ニーズヘツグが隼人を掠さらおうとしても、なんら違和感はないのだ。

「創世計画もいよいよ大詰め。そしてわたくし達の創世計画には魔王の力が必要ですわ。だから、あなたが護樹議会ヴアルキユリアに殺されてしまわないように、わたくしは魔王を保護してくるように言われてますの。だからここまで迎えに来た」

「っ！」

　隼人は、背中の痛みを堪こらえながら、鷹音から逃げるように後ずさった。

　だが、隼人が一歩後ろに下がると、それに合わせて鷹音が一歩前に出て間合いを詰める。

　隼人が一歩下がって、鷹音が一歩前に出て──

　そうしてついには、隼人は壁際まで追い詰められてしまった。

「うふふ、逃がしませんわよ」

（っ……！）

　隼人の額からじわりと汗が滲にじみ、落ちる。

　先程の騎士との戦いで、隼人はエーテルを切らしてしまっている。〈救世機巧グラムグリーム〉から形成していた刃も消えていた。この状況だと、まともに戦うことすら出来ないだろう。

　一方鷹音は、二人の騎士と戦った後だというのに、まだ余裕がありそうだ。

（今度こそ絶体絶命か……）

　鷹音が隼人の眼前まで迫り、鎌かまを持っていない方の手でグイっと顎あごを掴つかんだ。

　そうして、キスが出来るくらいの距離まで顔を近付ける。

（……っ！）

　鷹音の細く鋭い目が、どこか妖よう艶えんに隼人の目を見据えていた。うなじからは甘いバニラ系の匂においも香ってくる。

　大人っぽい鷹たか音ねの雰囲気に、隼はや人とは思わずドキリとしてしまう。

「別に、取って食おうというわけではありませんわ。ただ、魔王としてわたくし達に協力して欲しいだけ。悪いようにはしません。黙ってついてきてさえいただければ乱暴もいたしませんわ。でももし、きていただけないとなると──」

　鷹音が、鎌かまの刃を隼人の背中の傷口に当てた。

　先程ナイフで抉えぐられた部分に冷たい刃が触れ、隼人は思わず激痛に顔を歪ゆがませる。

「ぐっ、あっ……！」

　隼人が苦しむのを見て、鷹音が口の端を吊つり上げて楽しそうに笑う。

「──乱暴してしまうことになりますわ。おわかりです？」

（く……そ……）

　再び、隼人の意識が飛びそうになる。

　あまりの激痛に、隼人は「やめてくれ」と懇願しそうになったが、目を瞑つぶって耐えた。

　もし敗北の言葉を言ってしまうと、鷹音の思うツボになると思ったからだ。

「ほら。素直に負けを認めては？」

　──だが、そう長く耐え続ける自信はない。

　たとえこのまま首を縦に振らなくても、じきに隼人は痛みで意識を失ってしまうだろうし、そうでなくても無理矢理連れていくだけだろう。












　であれば、さっさと鷹たか音ねの要求を呑のんでしまった方が楽なのでは。

　隼はや人との脳裏をそんな思考が過ぎるが、すぐにかぶりを振って否定する。

　──いいや、まだだ。まだ、時間を稼ぎさえすれば、もしかしたら。

　と、隼人が考えていた時、

　急に、柱が強くエーテル色の発光をはじめた。

　鷹音は隼人を鎌かまで責めるのをやめて、柱の方を見つめる。

「誰だれか来ますわね」

　隼人も朦もう朧ろうとした意識の中で柱を見た。

　すると、柱の周りにいくつかの人間の形をした光が生まれる。

　光は徐々に実線を生み出して、やがて隼人にも見覚えのある女の子達の姿になった。

　玲れい奈な、飛鳥あすか、あかり、そして詩し愛あの四人である。

　突然のことに四人は一瞬だけ戸惑ったが、鷹音に襲われそうな隼人に気付きハっとなった。

「な、なんで柏かしわ木ぎ先輩のお姉さんが──は、は、隼人を!?」

「に、にーさん!?　何してるの!?」

「何って……そりゃ……」

　隼人の返答を待つことなく動いたのはあかりだ。

　あかりは状況を把握すると同時に〈土龍槍ギガトンランス〉を生み出して鷹音に飛びかかる。

　鷹音はとっさに振り向くと、あかりの槍やりを鎌の反り返りで受け止めた。

「今日は槍使いに縁がありますわね。お久しぶりです、あかりちゃん」

「……久しぶり、柏木先輩」

　あかりと鷹音が睨にらみ合いながら刃をぶつける。

　激しい金属の衝突音が響いた。

「……今日は何な故ぜここに？」

「先程本人にもお伝えしましたが、夕ゆう霧ぎり隼人を頂いて帰りたいなと」

「それは無理。──〈咆哮する土龍エーテルボム〉！」

　あかりが渾身の一撃を放つ。

　エーテルの砲弾が鷹音に直撃して、小爆発を起こした。

　目の前で鷹音を巻き込んだ爆発が起こり、隼人は一瞬視界を失ってしまう。

　同時に、グイっと何かが隼人の手を引っ張った。そして、隼人は何かに引っ張られるように、そのまま宙へと持ち上げられる。

「夕霧君、怪け我がはない？」

　手の主は詩愛だった。どうやらあかりの攻撃に乗じて助けに来てくれたらしい。

「ああ、大丈夫。ありがとう藍あい田だ」

　詩し愛あは玲れい奈な達のいる柱の傍そばまで隼はや人とを抱えて移動する。そして、隼人を地面に横たわらせると、護まもるように鷹たか音ねに構えた。

　直後、先の砲撃によって巻き起こされた砂煙の中から、あかりが弾はじき出されるように吹っ飛んできて、隼人達の後ろの壁に派手な音を立てて叩たたきつけられる。

「あかりちゃん……!?」

　隼人は思わず叫ぶ。

　やがて砂煙が晴れると、そこには不敵に笑う鷹音の姿があった。

「ふふ、なかなかやりますわね。まさかあそこまで思い切りが良いなんて、少々油断してしまいましたわ」

　どうやら爆風の中で、鷹音はあかりと形勢を逆転させていたようだ。

　しかも鷹音はほとんどダメージを受けていないように見える。

（やっぱ化け物だな……でも）

　だが、余裕そうにしている鷹音の両サイドには、次の影が迫っていた。

「なーに余裕こいてんのよっ！」

「にーさんになにしてたんですかっ！」

　玲奈と飛鳥あすかが剣と斧おのとで挟撃を仕掛ける。

　迅速で完かん璧ぺきなチームワーク。鷹音に逃げる隙すきを与えないほどの猛攻。

　しかし鷹音は動じることなく、自分に迫る二人の動きを素早く睥へい睨げいすると、

「幽幻の影徒ダブルフアンタズム！」

　影を実体化させて分身する。

　二人になった鷹音は、それぞれが玲奈と飛鳥に鎌かまを振るった。

　玲奈の剣と鷹音の鎌、飛鳥の斧と鷹音の鎌が、それぞれ激しく刃を重ね合わせ、金属の摩擦音を鳴らす。

　玲奈が顔をしかめながら、鷹音を睨にらむ。

「でも、これでようやく五分五分よ！」

　だが鷹音は、余裕そうにくすりと笑った。

「それは力量が同じ場合の話ですわ」

　刹せつ那な、二人の鷹音が高速移動を始め、玲奈と鷹音に猛撃を加え始めた。

　玲奈や飛鳥の攻撃を大きく上回るスピードで、鎌による怒ど濤とうの連撃を繰り出される。

「なっ……！」

　速度に自信はあったはずの玲奈が、鷹音の大振りな鎌によるラッシュに驚きよう愕がくする。

　ステップを踏むように薙なぎ、舞うように鎌かまを振り回す。

　鎌に灯ともったエーテルが宙にいくつもの孤月を描いた。

　つい今しがた、並以上の強さを持った騎士二人を倒したばかりとは思えない機敏さだ。

　まるで消耗しているようには見えない。

（でも、消耗してるのは玲れい奈な達も同じか……）

　鷹たか音ねの〈漆黒の死鎌デスゲイズ〉の連撃が、飛鳥あすかの〈勇壮の鷲鎧アルゲンタヴイス〉の甲かつ冑ちゆうに大きなヒビを入れた。

「なっ……！」

　呆あつ気けなく損傷する飛鳥の鎧よろい。

「……疾円斧ヤブサメ！」

　飛鳥は慌てて斧おのを鷹音に向かって投げると、逃げるように距離を取ろうとする。

　だが、鷹音は飛んできた斧を難無く鎌で弾はじくと、すぐに飛鳥を追いかけてきた。

（そうか、飛鳥の奴やつ、さっき騎士覚醒アウエイクでエーテルを使いきったばかりだから）

　あれからしばらく経たっており、多少はエーテルを回復出来たのだろうが、当然まともに戦えるほどのものではないだろう。

　飛鳥を庇かばうため、とっさに詩し愛あが鷹音に向かった。

「重力の万力グラヴイテイボール！」

「そんなもの効きませんわ！」

　鷹音が鎌を横に一いつ閃せんすると、詩愛の重力の万力グラヴイテイボールを二分して、霧散させる。

「まだまだ！　重力加速グラヴイテイアクセル」

　だが詩愛は、気にせず重力靴グラヴイテイシユーズの力で加速すると、鷹音に勢いを乗せた蹴けりを放った。

「なかなか良いコンビネーションですわね、でも！」

　今度は詩愛の靴と鷹音の鎌が衝突し合い、激しくエーテルの火花を散らす。

　詩愛の巧みな蹴りは、しかし玲奈や飛鳥の攻撃でもそうだったように、あっというまに鷹音に凌しのがれてしまうが──

「……激動する大地アースクエイク！」

　そこで、あかりが地面を揺らす。既に空を飛んでいた玲奈と詩愛には影響がなく、二人の鷹音だけが不意打ちの振動に思わず怯ひるんだ。

「こしゃくな真ま似ねを」

　玲奈が再び斬きりかかる。

「こっちだって強くなってるのよ！」

「……もう負けない」

　息の揃そろったチームワークに、押され気味になる鷹音。

（行けるか……？）

　隼はや人とはそんな戦闘の行方を、霞かすむ意識の中、何も出来ない自分をもどかしく思いながら見守っていた。

　確かに一見、勝負の流れはかなりこちらに傾いたようにも感じられるが、これは奇襲が成功したことによる一時的なものだろう。

　その証拠に、鷹たか音ねはすぐに玲れい奈なと詩し愛あを押し返すようになっていた。

（それでも、以前と比べてずいぶんと強くなってる……）

　洞どう窟くつの試練のたまものか。せめて、もう一人戦力がいれば。

　隼はや人とは、試練の間へと繋つながる柱を見つめる。

　柱は仄ほのかにエーテル色に発光を続けていた。

（……先輩）
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　琴こと美みが辿たどり着いた試練の間は、ただひたすらに暗くら闇やみで満ちていた。

　そんな暗闇の中に一人ポツンと佇たたずむ琴美は、周囲に浮かんでは消える不可思議な映像をぼうっと眺めていた。

　その映像は、もしかすると手に入ったのかもしれない、騎士の家に生まれなかった場合の自分の暮らしだった。

　朝、だらだらと起きた琴美を出迎える父と母。

　テレビを見ながら朝食を食べて、姉である鷹音と一緒に登校する。

　放課後は友達と遊んだり、もしくは自由な部活を楽しんだり。

　早朝から柏かしわ木ぎ家の習い事をやらされ、放課後は生徒会長を務め、その後は悠久騎士フレースヴエルグ活動をする──なんてことはなく。

　時には、恋をしてみたりもする。

　男の人──隼人と一緒に手を繋いで下校し、商店街で買い食いをする。

　休日は映画館でデートだ。水族館もいいかもしれない。

　そんな、普通は手に入ったであろう学生としての生き方を堪たん能のうする、柏木琴美の姿があった。

（これは……）

　ここは試練の間。そして試練の間が見せるのは、理パーマネントの所以ゆえん。つまり、琴美の変えたいである。

　今、映っている映像こそが、琴美が心のどこかで理パーマネントを使って変えたいと思っていたもの。

　つまり琴美は、普通の女の子に憧あこがれ、そういう生き方に変わりたいと思っていたことになる。

　だが琴美は、その映像を見ても動じることはなかった。

　察しの良い琴美は、何となくわかっていたのだ。

　だが、それでも決して自ら、見ようとはしなかった気持ち。

　──出来れば気付きたくなかった。

　琴こと美みは改めて、そんなことを思った。

　と、その時──

　琴美の前に霊媒にされていた少女──柱に埋め込まれた柏かしわ木ぎ家の先祖が立っていた。

　巫み女こ服を着たうら若き少女は、琴美を見上げながら口を開く。

「これが、柏木家に生まれしものの宿命」

　少女の声色に、一瞬琴美はビクリとした。

　その声に琴美はとても聞き覚えがあったのだ。

　遥はるか昔、一度も出で逢あったことのない少女の声を琴美が知る由はない。

　だが、すぐに琴美はそれが誰だれの声なのか気付いた。

　──私の声だ。

　普段はあまり聞かないので耳馴な染じみが薄いものの、時々受話器を通じて向こう側から聞こえる自分の声。

　少女の声は、琴美の声そのものだった。

「柏木の家が子供を厳しく育て自由を奪うのは、何よりも呪いをかけるため。普通の女の子としての幸せを奪い、普通への欲求を抱かせる」

「……え？」

　少女が琴美の顔を真まっ直すぐに見据える。

「つまり、家や自分のことを嫌いにさせるの。変えたいって思わせるの。そうすれば理パーマネントにだって選ばれやすくなるし、家に対する反抗的な気持ちが強くなるほどに力も強くなる。──これが、柏木家の呪のろい」

「呪い……」

　──自由への枯渇。普通への渇望。

「柏木の娘は、小さな鳥とり籠かごに閉じこめられた鳥のようなもの。そして、外に出たいと思う気持ちを利用して、騎士の大義を背負わせる」

　琴美の目の前の少女が、すうっと手を上げた。

　すると、少女が二人に増え、三人に増え、四人に増え──

　闇やみの世界で、何人もの少女が琴美に対たい峙じする。

「柏木家は呪われた家系。この試練の間も、私達の犠牲があって成り立っている。──ねぇ、あなたはそれでもまだ、騎士を続けるの？」

　琴美の心がずきりと痛む。

　柏木家は間違いなく、娘である琴美を利用している。

　利用して、家の機能を維持しようとしている。

　正義のため。樹術式を護まもるという柏木家の義務のため。

　琴こと美みの額から汗が噴き出す。

　少女が、そんな琴美を見て妖よう艶えんに笑う。

「うふふ」

　琴美は少女の嬉うれしそうな笑みを見て、確信する。

　──ああ、そうか。この子達は、柏かしわ木ぎ家に恨みがあるんだ。

　そしておそらく、そんな彼女達の怨おん念ねんと因縁を知り、柏木家の咎とがを見せつけられるのが、この試練の間という場所なのだろう。

　琴美はじっと考える。

　このような事実を知ってまでも、柏木家の悠久騎士フレースヴエルグでいるのか。

（私は……）

　琴美は、鷹たか音ねが魔術師ウイザードとなってしまった事実を思い出す。

　鷹音は真面目まじめで繊細だった。

　だから、柏木家の本質を試練で再確認してしまい許せなかったのだろう。

　──この子達の恨みを、柏木家の狂気を真まっ直すぐに見てしまったから。

　鷹音は試練の間を作り上げるために犠牲となった少女達のことを、試練の洞どう窟くつに入る前に聞かされてはいなかったと琴美は聞いている。

　琴美が知っているのは、失しつ踪そうした鷹音のことについて調べる際に、リピカから試練の間の仕組みについて聞かされたからだ。

　自らの子供を、犠牲にし続けてきた柏木家。

　意図的に子供の自由を奪い抑圧して、不満を契機に家の義務を成そうとする柏木家。

　そのような惨むごたらしい育て方をされたと知って、嫌いになるなという方が難しい話だ。

　呪われた家だと思っても、仕方がない。

　だが、琴美はそれでも──

「……私は、騎士でいます」

　少女が意外そうな顔をする。

「どうして？」

「それでも、仕方がないと思うからです。だって、世界が壊れてしまうかもしれない危機があったとして、それを見張るために犠牲になる人が出ても、それはきっとそういうものだと思ってしまうんです。私は、この世界が魔術によって如い何か様ようにも揺らぐのを見てきました。月が消えたり、時間が昔に戻ったり」

　琴美が、苦笑いを浮かべて少女に告げる。

「ネジが一本抜けただけで、世界はいくらでも形を変えます。みんなが思っているよりもずっと、世界は繊細だと思うんです。だから私達は、世界を護まもらなければならない。悠久騎士フレースヴエルグとして」

　少女の顔から、笑みがすうっと消える。

「本当にそれでいいの？」

「ええ。確かに私は自由も欲しい。そういう自分に変えたいと思っているのは確かです。でも、それよりずっと、私には変えたいものがあります。だから」

　──騎士であり続けなければいけない。

（そうして、私は──）

　──変えるのは、この負の連鎖だ。

　琴こと美みがそう考えた瞬間、突然周囲の景色が切り替わった。

　真まっ暗くら闇やみな空間から、琴美にとって物もの凄すごく見覚えのある景色へと切り替わる。

　それは夜の闇に沈む柏かしわ木ぎ家の庭だった。

　枯山水のすぐ傍そばに立つ大きな柏かしわの木の下にいる鷹たか音ねと響ひびきを、月明かりと灯とう籠ろうの光が優しく照らしている。鷹音はまだ若く、つい先日七年前で見た姿と変わらない。

　鷹音と響、二人の表情は真剣で強こわ張ばっている。

　夜更けだというのに鷹音は外出用の私服を着ており、その手には大きな旅行鞄かばんがあった。

　対する響は、室内着として使っている着物を着ている。そして、そんな二人の様子を遠くから見つめていたのが幼い頃ころの琴美だ。

　琴美は当時のことを思い出す。鷹音が試練の洞どう窟くつへと出向いた夜──柏木家を出て行った日のことだ。

　あの日、夜風に当たろうと庭に出た琴美は、響と鷹音の姿を見つけたのだった。

「本当に行くの？」

　険しい表情の響が悲しげに問う。

「止めなくていいんですの？」

　質問に質問で返した鷹音に対し、響は作り笑いを浮かべて首を横に振る。

「どこに行くかはわからないけど、あなたが決めたのなら仕方のないこと。少なくとも今のあなたはまだ、私達に行動を咎とがめられる何かをしでかしたわけじゃない。家出を止めるのは母の義務だけど……どうしても出て行くというのなら、仕方ないわよね」

　鷹音は一瞬、唖あ然ぜんとした後に苦笑する。

「お母様のそういうところ、尊敬していますし好きですわ。あまりこの家に向いているようには思えませんけど……」

「それは仕方ないじゃない。子供は家を選べない。私だって、別に好きでこの家に生まれて来たわけじゃないもの。最低限の義務くらいは、果たさせてもらってるけどね。それに──」

　響の表情が、作り笑いから本物の笑みに変わる。

「家や世界も大事だけど、娘だって大事ですから」

　鷹たか音ねは、そんな響ひびきの言葉を聞いて笑った。

「わたくしは、柏かしわ木ぎ家に生まれて来たことは恨んでますし後悔もしてますけど、お母様の娘として生まれて来たことだけは良かったと思ってますわ」

「そう言ってもらえると嬉うれしいわね」

「琴こと美みにも伝えておいてくださいませ。『あなたの姉に生まれて良かった』と」

　──そう、変えなければならない。

（私が変えるのは、変えたいのは）

　──再び、家族みんなで一緒に暮らせる世界だ。

（だから、私は──）

　──柏木家の呪のろいを洗い流す、自由な水衣を渇望して。
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　一進一退、やや劣勢。

　玲れい奈な達のチームワークによる不意打ちも、次第に鷹音に行動パターンを見切られるようになってきて、通用しなくなっていた。

　純粋なパワーゲームであれば、やはり鷹音に分があるのである。

　玲奈が痺しびれを切らせて勢い良く踏み込んだ。

「このっ！」

「風かざ見みさん、駄目！」

　詩し愛あが、玲奈の踏み込みが迂う闊かつなことに気付いて思わず諫いさめる。

　だが、間に合わない。

　鷹音の鎌かまが玲奈の鎧よろいに直撃する。

　──パキンッ！

　鈍い音とともに、玲奈の鎧の一部が割れ、金属片となって床に落ちる。

「なっ……」

　玲奈も既にエーテルが枯渇寸前だったので、耐久力が下がってしまっていたのだ。

「油断しましたわねっ！　このまま押し切って差し上げますわっ！」

「……そうはさせないわよっ！」

　隼はや人とは、玲奈達の戦闘を見ながらやきもきしていた。

（っ！　せめて俺が手伝えれば……！）

　今の隼人はエーテルが尽きていて、まったく手助け出来るような状態ではない。

　だが、だからといって指を咥くわえて見ているわけにもいかない。

　隼人は、朦もう朧ろうとする意識の中なんとか立ち上がり、僅わずかに回復したエーテルを指輪に掻かき集めた。

（一撃くらいなら）

　隼はや人とがそう思い、拳こぶしを握りしめ、駆け出そうとしたその時──

　柱が眩まばゆい光に包まれる。

　そして、光の中から声が聞こえてきた。

「無理はしないでください、隼人君」

　隼人はすぐにその声が誰だれだか理解する。

「……先輩!?」

　戦っていた玲れい奈な達も一瞬手を止めて、柱の方を見た。

　ゆっくりと光が収まっていき、中から琴こと美みの姿が現れる。

　試練の間から帰って来たのだ。

「お待たせしました、皆さん」

　琴美は皆を見回すと、いつもの朗らかな笑みを浮かべた。

　玲奈と飛鳥あすか、詩し愛あとあかりが感激の声をあげる。

「か、柏かしわ木ぎ先輩！」「このタイミングでっ！」「よ、良かった……」「……形勢逆転かも」

　鷹たか音ねが琴美を見て、静かに懐かしむように告げる。

「……これは、随分と懐かしい顔ですわね」

「お久しぶりです、姉さん」

　鷹音は琴美を見ても驚いた様子はなかった。ここに琴美が来ていることは分かっていただろうし、再会の可能性も想定していたのだろう。

　琴美もまた、鷹音を見ても驚きはせず──何な故ぜか笑顔のまま、嬉うれしそうな声色で訊きく。

「どうしてここに？」

　鷹音は隼人を見る。

「魔王を頂いて行こうと思いまして」

　琴美が困ったような顔をする。

「それは無理ですよ、姉さん。それに隼人君は魔王ではありません。私達の王オーデインです」

　琴美が水衣から鞭むちを取り出し、びしっと床を叩たたいた。

　そして、鞭を鷹音に向かって構える。

「……ねぇ、姉さん。姉さんはどうして、創世の執行者ニーズヘツグなんかの味方をしているんですか？　姉さんが家を出て行った経緯については大体存じ上げています。でも、だからと言って魔術師ウイザードの味方をすることはないと思うのですが」

　琴美の言葉を、鷹音は鼻で笑い飛ばす。

「琴美はわかっておりませんわ。わたくしは柏木の家が嫌いですの。あのような家をもう二度と作らなくて済むように世界を変えたい、それだけのことですわ。別にわたくしは、騎士を辞めたいわけではありません」

　琴こと美みの表情が険しくなる。

「だから創世の執行者ニーズヘツグをやっているのだとすれば、大おお袈げ裟さ過ぎます」

　琴美はそこまで言うと、鷹たか音ねに向かって鞭むちを振るった。

　伸縮自在の水の鞭が、鷹音の胴に向かって勢い良く振るわれる。

　鷹音は鞭を鎌かまで受け止めると、もう一人の自分──〈漆黒の死鎌デスゲイズ〉から生み出した影の自分を、琴美に向かって飛びかからせた。

　すると琴美は、その場でクルリと回転しながら水衣のエーテルを膨らませる。

「水精の息吹アクアアロウ！」

　膨脹した水衣のエーテルが無数の水の矢に変わり、鷹音に向かう。攻撃しようと前傾姿勢だった鷹音は反応しきれず、無数の水の矢による派手なお出迎えを受けてしまう。

　水の矢達が、鷹音の影を貫いた。

「くっ……あっ……！」

　鷹音の影は苦しそうな声をあげると、弾はじけるようにしてエーテルの泡となって散った。

　琴美の鮮やかな対応と反撃に、隼はや人とは思わず息を呑のんだ。

　近くにいる他ほかの皆も、琴美の動きを見て驚いている。

「夕ゆう霧ぎり君。もしかして、先輩と奏魂の盟ソウルリンクを……？」

「ああ、水に流されていた時にピンチになってね」

　あかりがぼそりと呟つぶやく。

「……動きが、いつもとは全然違う」

　あかりの言う通り、琴美の力は跳ね上がっていた。当然、奏魂の盟ソウルリンクの効果もあるだろうが、おそらく試練を受けた結果ということもあるのだろう。

「水神と戯れミーミルウイツプ！」

　琴美は鞭を大きくしならせると、鷹音の鎌に向かって振るった。

　琴美の鞭は鷹音の鎌にしゅるしゅると巻き付くと、雁がん字じ搦がらめにして動きを封じた。

「私はまだエーテルに余裕がある。対する姉さんは、もう随分とお疲れのよう。流石さすがにこれは勝負ありましたね」

「ふふ……」

　自由の奪われた鷹音を、玲れい奈なと詩し愛あ、あかりと飛鳥あすかの四人が包囲する。

「完全に形勢逆転ってやつね」

　玲奈が剣を鷹音に突きつける。

　他の三人もそれぞれ武器を鷹音に向け、逃げ道を塞ふさぐ。

　隼人も立ち上がると、玲奈達の包囲網に加わった。

（勝ったのか……？）

　流石さすがの鷹たか音ねも、この状況からではどうしようも出来ないと諦あきらめたのだろう。

　抵抗することもなく今の状況に苦笑すると、琴こと美みの方を見た。

「強くなりましたわね、琴美」

「姉さんが知っている頃ころに比べると、随分と」

　琴美はにっこりと笑顔を返した。

　かと思うと、今度は再び真剣な眼まな差ざしになって鷹音に告げる。

「ねぇ姉さん、今からでもまだ遅くはありません。魔術師ウイザードなんてやめて柏かしわ木ぎの家に戻って来てください」

　鷹音は「すぅ」っと息を吸うと、諦めるように返した。

「わたくしはあの家が嫌で出たのです。今更そんなこと無理ですわ。それに、わたくしなんか牢ろう獄ごくに放り込まれるのがオチですわよ」

「姉さんの処遇は如い何か様ようにもできると思います。柏木の家の力と、理事長の力添えさえあれば。当然、こっそりと命を狙ねらわれるくらいのことはあるでしょうが……」

　琴美が、周囲に転がった護樹議会ヴアルキユリアの騎士を見て言う。

　どうやら、自分が試練を受けている間に何があったのかすぐに理解したらしい。

「柏木の家は、私達の力で少しずつ変えていけばいいんですよ」

「変われないですわよ。もうずっと続いている家系ですわ」

「変われます。騎士の家系をやるにしても、ただしきたりに従って護樹議会ヴアルキユリアの言いなりになるのではなく、もっと良い形が目指せると思っています」

　琴美の真まっ直すぐな反論に鷹音は一瞬たじろぐが、すぐに遠い目をして反論する。

「……無理ですわ。あの家は長い年月で培われてきたしがらみが多すぎる」

「それを解いていくのが、私達の代の仕事だと思ってます」

　鷹音は、琴美の言葉に肩を竦すくめた。

「わたくしがいない間に、随分と頑固者に育っていたみたいですわね」

「それは姉さんもです。それに今の状況だと姉さんに選択権はありません。ひとまず私達と一緒に来て貰もらいますから。創世の執行者ニーズヘツグのことも、色々と喋しやべってもらいますからね？」

　琴美の言葉を聞いて、鷹音は「ふっ」と笑みを零こぼした。

　いよいよ観念したのかと隼はや人と達が思った、その時──

　洞どう窟くつ内に再び、隼人が騎士召喚サモン・フレースヴエルグを使った時のような巨大な光が発生した。

　光の中心に膨大なエーテルが確認出来、何かを召喚しているのだということがわかる。

（試練の洞窟の仕掛け？　いや……）

　隼人は柱の力で何かが起こっているのかと思い柱を見たが、どうやら違うらしい。柱は何の反応もない状態である。

　隼人は光が扉の形をしていることに気付いた。

　玲れい奈なが扉を見て、ごくりと喉のどを鳴らす。

「な、なにあれ……」

　やがて、光の扉がゆっくりと開き、中から二人の人間が出て来た。

　一人は、白いフリフリのフリルドレスに、頭には大きなウサミミ風のカチューシャを着けた小学生くらいにしか見えない小柄な少女。小顔でぱっちりとした目をしており、上品なお人形さんのようである。

　もう一人は、高身長で威圧的な気迫のある女だ。腰元まで伸びた髪と、燃えるような深い緋ひ色いろの目が特徴的で、ジャケットのようなローブの下にミニスカートを穿はいている。

　隼はや人とは、二人ともに見覚えがあった。

「んー、まだやってたのか鷹たか音ね……っておいおい、劣勢じゃねーか」

「あれ？　これって乃の亜あ達が来なかったらヤバかったんじゃないの～？」

（あれは……）

　三魔柱ソフイアの乃亜と香か澄すみだ。

　──隼人達の間に戦せん慄りつが走る。

「そうは言っても、随分と強くなったみたいですわよ？　以前わたくしは戦っておりませんから、確かなことは言えませんが」

「ハハッ！　そいつは結構だ。じゃあ早速腕試しと行くとするか。──接続コネクト！」

　香澄が〈弐銃剣デユアルイーター〉を取り出して、隼人達に構える。

　だが、剣を構える香澄を見た乃亜が、すかさず両手を動かして諫いさめる。

「あー、ちょっとたんまたんま！　だから、今回の乃亜達のお仕事は戦うことじゃないでしょう？　魔王を掠さらってくることなんだから」

「ちっ、固いこと言うなよ。ちょっと味見するくらい良いじゃないか」

「味見って、魔王は食べ物じゃありませんわよ？」

　香澄のふざけた言い草に、鷹音は思わず噛かみ付く。

　隼人はそんな三人の様子を見ながら、呆あつ気けに取られていた。

　呆気に取られているのは隼人だけではない。玲奈と琴こと美み、詩し愛あと飛鳥あすかもだ。

「な、なんでアンタ達がこんなところに！　というか、どこから来たの!?」

　そう玲奈が驚き叫ぶと、乃亜は両手を広げて自慢気に主張する。

「一言で説明するなら、乃亜の発明品と魔術の合わせ技でやって来たって感じかな」

（乃亜の、発明品……？）

　隼人は、乃亜と香澄が出て来た光の扉を見つめる。

　騎士召喚サモン・フレースヴエルグを使った時のように人が出てきたあの扉は、もしかすると理術具アーテイフアクトとでも言うのだろうか。

　隼人は困惑しながら何度も扉を見ると──

「えへへ。そう、これは転移の魔術であり、乃の亜あの新作の理術具アーテイフアクトだよ。名付けて転移扉ワープポータル。そのままだけどねん。ほら、この間おにーちゃん達に逢あった時にさ、乃亜達は転移の魔術の研究をしていたんだけど、その結果」

　一番驚いていたのは、琴こと美みだった。

「なっ……!?　転移って、そんな……」

　事態を呑のみ込めない飛鳥あすかが隼はや人とに尋ねる。

「ええっとにーさん、ワープってそんなに凄すごいの？　時間をひっくり返してた前回の魔術の方が凄いような」

　あかりが淡々と答える。

「……通常、魔術は魔術を使った因果領域内に適応させるもの。転移魔術はそれを無視して空間を操作する力。魔術としては一時的な時間変動よりもずっと複雑で、研究があまり進んでなかった魔術になる。もっとも──」

　あかりが、〈土龍槍ギガトンランス〉の柄つかの部分に嵌はめ込まれた、カード型の〈赤気結界オーロラフイールド〉を見た。

　そういえば、新型の〈赤気結界オーロラフイールド〉の理術具アーテイフアクトを召喚する技術は転移系の技術だ。

　おそらく新型の〈赤気結界オーロラフイールド〉も、理術鍛冶をやっていた頃の乃亜が、転移の技術を研究する過程で開発したものなのだろう。

「でも、そんな大掛かりな魔術、使い続けるのは難しくないかな？　今だって間違いなく魔術を使っている場所では〈因果観測機エヴエレツト〉に観測されてるだろうし。その扉の入口がある場所は、悠久騎士フレースヴエルグ達に狙ねらわれてるんじゃないのか？」

　隼人の疑問に、乃亜が笑顔を返す。

「んーん、大丈夫だと思うよ。だって魔術を使った因果領域の悠久騎士フレースヴエルグの拠点は、エイオン達が乗っ取っちゃったはずだし。そこの悠久騎士フレースヴエルグは、今目の前にいるしね」

（──今、目の前？）

　隼人達は思わず目を見合わせる。

「ちょ、ちょっと待ってください！　もしかして、乗っ取られた因果領域って……」

「うん。おにーちゃん達の因果領域。占拠したのは学園だね」

（な──!?）

　隼人達が絶句する。

（結むすびヶが原はら学園が占拠？　そんな馬ば鹿かな？　って、それだと──）

　玲れい奈なが激しく動揺しながら叫ぶ。

「り、理事長はどうなってるの？　華はな月つき先輩も一緒にいたわよね!?」

「捕まえたよ？　流石さすがにあの人数を相手にするのは無理だったろうしね。で、あっちがある程度片付いたから、今はお兄ちゃん達を相手にするために戻って来た感じかな。とは言っても、護樹議会ヴアルキユリアも反撃に出るだろうし、さっさとこっちを終わらせて向こうに戻らなくちゃいけないんだけど……接続コネクト、〈快・昇天パラダイムチエンソー〉！」

　乃の亜あが、自分の身長ほどはある大きな鋸のこぎり──〈快・昇天パラダイムチエンソー〉を生み出す。

「おねーちゃん達、ちょっとだけジっとしててね」

　乃亜が隼はや人と目掛けて跳ねると同時、その狙ねらいに気付いた琴こと美みが叫ぶ。

「みんな！　隼人君を護まもって！」

「一応、こっちの戦闘は継続中ですわよ、琴美」

　鎌かまに絡まっていた水の鞭むちを鷹たか音ねが四散させ、琴美の懐に斬きりかかった。

　琴美は再び作り出した鞭で、鷹音の一撃を凌しのぐ。

「琴美にはもう少しわたくしの相手をしてもらいますわ」

「っ──！」

　チェンソーを構えて跳びかかってくる乃亜は、玲れい奈なと詩し愛あが空を駆けて迎え撃った。

「おねーちゃん達、乃亜を相手にするには流石にガス欠気味じゃないかなぁ」

　乃亜がチェンソーを華麗に振るうと、いとも簡単に玲奈の鎧よろいの一部と詩愛の靴が切断された。

「んなっ──！」

「……っ！」

　二人は急に飛行制御が出来なくなって地面に落下し、派手な音を立てて地面に転がった。

　続いて、あかりと飛鳥あすかが乃亜に向かう。

（っ、駄目だ！　今の二人じゃ勝てない！）

〈快・昇天パラダイムチエンソー〉が〈妖精絶壁テイターニア〉と〈勇壮の鷲鎧アルゲンタヴイス〉を切断する。

（……っ！）

「きゃああああ！」

　戦う前から分かりきった勝負だった。今の消耗しきった状態では話にならない。

（それでも、やるしかないのか……？）

　隼人は拳こぶしを握りしめ、せめて少しでも勝利の可能性を作るために、あかりや飛鳥の援護をしようと〈救世機巧グラムグリーム〉から刃を作り出した。

　何もやらないよりは、やった方がマシだ。

　──だが、隼人がそう思って乃亜に飛びかかろうとした瞬間。

　不意に、後ろから背中を誰だれかに斬られ、意識が飛ぶような痛みを覚える。

　刺されたというよりは、斬られた感覚。

（なっ──!?）

　隼人の意識が、ゆっくりと遠くなっていく。

「ったく、オレはもっと遊びたかったんだけどよ。ま、こうするのが手っ取り早いかね。しばらく眠ってな、魔ロ王キ」

（ああそうか、あの子ばかりに気を取られていたから──」

　隼はや人との意識は遠く薄くなっていき──やがて途絶えた。





■第六章　未来、そして







（……ん？）

　隼人が目を開くと、クリスタルで出来た青白い壁が目に入った。

　天井を見上げれば、どこまで続いているのかわからない吹き抜けになっている。

　隼人は一瞬、自分が試練の洞どう窟くつにいるのだと思ったが、すぐにその誤りを認識した。

　部屋の中央には、緑色の光で出来た巨大な樹きが生えていた。

　隼人はすぐに、それが〈樹術式〉であることに気付き、自分がどこにいるのかを悟る。

（寮の、地下？）

　隼人は、入寮した日にリピカに地下に連れてこられた時のことを思い出した。ここは寮のエレベーターから地下に降りた先にある、〈樹術式ユグドラシル〉を管理するための部屋だ。

（ということは、俺は寮に戻って来たのか……？）

　隼人は、どうして自分が寮にいるのかわからず、先程までの出来事を必死に思い出す。

（ええっと、試練の洞窟で試練を終えて、鷹たか音ねさんに出で逢あって、一緒に護樹議会ヴアルキユリアの騎士と戦って、今度は鷹音さんに襲われて、それから他ほかの三魔柱ソフイアもやってきて──）

　と、そこで隼はや人とは、自分の両手足が縄らしきもので縛られていることに気付く。両手首と両足首が何かに無理矢理縛り付けられていて、正座のような格好で固定されていた。

（縛られてる……？　これは……）

　隼人は試しに足あ掻がいてみたが、縄には不思議な力が込められているようでビクともしない。おそらく理術具アーテイフアクトなのだろう。

　そこで隼人は、なけなしのエーテルを指輪に掻かき集める。そして、増幅させたエーテルの力で縄を解こうとしてみるが──指輪が手元に無いことに気付く。

（気を失っている間に奪われた……？）

〈救世機巧グラムグリーム〉も脱がされ、近くに転がされていた。隼人は今、制服姿のようである。

「ようやくお目覚めのようじゃな」

　そうこうしていると、少し離れた場所から聞き覚えのある声が聞こえてくる。

　幼い見た目には不釣り合いな、年老いた喋しやべり口と大人びたスーツ姿。

　幻想的な銀髪に隠れた狐きつねのような吊つり目からは、意地の悪さを感じる。

「理事長……？」

　隼人達の学生寮の寮長にして、悠久騎士フレースヴエルグの指示役でもある月つく詠よみリピカだった。

　リピカも、隼人と同じように両手足を縛られており、映画などで見かける強盗に囚とらわれた人質のようになっていた。

　そして、その近くにはもう一人、

「よ、夕ゆう霧ぎり隼人君」

　ハキハキとした威勢の良い声が聞こえてくる。

　ベリーショートでボーイッシュな雰囲気の、男っぽい女の子。

　華はな月つき花か音のんが、リピカ同様に両手足を縛られ正座していた。

「二人とも、どうして……って、あ……」

（そういえば、寮が創世の執行者ニーズヘツグに占拠されたって──）

　隼人は、試練の間で三魔柱ソフイアが話していたことを思い出す。

　どうやら、リピカと花音は囚われて寮の地下に放り込まれ──そこに隼人も連れてこられてしまったらしい。

「……これ、どうなってるんですか？」

「どうもこうも、創世の執行者ニーズヘツグのやつらが攻めて来ての。ご覧の有様じゃよ」

　リピカは両手を縛られたまま肩を竦すくめる。

「占拠って……ここを乗っ取って、どうするんですか？　こんな派手なことをしたら、他ほかの悠久騎士フレースヴエルグ達に居場所を報しらせるようなものでしょうし……」

「んー……どうやら創世の執行者ニーズヘツグの奴やつ等ら、このままここを彼女達の拠点として使う気みたいなんだよね。学園の周囲にも厳重に理術人形ゴーレムを配備しちゃってさ。戦争でも始めるみたいな雰囲気だよ」

「え？　学園の周囲に理術人形ゴーレムって、他ほかの生徒や近所の人達はどうしてるんです？」

　そんな派手なことをしたら、流石さすがに騎士と魔術師ウイザードだけの話では済まない。不気味な泥の人形が周辺を歩いていたりしたら、生徒や住民は騒ぐだろうし、警察を呼ぶだろう。

「魔術じゃよ」

　リピカがふっと怖い顔で答える。

「……魔術？」

　すると、リピカでも花か音のんでもない、ハスキーな女性の声が聞こえて来た。

「この因果領域は魔術で作り替えたから、いくら不可解な理術人形ゴーレムなんて代物が配備されていても疑問に思う人間がいないってことさ。花はな咲さき百ゆ合り香かが使った魔術は覚えてるだろう？」

（誰だれだ……!?）

　隼はや人とが声のした方を振り向くと、赤く長い髪を揺らした黒いローブ姿の女が、樹術式の根元に立っていた。女からは底知れぬ尊大な雰囲気が感じられる。

「お前は……？」

　女は〈律因の環ニーベルゲン〉を持っていた。

　どうやら女が、隼人が気絶している間に指から抜き取ったようである。

「私はエイオン、創世の執行者ニーズヘツグのリーダーだ。逢あうのは初めてだね。私の声は、一度詩し愛あと通話している時に聞いたんじゃないかな」

「──!?　お前が！」

　隼人は、詩愛が魔術を使った時、理術具アーテイフアクトを使って仲間の魔術師ウイザードと話していたことを思い出す。

「そうじゃ、こやつこそエイオン。創世の執行者ニーズヘツグのリーダーにしてワシの宿敵。──ワシと同じく、〈不死の蜂蜜酒アスラミード〉を飲んだ魔術師ウイザードじゃな」

「理事長と同じく……不老不死？」

「──そう。かつて、彼女とは心同じくして世界を正そうとしたことがあってね。まぁ、残念ながら道を違えてしまったわけだが……」

　女は隼人の傍そばまでやって来ると、見下ろすようにして話しかける。

「話を戻そう。この因果領域に住む人間は、もう我々の魔術の支配下に入ったよ。計画のための魔術──創世魔術のファーストステップでね、人々の意識は乗っ取らせてもらったってわけだ。創世計画については、先日乃の亜あから聞いたんだろう？　あの子が嬉うれしそうに話してたからね。教えてあげた、って」

　エイオンが続ける。

「人々の意識と行動を吸い上げ、過去の因果のデータから最適解を干渉させる──〈樹術式ユグドラシル〉は、日本第六因果領域に生きる人間の因果を収束させたビッグデータであるとともに、人々を答えに導く集合知となったわけだ」

　エイオンが〈樹術式ユグドラシル〉を見上げた。

　煌こう々こうと輝く樹術式は、けれど以前見た時よりも無理に輝いているようにも感じられる。

「今、学園のグラウンドでは我が創世の執行者ニーズヘツグが誇る精鋭の魔術師ウイザード達が数十人規模で創世魔術を実行中でね」

「……ほんと、キミ達は無茶苦茶するよね。そんな馬ば鹿かげた魔術、いつまで保もつと思っているんだい？」

　花か音のんの言葉に、エイオンは余裕そうに笑う。

「ふふふ、各地の悠久騎士フレースヴエルグは予あらかじめ先手を打って潰つぶしてあるし、魔術師ウイザードが活動出来ない時のための理術人形ゴーレムなわけじゃないか」

　隼はや人とが驚く。

「先手を打って潰したって……そんな、簡単に」

　以前から創世の執行者ニーズヘツグが各地の因果領域を制圧しているという話は聞いていた。

　だが、いくら理術人形ゴーレムがあるとはいえ、そんなにあっさりと、自信を持てるほどに悠久騎士フレースヴエルグ側の戦力を奪うことなんて不可能に思えるが──

　隼人がそう思っていると、樹術式のある空間に向かって通路からつかつかと歩幅の狭い足音と、聞き覚えのある甘ったるい少女の声が聞こえてくる。

「乃の亜あが作ったのは理術人形ゴーレムだけじゃないからね。この学園のもそうだけど、旧型の結界くらいは崩せる結界破壊の理術具アーテイフアクトは作っちゃったし、それに転移魔術も完成してるでしょ～？」

　声の主である少女が、隼人達の前に姿を現した。

「大量の戦力を、相手が油断している時に懐に送り込んで、ばばーん、とね！　連絡される前に速攻で潰しちゃうから、護樹議会ヴアルキユリアはまだ気付いてもいないはずだよ。まぁもうそろそろバレちゃう頃ころだろうけど」

　三魔柱ソフイアの一人、乃亜である。

「おはようおにーちゃん。ゆっくり眠れた？」

「……おかげさまでな」

　隼人の嫌味がわかっていないのか、乃亜が満面の笑みを浮かべる。

「うふふ、それは良かった。あ、エイオン、香か澄すみと鷹たか音ねはそれぞれ所定の位置に行ったよ。香澄は学園を護まもりに、鷹音は新たな因果領域を潰しに、ね。隣のやつはもう潰しておかないと危ないだろうし～」

「ご苦労。お前はしばらくここでゆっくりしているといい」

「んー、そうだね。おにーちゃんとちょっと話していきたいし」

　乃の亜あが隼はや人との近くに腰を下ろし、体操座りをする。

「よろしく、おにーちゃん」

「ええっと……ああ。よろしく」

　無邪気な笑みにどう反応したものやらと隼人が困惑していると、エイオンが言葉を続ける。

「まぁでも、しばらくは交代制で魔術を維持しようと思っているが、それにも限度がある。そこで私はキミの指輪の力が欲しいわけだ。契約を繰り返せばその分だけエーテル量を高められる、魔王の果て無き力がね」

　そう言うとエイオンは、隼人から奪った指輪を掲げ、見上げるように眺めた。

　目は爛らん々らんと輝いており、指輪に心酔するかのようである。

「……契約は誰だれとでも出来るわけじゃないですよ？」

〈律因の環ニーベルゲン〉が契約出来る相手は、あくまでも隼人と心を深く繋つなぎ合わせた相手のみ、だ。誰とでも奏魂の盟ソウルリンクを結べるわけではない。

　ましてや、敵対する創世の執行者ニーズヘツグの魔術師ウイザードとの契約なんて、隼人が拒否するのだから結べるはずがないだろう。

「ふふ。それはあくまでもキミが我々のことを嫌いだったらの話だろう？　キミが我々のことを好きになれば問題はないわけだ」

　エイオンがパチンと指を弾はじく。すると、宙にワイド型の四角い映像が出現した。

　プロジェクターで映し出されたビデオ映像のようである。

　おそらく、空中に映像を投射出来る理術具アーテイフアクトなのだろう。

（これは……!?）

　映し出された映像を見て、隼人は驚きよう愕がくする。

　映像の景色は、隼人にとってとても見覚えのあるものだった。

　荒廃した世界。滅んでしまった結むすびヶが原はらの景色。

　夢で良く見る、指輪に関する記憶。

「この景色は、この世界の未来。いや、正確には未来の情報を持つ別世界の情報、といったほうが正しいかな。この世界と似たような情報を持つ世界が、無数の世界の中にはある。香か澄すみや佐さ藤とうあかりの故郷である、別世界のことさ」

「別世界……？」

　エイオンの話の荒唐無む稽けいさに、隼人は思わず聞き返した。

　すると、乃亜が答える。

「別世界は別世界だよ。広い世界の中にはこの世界とパラメータが近いものもあって、ちょっとだけ時間が進んでいるものもあるの。あの映像は、言っちゃえばそんな未来世界のようなものなわけだね。この世界の未来は因果律にまだ情報がないから覗けないけど、この世界にとても良く似ていて、この世界よりも未来に進んだ別世界なら覗のぞくことが出来るってわけだね」

「ええっと……」

　隼はや人とは、エイオンと乃の亜あの語るややこしい話を少しだけ理解する。

　つまり、あの映像はこの世界に情報が良く似た別の世界の未来ということらしい。

（──って、あれが未来？）

　隼人は、指輪の持つ夢の正体を未来の世界と聞かされて混乱する。

　夢が指輪の記憶であるならば、荒廃した世界は過去の出来事であるはずで、決して未来などではないはずだからだ。

　映像には隼人の夢と違って魔王の存在はなかったが、やがて崩壊した街並みに、小さな〈律因の環ニーベルゲン〉が転がっているのを見つける。

　その指輪からは──映像越しでもわかるほどの、膨大なエーテルが溢あふれ出ていた。

　指輪から漏れ出たエーテルが、崩壊した周囲の街並みを、元の綺き麗れいな姿に再生させていく。

　壊れていた建築物が元通りの姿になり、倒れた樹木が再び真まっ直すぐと立つ。

　まるで、ビデオ再生を逆巻きにしたかのようである。

（なっ……!?）

「凄すごいだろう？　これが指輪の力だ。そして、崩壊した世界は、まさしく未来の世界の姿。この世界はこのまま放っておくと壊れるのだよ」

　まるで、壊れた世界を救うことが使命であるかのように、〈律因の環ニーベルゲン〉は力を働かせ続けて周囲の世界を再生し続ける。

　だが、やがて指輪は発光を始め、光の泡となって荒廃した世界から姿を消した。

　そこでエイオンは再び指をパチンと鳴らし、宙の映像を消す。

「今の映像からわかることは二つ。世界は放っておくと崩壊するということ。そして〈律因の環ニーベルゲン〉には、それを救済出来るかもしれない力があること」

「でも、今のってこの世界の情報ってわけではないんじゃ」

「因果情報が似すぎた世界は、おおよそ同じような時間の流れになることがわかっていてね。つまりあれは、この世界の本当の未来のようなものだよ」

「それに、あれが本当に別世界の未来って証拠がありませんし」

　隼人の言葉に、エイオンが大きくかぶりを振った。

　そして、不敵な笑みを浮かべながら今度はリピカを見る。

「あの映像は、かつてリピカと一緒に見た時のものでね。その時のものを保存しておいたものなんだよ。あの映像が真実かどうかは、彼女が良く知っている」

「──え？」

　隼はや人とはリピカを見た。

　リピカは目を瞑つぶって考えるような仕草をすると、意を決したように隼人に告げる。

「本当のことじゃよ。ワシがかつて、エイオンとともに魔術の研究をしていた時に、とある推測のもと別世界を覗のぞく魔術を完成させたことがあっての。それがあの映像じゃ」

「理事長が魔術師ウイザード、って……」

　リピカが眉み間けんに皺しわを寄せながら、難しい顔で語り出す。

「ワシも、元は魔術師ウイザードでの。まだこの世界に護樹議会ヴアルキユリアなんてものが出来る前のことじゃし、樹術式についても良くわかってなかった時代のことじゃよ。ワシとエイオンが、袂たもとを分かつ前の話じゃな」

（そんなことが……）

　エイオンが笑って、リピカの言葉に続ける。

「そう。そしてこの映像は、魔術と理術具アーテイフアクトの力を使って、私が体験した因果から再現した当時の記憶。今じゃもう覗けないからね。未来世界は完全に滅んでしまったのだから」

　リピカが反論せずに肯定したということは、おそらく本当のことなのだろうし、実際に未来の世界の光景なのだろう。

　やがて、指輪の夢のように世界は滅んでしまうという未来。

　放っておけば、世界は滅びてしまうという事実。

　でも──

「でも、そもそもあの映像の世界は今のままではなく──魔術師ウイザードが世界を支配した結果だという可能性もあるんじゃ」

　あの映像がこの世界の未来そのものだったのだとしても、それはエイオン達魔術師ウイザードが世界を支配した結果引き起こされてしまった可能性だって有るはずだ。あの未来の映像には、ただこの世界が滅んでしまうという示唆以外は何も含まれていなかった。

　すると、リピカが同調して頷うなずく。

「……うむ、ワシもそう考えておる。そもそも、エイオンが言っておることに根拠などないからの」

「そうかい？　リピカだって故郷のことを忘れたわけじゃないだろうに」

　エイオンのなぶるような言葉に、リピカが押し黙る。

「……故郷？」

「そう。リピカと私の故郷は同じでね。北の方の国にある小さな村で生まれたんだが、その村が焼き払われたことがあったんだよ。魔女が住む村だと、近隣の村から悪意を受けてね」

「え？」

（理事長とエイオンが住んでいた村？）

　リピカが真面目まじめな顔で頷うなずく。どうやらこの話を聞くのは花か音のんも初めてだったようで、興味深そうにリピカの顔を見ていた。

「その村に住んでいたというだけで、私達は両親を殺され、故郷を焼かれた。過去、悠久騎士フレースヴエルグも似たようなことをしたことがあるし、今の護樹議会ヴアルキユリアだって同じようなことをやっているよ。魔術師ウイザードが立て続けに生まれた家系を根絶やしにしたこともある」

「え……？」

　と、隼はや人とが唖あ然ぜんとする一方、花音は頷く。

「あいつらは平気でそういうことをする奴やつ等らだよ。だから、騎士の生き方を強制され、護樹議会ヴアルキユリアに利用される家系だって出てくる」

　花音が奥歯を噛かみ、悔しそうな表情を浮かべる。

（柏かしわ木ぎ先輩の家のことか……）

　かつての親友のことを想おもっているのだろう。

「村が滅ぼされた時だよ、私達が理パーマネントに選ばれたのは。それから私達はともに理パーマネントについて研究し、魔術という存在を知り、樹術式という存在も知った。その頃ころはまだ、護樹議会ヴアルキユリアなんてものも存在しない時代だったし、魔術が悪いことだともわかっていなかったね」

「じゃが、魔術が世界を壊すと我々は知った」

　リピカが強い口調で言葉を挟む。

「だから壊れないようにやるのさ。指輪の力がどういうものであるのか、リピカもある程度推測は出来ているんだろう？　持ち主が周囲と因果関係を作ることによって、指輪そのものが事象を発生させることが可能になる──言わば、指輪そのものが小さな因果律であり樹術式だ。その指輪の力さえあれば、指輪を樹術式と見立てることによって、大元の樹術式を侵しん蝕しよくすることなく魔術を作用させることが出来る」

「なっ──!?」

　隼人が驚きながら、試練の洞どう窟くつに居た時に接続コネクトした状態のままの指輪を見た。

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい。そんな方法が成功するとは思えぬ」

　リピカの言葉を聞いて、乃の亜あが首を横に振った。

「理論上はいけると思うよ。そりゃまぁ、失敗の可能性もありはするだろうけど～」

（この指輪で、新たな樹術式を……？）

　エイオンが屈かがみ、隼人と目線の高さを揃そろえる。そして、すっと手を差し出す。

「夕ゆう霧ぎり隼人、もう一度言おう。私の力になって欲しい。この世界を救うためにはお前と、その指輪の力が必要なんだ。私は世界を救うために戦っている」

　隼人は、乃亜に説明された創世計画の内容を思い出した。不幸な人を無くすため、人類全体を公平化に導くという創世計画。

　世界中から間違いを無くすというエイオンの計画だ。

　乃の亜あは、人の価値観を束ねて争いを無くすのがこの計画の目的だと語っていた。

　沢山の価値観があるから、この世界に間違いが生まれるのだと。

（俺の力で、世界がより良い姿に……）

　確かに、エイオンや乃亜の言うことが本当に実現可能なのだとすれば、この世界から一切合切の不幸が消えるのかもしれない。

　リピカの故郷の悲劇のようなことはもう起こらないのかもしれないし、柏かしわ木ぎ家のような呪のろいのごとき宿命を持った家系だってなくなるだろう。

　人は多くを望むから争うのであって、完全に整地さえしてしまえばわかりやすく、不幸の無い世界が出来上がるだろう。

　──でもそれは。

「……それでもやっぱり、人の意思や正しさを誰だれかが決めるなんて傲ごう慢まんだと思います」

「誰かじゃなくてシステムが決めるんだよ。だからこの世界に選んでもらうのさ。世界を壊さない方法をね」

「一緒ですよ」

　それは、これまでに何度も繰り返された質問だった。

　だから隼はや人とは悩まない。

「誰かが生き方を強いる時点で間違っていると思います。俺達は別に、正しいことをするために生きているわけじゃありません。大体、システムに支配される生き方なんて退屈過ぎるでしょう」

「自由があるから不幸が生まれるのだよ」

「不幸を無くせば幸福になれるとは思えません。誰かに決められた、ゴールのない人生なんて虚むなしいだけでしょう。それこそ、柏木の家との違いが俺には分かりませんが。それって多分、周囲の幸福を無くすことによって、不幸でないように誤魔化しているだけです」

　そんなもの、相対的なまやかしだ。

　──人は不幸にならないために生きているのではない、幸福になるために生きているのだ。

　だからやれないことでもやりたいと思ったらチャレンジするし、理想とする自分になるために足あ掻がいてみせる。

　たとえばそれは、月を嫌いながらも月に憧あこがれた、風かざ見み玲れい奈なのように。

　月を恨むことをやめた、藍あい田だ詩し愛あのように。

　──飛鳥あすかだって、あかりだって、先輩だって、きっと。

　すると、エイオンは困ったような顔をする。

「ふむ、困ったものだな。あまりやりたくはなかったが」

　エイオンはそう言うと、指輪を持っていない方の手で理パーマネントを生み出した。

「──接続コネクト、〈革世蛇剣レボルテイツクスワロウ〉」

　エイオンの理パーマネントは、黒く長い柄つかと、そこから連なる幾重もの刃が鞭むちのような形状を作った蛇腹状の剣だった。カッターナイフのように小さな刃をいくつも重ね、糸のようなもので繋つなぎ合わせることにより、一本の剣を形成している。

　エイオンが剣を鞭のように振るって床を打つ。

　刃が学園地下を形成する結晶にぶつかり、キンと甲高い音を鳴らした。

「さて──」

　エイオンは剣先を隼はや人とに向ける。

　リピカがエイオンを睨にらみながら言う。

「何をする気じゃ？」

「王オーデインに少しだけ素直になってもらおうと思ってね。別に傷付けるわけじゃないからそう心配しなくていいよ」

　エイオンの持つ〈革世蛇剣レボルテイツクスワロウ〉が、蛇のように艶なまめかしく動きながら刀身を伸ばし、隼人の全身に絡み付いていく。

　そして、隼人の着用している学生服を溶かし始めた。

　どうやら、エイオンの持つ〈革世蛇剣レボルテイツクスワロウ〉には、物を溶かす力があるらしい。

　やがて隼人がトランクス一丁にされると、そのまま剣で床に押し倒される。

　ドンッと、隼人は背中から結晶の床に仰向けに転がった。

　両手足は縛られたままで、自由は利かない。

　エイオンが、床に転がった隼人を見下ろした。

「さて、乃の亜あ。いいぞ」

「待ってました～」

　エイオンが言うと、乃亜が嬉うれしそうに立ち上がり、部屋の隅に置いていた小さな瓶を手に取って、中の液体を掌てのひらに乗せた。

　液体は粘り気のあるオイルのようで、乃亜はそれを両手全体に馴な染じませると、隼人の腰に座るようにして馬乗りになった。

「なっ……!?」

　フリルのスカートが捲まくり上がって、中から白いレース付きのパンツが覗のぞいた。

　子供のような容姿とイメージのギャップがある、随分と大人っぽい下着だ。

　隼人は乃亜の下着からは目を逸そらしながら尋ねる。

「一体なにをする気だ……？」

「それはね」

　乃亜が、オイル塗まみれの手で隼人の上半身を触った。

「なっ……!?」

　ひんやりとしたオイルの感触に、ビクっと身体からだを震わせる隼はや人と。

　乃の亜あは、隼人の胸板で文字を書くように指を動かす。彼女が指を動かす度に、電流が走ったような快楽が隼人を襲った。

「ちょ、何をしてるんだ……！」

　乃亜は、息の届くくらいの距離まで顔を隼人に近付けると、小悪魔のように笑って言う。

「おにーちゃんに言うことを聞いてもらうためだよ。このオイルは理術具アーテイフアクトでね、一種の惚ほれ薬ってやつなんだ。触れている相手をとーっても気持ち良くさせて、無理矢理こちらに対する好意の因果を形成するの」

　乃亜は、隼人のへそのあたりをくすぐるように指でつついた。

　その度に、痙けい攣れんするように隼人が身体を震わせる。

「や、やめっ……！」

「好意を持った相手の言うことって聞きたくなるものだよねー。乃亜、知ってるよ？　男は惚れた女には逆らえなくなるんだー、って」

（っていうか、こいつの理術具アーテイフアクト何でもありだな……！）

「まぁ、まだ試験中の理術具アーテイフアクトだからどこまで効果があるかはわからないけどね。でも、毎日熱心にやっていればおにーちゃんの気持ちも変わるんじゃないかな」

　乃亜の手が、隼人の首筋をつーっと摩さする。

　隼人は、段々と意識が遠ざかっていくのを感じた。

（くっ……）

「おにーちゃんはこれから何日もかけて、この理術具アーテイフアクトを使われるの。乃亜だけでなく、鷹たか音ねや香か澄すみ、もちろんエイオンにも、ね。そうしてみんなのことが好きになって、指輪の力を引き出して貰もらって──んー、おにーちゃんが何日持つのか、乃亜はすっごく楽しみ」

　隼人は、魔術師ウイザード達にこの理術具アーテイフアクトを使って、身体をひたすらまさぐられるという状況を想像した。乃亜だけでなく、鷹音や香澄、エイオンまでもがオイルで隼人の身体をベタベタと触り回っている状況だ。

　あまりにも淫いん猥わいな光景に、隼人は思わず顔を真っ赤にして首をぶんぶんと横に振った。

（そ、それは駄目だ！）

　理性がどこまで持つかもわからない。

　──このままでは乃亜に屈して、創世の執行者ニーズヘツグの仲間にされてしまう。

　隼人は悶もだえながら抵抗しようとするが、両手足を縛られていて何も出来ない。

　もっとも、手足が自由だったとしても、今隼人を押し倒している少女に隼人がタイマンで勝てる見込みは、限りなく低いわけだが。

　エーテルだって、洞どう窟くつで消耗しきったまま依然として殆ほとんど回復していない。

　隼人は、助けを求めるように花か音のんを見た。

　花か音のんは残念そうに首を振る。

　きっと、花音も同じような状況で抵抗出来ないのだろう。

　隼はや人とはリピカの方を見た。

　当然リピカも、為なす術すべなく隼人の方を心配そうに見ていた。

　リピカは隼人と目を合わすと、すぐにエイオンの方を向き直って言う。

「理術具アーテイフアクトなどで支配すると、指輪の力を失ってしまうかもしれぬぞ」

「その時はその時だ。試してみる価値はあるだろう」

　エイオンの返事を聞いて、リピカが悲しそうに目を伏せる。

「自らの理念のために人を犠牲にするとは、ヌシだって護樹議会ヴアルキユリアの奴やつ等らと何も変わらぬじゃないか」

「理念に犠牲はつきものだよ。正否はあるだろうけどね」

「犠牲に正否なぞあるまい。ワシはそう思うがの」

　リピカは呆あきれるようにエイオンに返すと、今度は乃の亜あに責められる隼人を見る。そして隼人に蔑さげすむような視線を送った。

「……みっともない姿じゃのう」

「す、好きでやってるわけじゃないですし！」

　隼人はリピカのことを失礼だと思いながらも、そう言われても無理はない、現在の自分のあられもない姿を恥ずかしく思った。

「のう隼人。琴こと美みとの契約は済ませたか？」

「え？　ええっと、済ませましたけど……どうしてわかったんですか？」

「以前より力が強くなったように感じての。それに、危機に直面する度にヌシは奏魂の盟ソウルリンクを結んでおる。琴美と契約を結んでおっても不思議ではないと思っての。しかし、じゃったら好都合じゃな」

　リピカがにやりと笑う。

　エイオンがリピカの余裕を畏おそれるかのように、不可解そうに聞く。

「なにが好都合なんだ？」

　するとリピカは、意外な単語を唱えた。

「接続コネクト、〈生命の杖ライフスタツク〉」

　意外過ぎるリピカの言葉に、隼人達一同は呆あつ気けに取られながらリピカの方を向く。

　エイオンが驚嘆の声をあげる。

「なっ、それはまさか……！」

　はじめ隼人は──いや、おそらくその場にいた一同が、リピカの言葉をただの妄言か何かだと思った。

　隼人が知る限り、今のリピカは理パーマネントを使えないはずである。

　だが、リピカの言葉とともに、確かに理パーマネントは出現した。

　正座するリピカの前に出現したのは、光り輝く木製の杖つえだ。

　樫かしか何かの材質に見える杖の先には、水晶のような青い石が嵌はめ込まれている。

（あれは、理の欠片ミスリル……？）

「馬ば鹿かな！　お前の理パーマネントは〈不死の蜂蜜酒アスラミード〉となって消えたはず！」

　リピカの杖が煌こう々こうと緑色に輝き、周囲をエーテル色で照らす。

　しかも杖から出ている光はただの光ではなかった。

　光に当てられているだけで、隼はや人との身体からだの芯しんの部分から、殆ほとんど残っていなかったはずのエーテルが回復してくるのがわかる。

「これは……」

　花か音のんも驚き、感心するように呟つぶやく。

「……回復の力？　いや、それだけじゃない」

　花音は、両手足を縛る縄を容易たやすく引き千切ると、すかさず跳ねるように立ち上がった。

「──接続コネクト、〈炎撃の魔弓トロヴアトーレ〉」

　そして、花音の理パーマネントである弓を構え、揺れる火の矢を引いて乃の亜あに向ける。

「えっ……!?」

　身の危険を感じた乃亜が、隼人の上半身から素早く離れる。

　すると花音は弓を乃亜からエイオンに向け、指輪を持った左手を狙ねらう。

「隼人君！　──追撃の焔弾フレイム・フライシユツツ！」

　花音の弓から絶対に外れない灼しやく熱ねつの火炎が放たれる。

　突然の出来事に反応が遅れたエイオンは、花音が放った焔ほのおに左手を呑のまれ、持っていた〈律因の環ニーベルゲン〉を地面に落とした。

（今だ！）

　隼人は紐ひもを引き千切り立ち上がると、即座に落ちた指輪を拾いに駆ける。

「そうはさせないよ、おにーちゃん！」

　乃亜のチェンソーが音を立てて振動した。震える鋸のこぎりの刃が、隼人を阻もうと迫るが、横から乃亜を白い光の球体のようなものが襲う。

「きゃっ！」

　不意を突かれ、乃亜が光に呑み込まれる。

（理事長……!?）

　球体を放ったのはリピカだった。

　隼人は驚きながらも指輪を拾うと、すぐに右手人差し指に嵌め、一度〈救世機巧グラムグリーム〉を仕舞った。そして再び召喚し直して身に纏まとうと、両腕から刃を出して戦闘態勢を整える。

「理事長、その杖は一体」

「こんなこともあろうかと、即席の理術具アーテイフアクトを召喚出来るようにしておっての。ワシが過去使っておった〈生命の杖ライフスタツク〉を模した理術具アーテイフアクトじゃよ」

　霧散した光弾から出て来た乃の亜あが、目をしばしばさせながら歓喜に満ちた声をあげる。

「へぇ、乃亜が作っていた過去の理パーマネントを復元する理術具アーテイフアクト、完成したんだ！」

「普通は、エーテルが不足して無理があるみたいじゃがの。ワシの場合は体内に生きたエネルギー源があるからの」

（〈不死の蜂蜜酒アスラミード〉のことか）

　だが、〈不死の蜂蜜酒アスラミード〉は不老不死であるリピカの肉体維持に使われているはずだ。

　──それを使って力を扱うとなると、

「……ごほっ」

　案の定リピカは派手に咳せき込み、口から大量の血を吐いた。

「……理事長!?」

　隼はや人とが心配そうにリピカに駆け寄る。すると、リピカは不敵に笑いながら隼人の耳元に近寄り、天井を見上げながらエイオンと乃亜には聞こえないように囁ささやく。

「心配するな、ちょっと身体からだにガタが来ておるだけじゃ。それより隼人、ここから出られるか？」

　隼人も洞どう窟くつの天井を見上げる。樹術式のある部屋の天てつ辺ぺんは高く、見上げても行き止まりが見えない。

「もしかして、外に……？」

　リピカが頷うなずく。

「……多分、いけます」

　隼人は答えた。

　──先輩との契約によって手に入れた新しい指輪の力、あれなら。

　確信は無かったが、自信と予感はあった。

　だが、当然ながらエイオンと乃亜が、それを黙って許してくれるわけはないだろう。

　二人は武器を構えると、隼人達の出方を窺うかがっていた。

　隼人は花か音のんを横目で見る。

　花音も弓を構えたまま動かない。

「ワシが隙すきを作る。ヌシは花音を連れて上に逃げろ」

「え!?」

　隼人の驚きを気にせず、リピカが杖つえを振り上げてエイオンに向かって駆けた。

「理事長!?」

　そして、杖をエイオンに向かって振り下ろす。

　エイオンは蛇剣をリピカの杖に巻き付けると、攻撃を防いだ。

「ふんっ、そんなもので私が倒せるとでも？」

「……時間くらいなら稼ぐことが出来るじゃろ」

「なに？」

　リピカが杖つえから激しい光を放った。

　その一瞬の光に、エイオンは視界を奪われる。

（っ──！）

　隼はや人とはすかさず指輪を構え、琴こと美みとの契約によって覚えた新しい指輪の力を発動させる。

〈律因の環ニーベルゲン〉の樹きのレリーフが消え、指輪が何も文字を浮かべず空白となる。

　宿命の力を司つかさどる、ウィアドの力だ。

「自在変形メタモルフオーゼ！」

　すると指輪が、何度も見覚えのある隼人の背丈以上の巨大な白刃へと変化する。

　玲れい奈なの理パーマネント、〈天翔覇者エリアルブレイド〉である。

　自在変形メタモルフオーゼは、契約している騎士の理パーマネントを再現する模倣の力だ。

「……これなら！」

〈天翔覇者エリアルブレイド〉のパーツが分離パージして、隼人の〈救世機巧グラムグリーム〉の上から外装を付ける。

〈救世機巧グラムグリーム〉は巨大な白銀の鎧よろいになると、各所からエーテルを噴射させ、隼人の身体からだを宙に持ち上げた。

（玲奈と違って力を存分に引き出すことは無理だろうけど、空を飛ぶくらいなら！）

　だが、隼人が指輪の力を使うのを、乃の亜あが黙って見ているわけはない。

　乃亜がチェンソーを持って隼人に迫る。

「何をしようとしているかしらないけど、やらせないよっ！」

「こっちこそ、隼人君の邪魔はさせないかな！」

　そこへ割って入ったのが花か音のんの炎だ。

　乃亜は横から飛んできた花音の炎の矢に、完全に不意を打たれる形で喰くわれると、全身を焦がしながら地面へと転がる。

　隼人は花音の方に向かって全速力で飛行し、左腕を掴つかまえた。

「先輩、行きますよ！」

「……落とさないようにね！」

　そして、今度はリピカの方へ行こうと──

「ワシはいいから行け！」

　したところで、リピカに怒鳴られる。

「でも！」

「ワシも掴むと速度が下がるし両手が塞ふさがるじゃろ。いいから行け！　ヌシが助からんとどうしようもならんのじゃ！　指輪だけはこいつらに渡すわけには行かんのじゃよ！」

（──っ！）

　リピカの言葉を聞いて、隼はや人とはすぐに猛スピードで直上する。

　だが、エイオンとしても隼人達を黙って逃がすわけにはいかない。

「──っ！　逃がしはせんよ！」

　エイオンは、〈生命の杖ライフスタツク〉に絡み付いた蛇剣をリピカごと宙に振り上げて、彼女を勢い良く地面に叩たたきつけた。

「ぐはっ……！」

　エイオンはリピカが地面に転がるのを確認すると、すかさず蛇剣を構成する刃を分離パージさせ、自立した無数の機動兵器に変えて上昇する隼人と花か音のんを追走させる。

（なっ……！　あの武器、こんなことまで出来るのか！）

　隼人は必死に速度を上げるが、エイオンの刃の方が速い。

　このままでは追いつかれて、切り裂かれてしまうだろう。

「隼人君！」

「大丈夫です先輩！　ちょっと揺れるので落ちないようにしてください！」

　隼人は叫ぶと、反転して右手に持った長剣を構える。

「確世歪曲リーデイング！」

〈天翔覇者エリアルブレイド〉の刀身にエーテルが集うと、ソーンの印字が刻まれる。

　隼人の脳裏に、迫り来る刃の軌道が見えた。

　エイオンの飛ばした刃の数は二十近くだろうか。

（全部、この剣で切り落としてやる……！）

　隼人は、刃が当たらぬ抜け道を見つけると、まるで弾幕をかいくぐるようにして避よけながら、一つ一つ長剣で弾はじいて地面に落とす。

（っ、一度じゃ流石さすがに捌さばききれない！　だったらもう一度！）

「……確世歪曲リーデイング！」

　隼人はもう一度未来を見切ると、半分近くまで減らした刃に再び向き合う。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」





　　　◆






　柏かしわ木ぎ家の庭を、制服姿の玲れい奈なが落ち着きのない様子でぐるぐると歩き回っていた。

　ししおどしが音を鳴らすと振り返り、次の音で再び反転して往復する。

　隼人が三魔柱ソフイアに連れ去られたことが、とにかく心配で仕方がなく落ち着かないのである。

　そんな玲奈の忙せわしない様子を眺め、縁側に腰かけた飛鳥あすかが呆あきれるように溜ため息いきを吐ついた。

「そうやってても、にーさんは戻って来ませんよ？」

「わかってるわよ！　わかってるけど、早くしないとアイツがどうなるか……」

　玲れい奈なは先程からずっとこんな感じだった。

　飛鳥あすかの隣に座っているあかりが、いつもの抑揚のない声で言う。

「……創世の執行者ニーズヘツグは隼はや人とを利用しようとしている。身の安全は保障されていると思って良い。そういう意味では、理事長と花か音のんが心配」

　玲奈同様に、庭でそわそわと落ち着かない様子を見せていた詩し愛あも続く。

「みんながいる場所はわかってるのに……」

　隼人が連れて行かれた場所は、ほぼ間違いなく学園だろう。

　それは玲奈達もわかっていた。

　だが、話を聞けば聞くほど、隼人を取り戻すのは難しく思えた。何せ学園の周囲には数百体もの理術人形ゴーレムが軍勢を敷いており、外敵に備えているのだそうだ。

　また、問題はそれだけではない。

「しかし、既に近隣の因果領域も陥落してるってどういうことよ。街のみんなは、学園がそんな異常事態なのに普通に暮らしているみたいだし……」

「……先日やられた支配魔術と一緒。街のみんなは、創世の執行者ニーズヘツグの魔術によって意識が支配されてる」

　詩愛が不安そうに言う。

「それってつまり、ここに留とどまるのも危険な可能性があるってことよね。以前、支配魔術が使われていた時と同じように私達に住民が襲いかかってくる可能性だってある」

　隼人を助け出すどころではない危うい状況に、一同は不安ばかりを募らせた。

「……とりあえず、先輩達の決定を待つしかない」

　あかりの一言に、他ほかの皆は頷うなずいた。

　現在柏かしわ木ぎ家では、この状況にどう対処するのかが話し合われている。

　どこかの増援が望めないか、もしくはもっと良い避難場所はないか、学園に囚とらわれた隼人を助ける手立てはどうするか、などだ。

「ねぇ風かざ見み先輩、もしにーさん達を放って逃げるって話になったらどうします？」

「決まってるじゃない。私だけでも行くわよ」

　即答する玲奈に、飛鳥がくすりと笑う。

「それを聞いて安心しました。あたしも付き合うので、よろしくお願いしますね」

「な、何よ気持ち悪い！　いつもなら『先輩は来なくていいです！　にーさんはあたしが助け出します！』とか言って拒否するくせに！」

「そりゃ、本音を言えば先輩になんて手伝って欲しくないですけど、状況が状況じゃないですか。あたしはにーさんが助けられるなら、悪あく魔まの手にでもしがみつきます」

「ちょっとアンタ、今さり気なく私を悪魔扱いしてない？」

「気のせいじゃないですか？」

　こめかみをひくつかせる玲れい奈なと、トボける飛鳥あすか。

　そんな二人の様子を見て、やれやれと首を振るあかり。

「……はぁ、こんな時なのに結局こうなる」

「いいんじゃないかな。こんな時だからこそ、安心出来て」

「……それはわかる」

　詩し愛あの言葉に、あかりが相あい槌づちを打つ。

「……私だって不安で仕方がない。今すぐにでも隼はや人とを助けに行きたい」

「うん、私も」

　と、一同が話をしていると、琴こと美み達が会議をしていた客間の襖ふすまが開いた。

　柏かしわ木ぎ家の人間と思われる沢山の女性とともに琴美が姿を現し、玲奈達の方へと近付いてくる。

「お待たせしました皆さん」

「どうなったんですか？　結局」

「柏木の人間は、関西にある護樹議会ヴアルキユリアの本部に逃げることになりました。ここにいるよりは安全ですし、こんなことになってしまった以上向こうも少しでも協力者が欲しいのでしょう。創世の執行者ニーズヘツグに攻められているのは、結むすびヶが原はらとその周辺だけではないみたいですしね」

　玲奈が抗議する。

「そ、そんな……。それって、隼人を置いていくってことですか？」

　琴美が伏し目がちに答える。

「ええ。理事長と華はな月つき先輩、それに隼人君を助けなければいけないのは確かだけど、現実的ではないという判断ね。今私達が学園に向かっても、無駄死にになる可能性が高い」

　飛鳥も玲奈に続く。

「そ、そんな。でも、にーさんが奪われちゃったら大変なことになるんですよ？　敵の魔術師ウイザードが欲しがっていた魔王をみすみす渡すことになっちゃうんですよ？　それでいいんですか？」

「良くないのはわかってるけど、仕方がないという判断です。流石さすがに、救出を試みるのは無謀すぎる。護樹議会ヴアルキユリアは非協力的だし……」

　玲奈は、試練の間に倒れていた悠久騎士フレースヴエルグのことを思い出した。

　琴美が言うには、あの騎士達は魔術師ウイザードに隼人を奪われることを畏おそれた護樹議会ヴアルキユリアが、差し向けてきたものらしい。であれば、隼人の奪還に協力的になるはずもないだろう。

　詩愛が落胆したように続ける。

「助けるにも本当に手が無い状況……」

　あくまでも動じず、あかりが質問する。

「……それで、私達はどうするの？」

「私達も一緒に西の護樹議会ヴアルキユリアへ──というのが、一応の意思決定であり、護樹議会ヴアルキユリアの望みみたいですが……」

　琴こと美みがふうっと深呼吸すると、一同に聞く。

「皆さんは、どうしたいですか？」

　琴美の質問に、玲れい奈な達は顔を見合わせて頷うなずく。

「無視してでも隼はや人とを助ける方法を考えるに決まってるじゃない」

「柏かしわ木ぎ先輩には申し訳ないですけど、にーさんの救出が選択肢にないなら、ここからは別行動しかないですね」

　玲奈と飛鳥あすかには、最初からその選択肢以外は存在しない。

「隼人を助ける」

「……夕ゆう霧ぎり君を助けなきゃ」

　あかりと詩し愛あも同様だった。

　みんなの返事を聞いた琴美は、「やれやれ」と困ったような笑みを浮かべて言う。

「ですよね。私もそう思っています」

　結局、琴美だって意見は皆と同じだ。

　家の決定を無視してでも、隼人を助けたいという気持ちに何も変わりはない。

　あかりが、渡り廊下を歩く柏木家の人間達を見ながら聞く。

「……家に付き合わなくていいの？」

　あかりもまた、柏木家の厳しさを何となく知っているのだろう。

　琴美とは付き合いが長いし、鷹たか音ねとも接点がある。柏木家の人間が、家に縛られて生きているのをよくわかっているのだ。

　すると琴美は、いつものどこか作ったような大人っぽい笑みでは無く、無邪気な子供のような笑みを浮かべる。

「家の義務はまっとうしていても、そこに縛られて生きるつもりは無いですから。私にとって、家の意思決定なんかよりも、みんなや隼人君のことが大事です」

「……そう」

　あかりが、満足げに笑みを零こぼして頷うなずく。

　玲奈と飛鳥、そして詩愛も、そんな二人のやりとりを見て思わず零れるような笑みを浮かべた。

　越因騎士団イクシードのメンバーの意思は、当たり前のように皆同じだった。

　だが、そんな一同に水を差すように、客間から出て来た響ひびきが、冷たい声色で言い放つ。

「駄目ですよ琴美。柏木家の決定は絶対です」

「……お母さま」

「琴こと美みの一存で勝手を許すわけにはいきません。他ほかの方も同様。こんな時だからこそ、悠久騎士フレースヴエルグとしての自覚を持ってください。言い方は悪いですが、あなた達は貴重な戦力ですし、騎士である以上は世界を平和にする義務があります」

　厳しい口調で、玲れい奈な達全員に告げる。

　だが、それを聞いた玲奈が激しい口調で反論する。

「私達は悠久騎士フレースヴエルグですが、別に護樹議会ヴアルキユリアの命令で動いているわけではありません。私達は理事長に従っていましたし──それに、隼はや人との騎士ですから。その二人がいないのに、誰だれかに従う義務なんてありませんからっ！」

「そのような身勝手を言っている状況でもないのですよ」

　あくまでも冷静に、子供に言い聞かせるように響ひびきが言った。

　だが、そこに琴美が、

「──お言葉ですがお母さま。ここまで後手に回っている護樹議会ヴアルキユリアが有効な手立てを用意出来るとも思えません。これだけ切迫した事態だというのに、ただ逃げるということを決めるだけに長い時間を要しました。私は、護樹議会ヴアルキユリアや柏かしわ木ぎ家の決定に従っても、世界を救えるとは思えません」

　落ち着いた様子で、だがしっかりと強く反論する。

「創世の執行者ニーズヘツグ側だって各地の因果領域に手を出すのに必死だと思います。むしろ、全力で隼人君を救い出し、指輪の力に賭かける方が全体としての勝機は見えると思いますが──どうでしょうか？」

　琴美の意見に、響は驚いて目をパチクリとさせた。

　まさか、琴美がこんな風にしてしっかりと反論してくるとは思っていなかったのだろう。

　今までは家の決まりに決して逆らわず、粛々と従ってきた琴美。

　そんな琴美が、初めて母親の言うことに逆らっている。

「……琴美、もしかして反抗期ですか？」

　だからなのか、響は間抜けに聞き返した。

　だが、琴美は言い淀よどむことなく、再びはっきりと告げる。

「いいえ、自分の意見に自信が持てただけです。こう見えても成長してますから」

　そして母親に向かって、再び満面の笑み。

「もしお母さまや柏木の家が私の行動に反対して邪魔をするというのなら、それを倒してでも隼人君達を助けに行きます」

「そ、そうよ、なんだったら一戦交えてでも行くわよ！」

「珍しく気が合いますね風かざ見み先輩。あたしも、にーさんを見捨てるくらいなら何だってやる覚悟です」

　琴こと美みの言葉に、玲れい奈なと飛鳥あすか、それに詩し愛あとあかりも同調するように頷うなずいた。

　すると響ひびきは、その様子を見て参ったように言う。

「そこまで言うなら、止めようがありませんね」

　納得したというか、仕方がないという風な表情だ。

「……お母さま、許してくれるのですか？」

「許すも何も、あなた達と柏かしわ木ぎ家の人間が戦ってもこっちが負けますよ。片や騎士の力を失った一般人、片や現役の優秀な悠久騎士フレースヴエルグ。強攻策に出られるとどうしようもありません」

「あ……」

　確かにその通りだと、琴美は今更ながらに気付いて小さく声をあげた。

「ただし、やるのなら私にも手助けをさせてください。ここにいる柏木家の人間の中からも、多少の協力者は集められるでしょう。使える理術具アーテイフアクトもいくつか確保出来るかもしれません。敵地に攻め入るのであれば、それなりの準備だって必要でしょう？」

「え、でもお母さま、それではお母さままで柏木家の決定に反することになるんじゃ……」

　響はつい先程、柏木家が家としてどう動くかを決めて来たばかりだった。

　周辺に住む柏木家に仕える人々、親しん戚せき筋、別の因果領域から駆け付けて来た柏木家の血を引く悠久騎士フレースヴエルグだっている。

　柏木家は、末端まで合わせると数が多いのだ。

「柏木家として協力は出来ませんが、私個人としては協力出来ます。柏木家はあくまでも護樹議会ヴアルキユリアに従い本部へと向かいますが、私個人はこっそりと独断で動いてしまった娘を手助けするという筋書きです。これだったら問題ないと思いませんか？」

「大有りだと思いますが……」

　響の発言に、今度は琴美が呆あきれるように苦笑する。

　すると響が悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべる。

「あのね琴美。実は私も、あまり柏木家が好きじゃないの。だから偶たまには、ね」

　琴美は、母のそんな告白を聞き、やはり一瞬きょとんとしてしまうが、すぐに響と顔を見合わせたまま「くすくす」と笑いはじめた。

　今までは家の考え、そして母とすらもどこかずれがあると感じていた琴美だったが、どうやらそういうわけでもなかったらしい。

　二人の様子を眺めていた詩愛が呟つぶやく。

「ええっと、とにかく決まったみたい？」

「……（こくり）」

　柏木家の決定や護樹議会ヴアルキユリアの命令を無視することにはなってしまったみたいだが、とにかく隼はや人とを助け出すという指針が一同の間では定まった。

　本当にそんなことが可能なのかということについては、誰だれもが素直にどうでもいいと思っていた。

　それ以外に手立てが無いように思えるのであれば──そして何よりも、そうしたいと、隼はや人とを助けたいと思っているのであれば、そのために全力を尽くすのみだ。

「よーし、にーさん救出作戦の開始だね！」

「ええ、じゃあ善は急げね。みんな、ひとまずの作戦を練りましょう。とりあえず状況確認のためにも、私と詩し愛あが軽く様子を偵察してくるのがいいような気がするんだけど……」

　と、玲れい奈な達がわいわいと隼人救出までの流れについて話し合い始めた時だった。

　庭の柏かしわの木の根元から、ビュンと巨大なエーテルの固まりのようなものが飛び出てくるのを察知し、一同は気配のした方を振り向く。

　するとそこにいた予想外の人物の姿に、玲奈も琴こと美みも、その場にいた全員が、呆あつ気けに取られて言葉を失う。

「誰を助けるって？」

　なにせそこには、今まさに琴美や玲奈達がどうやって助けようかと話し合っていた、隼人の姿があったのだから。

　隼人はいつもの〈救世機巧グラムグリーム〉をパワーアップさせたような巨大な鎧よろいを纏まとっており、手には長剣を握っている。

　その隣には、花か音のんの姿もあった。

「……あれ、ここってやっぱり、柏かしわ木ぎ家？」

　花音は周囲を見回しながら、感心するように言う。

　玲奈は、そんな突然地面から湧き出るようにして現れた隼人を見て、しばらく口をパクパクさせる。

　そしていっそう驚いたように叫んだ。

「──隼人!?」




　エイオンの猛追を退け、再び直上すること間もなく、隼人の頭上に光が見え始めた。

（吹き抜けになってる……？）

「隼人君、外に出られそう」

「ええ。でもこれ、どこに繋つながってるんでしょうね」

　そもそも、どこかの穴に繋がっているというのはおかしな話だ。

　もし地上から寮の地下に行ける穴のようなものがあったとしたら、知らず知らずのうちに一般人が迷い込んで来る可能性だって高い。

　それが無いということは、人が全く寄りつかないような場所ということになる。

　決して誰にも、見つからないような──

（……もしくは、外から見えないような？）

　上昇していくと、隼はや人とは再び不思議なことに気付いた。

　天井は光に塗まみれて、周囲やその先が全く見えなくなっていたのである。

（これ、本当に外に出られるのか？）

　見上げる限り、光の先に何があるのかすらもわからない。

（でも、行くしかないか）

　隼人は一度上昇を止やめると、もう地面が見えなくなってしまった下を見た。

　今ごろリピカは、再びエイオン達に捕らえられていることだろう。

（理事長……きっと助けに来ますから）

　隼人は意を決して、天井の光のようなものを突き抜け外に飛び出ようとする。

　すると、光の先から声が聞こえてきた。

「よーし、にーさん救出作戦の開始だね！」

「ええ、じゃあ善は急げね。みんな、ひとまずの作戦を練りましょう。とりあえず状況確認のためにも、私と詩し愛あが軽く様子を偵察してくるのがいいような気がするんだけど……」

（この声は飛鳥あすかに玲れい奈な？　俺を救出……って、え？）

　隼人はとっさに、今飛鳥や玲奈がいそうな場所で、寮の地下から繋がっている可能性のありそうな場所を考える。

　長年、学園や騎士と縁があり、この秘密の通路を隠しておけそうな場所。

（──もしかして）

　やがて隼人は光を抜けて、見覚えのある景色へと辿たどり着いた。

　立派な日本家屋の周囲に広がる和風庭園。石畳の路みちの脇わきに立ち並ぶ松の木やつつじといった日本的な植物と、ししおどしの置かれた鯉こいの泳ぐ小さな池。

　隼人が出て来た場所は、柏かしわ木ぎ家の巨大な柏かしわの木の根元であった。

　そしてそこで、玲奈達が隼人が出て来たことに気付き、口をパクパクとさせていた。

　隼人は思わず質問する。

「誰だれを助けるって？」

　隼人の隣の花か音のんが、周囲を見回しながら感心するように呟つぶやく。

「……あれ、ここってやっぱり、柏木家？」

　二人を見て固まっていた玲奈だが、ハっと我に返って叫んだ。

「──隼人!?」

　続いて、飛鳥や琴こと美みも困惑しながら叫んだ。

「にーさん!?　ど、どうして地面から!?」

「いや、理事長に学園地下の天井から逃げろって言われてさ、そこを出たら何な故ぜかここに出て来て……」

「天井って、どうやって昇って来たのって……え？　なんでアンタ、私の〈天翔覇者エリアルブレイド〉持ってるの!?」

「ああ、これは指輪の新しい力なんだ。先輩と奏魂の盟ソウルリンクを結んだ時に使えるようになったやつなんだけど、契約している騎士の理パーマネントがコピー出来るって力でさ」

　あかりが頷うなずいた。

「……なるほど。つまり、〈天翔覇者エリアルブレイド〉の飛行能力を使ってあの地下を上に飛んだと」

　隼はや人とが相あい槌づちを打つ。

「そうそう。そういうわけ」

　玲れい奈なもポンと手を叩たたいて頷く。

「なるほどー……って、そうじゃないわよ！　だから、なんで学園の地下からここに出てくるのかって話」

「そんなの言われても俺もわからないよ」

　隼人と玲奈が琴こと美みを見る。

「え、ええっと、私も知らないんですが……」

　琴美は戸惑いながら響ひびきを見た。

　すると、響がコホンと咳せき払ばらいをする。

「柏かしわ木ぎ家に先祖代々伝わる、学園地下にある一方通行の非常用通路です。知ってるのはリピちゃんと、柏木家の当主経験者だけ。万が一の時のために絶対に誰だれにも漏らさないことになっている秘密の逃げ道なんです」

　琴美が、柏かしわの木の根元の地面を触りながら驚く。

「そんな通路が……」

　と、そこで突然、何かが吹っ切れたかのように玲奈が隼人に駆け寄り、鎧よろい越しに胸をぽかぽかと叩たたき始めた。

「あああああもう、なんで心配させるのよ！　馬ば鹿かじゃないのアンタ！　馬鹿！　この馬鹿！　馬鹿！　本当に馬鹿！」

　玲奈の瞳ひとみには、思いっきり涙が浮かんでいる。

「え、え？　あ、ああ、ごめん。いや本当にごめん」

「こ、今度からは捕まる時はちゃんと捕まるって言ってからにしなさいよね！　心の準備だって出来てないし、うううう……な、なんなのよもうっ！」

「あ、うん、いや、ええっと、ごめん……」

　玲奈の理不尽な怒りが隼人にぶつけられるが、心配していてくれていただけなのがわかるので怒るにも怒れない。

「って、ちょっと先輩！　何を一人で感動の再会やっちゃってるんですか！　あたしだって心配してたのに！」

「ううううううう～。知らないわよ！　そもそも私は心配していたわけじゃないし！」












（え、ええっと、これはどうしたらいいんだ？）

　女の子に泣きつかれた経験なんて殆ほとんどないので、隼はや人とはどう対応していいものか困る。

　と、そこで詩し愛あが聞く。

「え、ええっと、ところで夕ゆう霧ぎり君達はどうして逃げてこられたの？　捕まってたんじゃ。それに、理事長は？」

「ああ……ええっと、実はだな──」

　隼人と花か音のんは、玲れい奈な達に試練の間で掠さらわれた後に起こった出来事をすべて話した。

　創世の執行者ニーズヘツグは既に、大掛かりな創世計画を実行中であること。

　この因果領域の人間は、すでに魔術で支配されているようなものであること。

　そしてエイオンに、味方になれと言われたこと。その際に、荒廃した未来世界の映像を見せられたこと。

　リピカの力で、なんとかここに逃げてこられたこと。

　話を聞き終えると、響ひびきがトーンの低い声で呟つぶやいた。

「リピちゃんが……」

「……ごめん、ボクがあまり役に立てなかったばかりに好きなようにやられて」

　花音が肩を落としながら深刻そうに謝る。

「いえ、こればかりは仕方ないと思います。流石さすがにあの魔術師ウイザードの軍勢を防ぐことは難しかったでしょうし……。こうやって二人が帰って来ただけでも収穫でしょう」

　玲れい奈なが、泣きすぎて真っ赤になってしまった目で隼はや人とを見上げて言う。

「……で、でも、だったら早く理事長を助けに行かなきゃまずいわよね！　何をされてるかわからないし」

　だが、玲奈の言葉に一同は困ったような表情を浮かべる。

　確かに、リピカの身の安全を考えると一刻も早く助け出してやるべきだ。

（──でも）

「……いや、理事長を助けるのは止やめよう。ここは一度退ひくべきだ」

　皆が隼人の顔を見る。

　あかりが隼人に聞く。

「……見捨てるの？」

　隼人はあかりの質問を、肯定も否定もしない。

「その、今の状態で理事長を助けるのは無理だと思う。それに、理事長は自分を犠牲にしてまで俺を逃がしてくれたんだから、その事実をしっかり考えた上で動きたい」

　迂う闊かつに動いて、またエイオン達に捕まってしまっては元の木もく阿あ弥みだ。

　リピカの頑張りに応こたえるためにも、隼人は絶対に学園を取り戻す必要があった。

「創世の執行者ニーズヘツグを倒して、学園を取り戻す。そのために何をすべきかを考えたい」

　隼人の提案は、聞きようによっては冷酷にも聞こえたかもしれない。

　運良く助かった隼人がこれを言うのも、冷たい話だろう。

　だが、だからこそこの提案は、隼人がすべきだと思った。

　──俺の責任で、理事長を一度見捨てる。

（でも、絶対に助ける）

　隼人の言葉に一同は少し戸惑いを見せたものの、やがて納得して頷うなずいた。

「そこで提案なんだけど、俺は護樹議会ヴアルキユリアの本部に行きたい」

「え？」

　皆が驚き、隼人の方を見る。

「俺達だけじゃ戦力が足りない。こんな状況だからこそ、悠久騎士フレースヴエルグ全体が纏まとまって危機に対処するしかないとも思う。だから、護樹議会ヴアルキユリアに行って説得をだな──」

「ちょ、ちょっと待ってにーさん！　試練の洞どう窟くつで護樹議会ヴアルキユリアの騎士に狙ねらわれたんじゃないの？　にーさんが護樹議会ヴアルキユリアの本部に向かうなんて、わざわざ殺されに行くようなもんじゃ……」

　飛鳥あすかが動揺しながら隼人に訊きいた。

「その危険はわかっているんだけど、この状況をどうにかするには、きちんと護樹議会ヴアルキユリアの力を借りる必要があると思うんだ。護樹議会ヴアルキユリアだけで創世の執行者ニーズヘツグを止めてくれるならいいんだけど──」

　隼はや人とが響ひびきを見ると、響は否定するように首を横に振って否定する。

「難しいでしょうね。完全に好きにやられちゃってますし」

「というわけだからさ。……今はまだ大した力がないけど、この指輪にはそういう可能性があるんだろう？」

　すると隼人は、〈天翔覇者エリアルブレイド〉の姿にしていた〈律因の環ニーベルゲン〉を指輪の形に戻した。

　そして、指輪を見ながら言う。

「だから、俺達も護樹議会ヴアルキユリアに協力して、向こうにも協力してもらう。多分それしか方法はないと思うんだ。どうかな」

　隼人は玲れい奈な達の顔を見回した。

　一同は何か言いたそうな顔をしていたが、隼人の言う通りそれくらいしか方法がないことを悟ると、観念したように頷うなずく。

　琴こと美みが、響を見ながら苦笑いを浮かべる。

「でも、結局元の話に戻っちゃったような。お母さまに啖たん呵かを切ったのに、少し格好が付かない感じですね……」

「あら、私は娘の成長を見られて得した気分よ」

　響がくすくすと笑う。

「さて、じゃあ早速だけど準備をしましょうか。近くからも車が出せる協力者を呼んでいるから、みんなで車に乗って移動よ。交通機関は危なくて使えないからね。──ひとまず、一刻も早くこの因果領域を出ないと」

「ええ、急ぎましょう」

　隼人の言葉に、再び一同が頷く。




　こうして隼人達は、護樹議会ヴアルキユリアの本拠地を目指すことになった。





■エピローグ







　学園地下。

　樹術式を見上げるエイオンに対して、再び両手足を縛られ床に転がされたリピカが、挑発するような口調で言う。

「逃げられてしまったのう」

　だが、エイオンは怒った風でもなく、あくまでも平然と答えた。

「些さ末まつなことだよ。どうせ彼はそのうち戻ってくる。リピカを助ける必要があるし、私達との決着を望んでいるだろうからね。この校舎には彼かれ等らの友達だって通っているんだろう？　もう一度、必ずやって来るさ」

　余裕そうにエイオンが笑う。

　そして、リピカを真まっ直すぐに見て言う。

「それに、着々と因果領域は制圧が完了しているしね。護樹議会ヴアルキユリアだって彼に力を貸さないだろう、逃げ場だってなくなる。そうなるとチェックメイトだ」

「……そう都合良く事が運べばいいけどのう」

　リピカの言葉に、エイオンがもう一度「ふふっ」と笑う。

「ねぇリピカ、賭かけをしないか？　彼がもう一度ここに来て捕まるのか、逃げた先のどこかで捕まるのか──君はどっちだと思う？」

　エイオンの質問を、リピカは笑い返した。

「そのどちらでもあるまい。隼はや人とはヌシを倒すのじゃからの」

「あはは！　なかなか面白い冗談を言う。キミだってさっきの戦いを見ただろうに。順調に契約を済ませ、試練も終え──そこまでしても、彼の力では私に勝てないよ」

「今はまだ、じゃろ？」

　これだけの危機にも拘かかわらず、心の折れないリピカの態度が気に入らなかったのだろう。エイオンが珍しく余裕のない表情で「ふん」と鼻を鳴らし、再び樹術式を見上げる。

「今から力を蓄える余裕なんてないさ。指輪の力の素地と契約については十分見極めさせてもらったし、ここからは私達のところで力を開拓していけばいい」

　──もしかするとエイオンは、かつては同じ道を歩んでいたリピカに、自分の生き方を肯定させたかったのかもしれない。




「さぁ、創世計画の始まりだ」




　学園の地下に、エイオンの声が響き渡った。





あとがき




　えっと、七なな烏う未みです。

　読者の皆様ほんとにいつもありがとうございます。

　とってもとってもとってもとってもとってもとっても大スキです！

　皆さまのおかげでフレももう４巻。運良く続けさせてもらえて、本当にありがたい限りでございます……！

　どうでもいい話ですがボクは広ひろ末すえ涼りよう子こが好きです。中学生の頃ころは広末涼子の下敷きを使ってました。そんな過去もあります。

　なんで広末涼子の話を急にしだしたかわからない方は、「大スキ！　歌詞」でググってください。

　中学の頃広末涼子の下敷きと機動戦艦ナデシコのペンケースを使っていたのにオタクじゃないと言い張っていたのがボクです。




　とりあえずフレももう４巻。今回は琴こと美み回です。

　ようやくこれで初期面めん子つのエピソードが終わりました。

　琴美は１巻の初稿では露出狂設定があったり、喋しやべり方がお嬢さま言葉（今の鷹たか音ねに近い）だったりしたのですが、初期設定時からずいぶんとキャラが変わりました。

　最初は先輩枠で書いてたはずなのに、いつの間にか、幼おさな馴な染じみポジションみたいな距離感になってた気がしますね。

　照れるシーンを書くのがいちいち楽しいです。胸も大きいですし。

　物語はいよいよクライマックスへという感じになるのですが、このあたりの話はまた５巻のあとがきにでも。




　あと、全然関係ないんですが、チェンクロ。

　ＭＦさんとのコラボが発表されてますが、データ残しておけば良かった……。

　いや、仕事中どうしても気になってそわそわしちゃうから、結構ハマってたんですけど消しちゃったんですよ。

　とても面白いゲームなので、気になる方は是非。




　では、また５巻で──


２０１３年冬の日のこと　七烏未奏そう











　著者

　七烏未奏（ななうみ・そう）

　　１９８４年生まれ。福岡育ち。

　　30付近は健康に気をつけた方が良いと

　　散々周囲から言われていたのですが、

　　派手に体調崩したりそこから精神的に

　　ずるずるやられちゃったりで、

　　ほんと自己管理の大切さを学べた４巻でした。




　　要訳：担当さんマジすみませんでした。




　イラストレーター

　むつみまさと

　　イラストレーター。元ゲームソフトハウス原画。大阪在住。

　　琴乃舎

　　http://mutsumimasato2010.blog71.fc2.com/




　　近作、イラスト担当中。




　　「悪に堕ちたら美少女まみれで大勝利!!」（ＨＪ文庫）

　　「三国志大戦ＴＣＧ」（セガ）

　　「大戦乱!!三国志バトル」（gloops）

　　「神獄のヴァルハラゲート」（Grani）

















　　カバー・口絵・本文イラスト／むつみまさと

　　装丁／ムシカゴグラフィクス
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